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平成21年10月８日（木曜日）

午前10時４分開会

会議に付託された議案等

○議案第28号 平成20年度宮崎県歳入歳出決算

の認定について
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委 員 徳 重 忠 夫

委 員 坂 口 博 美

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

商工観光労働部

商工観光労働部長 渡 邊 亮 一

商工観光労働部次長 持 原 道 雄

企業立地推進局長 矢 野 好 孝

観光交流推進局長 江 上 仁 訓

部参事兼商工政策課長 古 賀 孝 士

工 業 支 援 課 長 森 幸 男

商 業 支 援 課 長 吉 田 親 志

経 営 金 融 課 長 安 田 宏 士

労 働 政 策 課 長 押 川 利 孝

地域雇用対策室長 篠 田 良 廣

企業立地推進局次長 山 口 俊 匡

観 光 推 進 課 長 後 沢 彰 宏

みやざきアピール課長 甲 斐 睦 教

工業技術センター所長 河 野 雄 三

食品開発センター所長 河 野 満 洋

県立産業技術専門校長 西 盾 夫

労働委員会事務局

事 務 局 長 野 田 俊 雄

調 整 審 査 課 長 上玉利 正 利

事務局職員出席者

議 事 課 主 査 前 田 陽 一

議事課主任主事 吉 田 拓 郎

それでは、ただいまから決算特別○宮原主査

委員会商工建設分科会を開会いたします。

まず、分科会日程についてであります。日程

につきましては、お手元に配付してあります日

程案のとおりで御異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いたし○宮原主査

ます。

次に、先日開催されました主査会について御

報告いたします。まず、審査の際の執行部説明

についてであります。お手元の分科会説明要領

により行いますが、決算事項別の説明は、目の

執行残が100万円以上のもの及び執行率が90％未

満のものについて、また主要施策の成果は、主

なものについて説明があると思いますので、審

査に当たりましては、よろしくお願いをいたし

ます。

次に、監査委員への説明を求める必要が生じ

た場合の審査の進め方についてでありますが、

その場合、主査において他の分科会との時間調

、整を行った上で質疑の場を設けることとする旨

確認されましたので、よろしくお願いをしたい
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と思います。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時５分休憩

午前10時６分再開

分科会を再開いたします。○宮原主査

平成20年度決算について執行部の説明を求め

ます。

なお、委員の質疑は、執行部の説明がすべて

終了した後にお願いいたします。

労働委員会事務局○野田労働委員会事務局長

でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

労働委員会事務局の平成20年度の決算概要に

ついて御説明を申し上げます。

決算の内容は、平成20年度決算に関する調書

の142ページから143ページに記載されておりま

すが、説明は、お手元の平成20年度決算特別委

員会資料で行わせていただきます 資料の１ペー。

ジをお開きください （款）労働費（項）労働委。

員会費（目）委員会費でございます。合計欄に

ありますように、予算額１億2,209万6,000円、

支出済額１億2,152万7,087円、繰越額はござい

。 、 、ません 執行残でございますが 56万8,913円で

執行率は99.5％となっております。目の執行残

が100万円以上のもの及び執行率90％未満のもの

はございません。また、労働委員会につきまし

ては、主要施策の成果に関する報告書への掲載

はございません。

御説明は以上のとおりでございます。

なお、審査意見書の指摘・要望事項及び監査

における指摘事項はございません。

御審議のほどよろしくお願いいたします。

。○宮原主査 執行部の説明が終了いたしました

これより質疑を行います。

予算上の問題はないとは思います○太田委員

が、去年１年間の争議といいますか、係争され

た事案、相談件数、そういったのはどうだった

んでしょうか。

平成20年度につき○野田労働委員会事務局長

ましては、不当労働行為救済申し立て事件が全

部で５件ございました これにつきましては 19。 、

年度からの繰り越しが１件、新規申し立てが４

件の合わせて５件でございます。20年度につき

、 、 、ましては この５件であったのですが 実質は

中身的には３件ということで、ダブっておった

りしましたものですから、５件という計算にな

るわけですが、20年度、このうち４件を21年度

に繰り越しをしました。不当労働行為の救済申

し立て事件がありますと、宮崎県の場合は１年

半をめどに解決しようということで調査や審査

を行っております。20年度につきましては５件

あって、そのうちの１件は命令を下しました。

残りの４件は、ことし８月までにすべて命令を

下しております。ですから、今現在はゼロ件と

いうことでございます。不当労働行為事件が５

、 、件 それから調整事件というのがございまして

あっせん、調停、仲裁をすることなんですけれ

、 、ども 打ち切りという結果に終わったんですが

これが１件ございました。個別的な労使紛争の

あっせん事件というのが、20年度は新規申請が

２件というような状況でございます。

命令が１件と言われましたが、無○太田委員

事それで解決ということでよろしいんでしょう

か。相手方がまた納得しないとか、そういう状

況はないんでしょうか。

これにつきましては 19○上玉利調整審査課長 、

年度に申し立てがありまして、20年度解決した

玉城学園の事件でございまして、既に確定して

解決しております。
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ほかにございませんか。○宮原主査

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、ないようですので、以○宮原主査

。上をもって労働委員会事務局を終了いたします

執行部の皆様、御苦労さまでした。

暫時休憩いたします。

午前10時11分休憩

午前10時14分再開

分科会を再開いたします。○宮原主査

それでは、平成20年度決算について部長の説

明を求めます。

商工観光労働部でご○渡邊商工観光労働部長

ざいます。本日は、当部の20年度決算につきま

して、御説明いたします。

お配りしております平成20年度決算特別委員

会資料の１ページをお開きいただきたいと思い

ます。これは、新みやざき創造計画における分

野別施策のうち、当部に関連するものを体系表

にしたものでございます。私からは、この体系

表に従いまして、当部の主要施策を総括的に御

説明いたします。まず、Ⅱ「くらしの舞台づく

り」のうち、Ⅱ-３「生き生きとした健康・福祉

社会づくり」につきましては、安心と活力に満

ちた長寿社会づくりに向けて、シルバー人材セ

ンターを支援しまして、高齢者の社会参加の取

り組みを推進しました。

、 「 」 、次に Ⅲ 経済・交流の舞台づくり のうち

「 」Ⅲ－２ 工業・商業・サービス業などの活性化

。 、に向けた取り組みについてでございます まず

戦略的企業誘致の推進につきましては、４年間

で新規企業立地件数100社の実現を目指した取り

組みを推進したところでございます。次に、新

技術・新産業の創出につきましては、農商工連

携に関する取り組みや産学官連携による共同研

究などを推進しました 次に 戦略的マーケティ。 、

ングの推進につきましては、県産品の販路拡大

。とイメージアップを図る取り組みを進めました

次に、挑戦する中小企業への支援につきまして

は、中小企業の新たな事業分野への進出などを

支援するとともに、世界的な景気後退に対応し

た融資制度の充実を行いました。また、商店街

を核とする賑わいのあるまちづくりにつきまし

ては、意欲ある商業者の支援や商店街の活性化

を図る取り組みを行いました。

、 「 」次に Ⅲ-３ 経済・交流を支える基盤づくり

に向けた取り組みについてであります。まず、

産業人材の確保・育成につきましては、すぐれ

た人材の育成に向けた職業訓練などに努めてま

いりました。次に、就労支援と職場環境の整備

につきましては、若年者への就職支援やＵ・Ｉ

ターンに向けた取り組みなどを進めたところで

ございます。

次に、Ⅲ-４「活力ある地域づくり」に向けた

取り組みについてでございます。まず、観光宮

崎の再生につきましては、地域の資源を生かし

た元気な観光地づくり、スポーツランドみやざ

きの全県的な展開、効果的な情報発信と快適な

。受け入れ環境づくりに取り組んでまいりました

次に、個性を生かした地域づくりにつきまして

、 、は 移住を促進するための受け入れ体制の整備

情報発信を行ったところでございます。

以上が体系に沿った説明でございますが、２

ページをごらんいただきたいと思います 平成20。

年度歳出の決算状況でございます。一般会計で

は、予算額514億7,784万8,000円、支出済額513

億3,850万6,292円、翌年度繰越額1,328万3,000

円、不用額１億2,605万8,708円、執行率99.7％

となっております。次に、特別会計でございま

す。予算額９億502万9,000円、支出済額９億298
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万1,031円、不用額204万7,969円、執行率99.8％

でございます 部の合計では 予算額523億8,287。 、

万7,000円、支出済額522億4,148万7,323円、翌

年度繰越額1,328万3,000円、不用額１億2,810

万6,677円、執行率99.7％となっております。

次に、26ページをごらんいただきたいと思い

ます。監査における指摘事項等の一覧表でござ

います。まず （１）の収入事務について、計量、

検定所における公有財産使用料等の調定につき

まして、納入期限を誤っているものが散見され

た旨の指摘を受けております。次に （２）の支、

出事務でございますが、観光推進課におけるふ

るさとツーリズムお試しツアー支援補助金に関

しまして、必要な変更交付決定手続が行われて

いなかった旨の指摘を受けているところでござ

。 、（ ） 、います 次に ３ の契約事務でございますが

経営金融課におけるみやざき次世代経営者育成

支援事業業務委託に関しまして、契約書の作成

や契約保証金の受け入れ手続などが大幅におく

れた旨の指摘を受けております。また、観光推

進課におけるふるさとツーリズム実践者育成講

座開催業務等の委託に関しまして、契約書の作

成が大幅におくれているものが見受けられたと

の指摘を受けております。以上の指摘事項に関

しましては、職員の指導を徹底し、改善に努め

ているところでございます。

また、お手元の平成20年度宮崎県歳入歳出決

算審査及び基金運用状況審査意見書において２

件の意見・留意事項がありましたが、これにつ

いては後ほど各事業の詳細にあわせまして、関

係課長から説明いたしますので、よろしくお願

いしたいと思います。

私からの説明は以上でございます。

部長の説明が終了しました。○宮原主査

平成20年度決算について、商工政策課、工業

支援課、商業支援課、経営金融課、企業立地推

進局の審査を行いますので、それぞれ説明をお

願いいたします。

なお、委員の質疑は、４課１局の説明がすべ

て終了した後にお願いいたします。

商工政策課の平成20年度○古賀商工政策課長

決算につきまして、御説明いたします。

決算特別委員会資料の２ページをごらんいた

だきたいと思います。商工政策課の一般会計の

予算額は３億1,008万7,000円、支出済額は３

億747万7,991円、不用額は260万9,009円、執行

率は99.2％であります。詳細につきましては、

。３ページから６ページに記載いたしております

また、目の執行残が100万円以上のものがあり

ましたので、御説明いたします。３ページをご

らんください （目）商業総務費でありますが、。

執行残が124万6,870円となっております。これ

は、４ページの（節）使用料及び賃借料の40万

円余 節 備品購入費50万円などが執行残となっ、（ ）

たためであります。

次に、主要施策の成果に関する報告書、商工

政策課のインデックスのところ、155ページにな

ります。経済・交流の舞台づくりの１の４）挑

戦する中小企業への支援でございます。施策推

進のための主な事業及び実績のところをごらん

いただきたいと思います。頑張る企業応援事業

。 、 、であります これは 県内の中小企業の中から

すぐれた新製品開発や新たなサービスの提供、

地域資源の活用に取り組むなど、県内産業の振

興や地域経済の活性化に特に寄与している企業

を表彰するものであります。これにより、県民

の県内企業に対する理解を深めるとともに、す

ぐれた取り組みを他の企業にも紹介することで

本県経済全体の活性化を図ることとしておりま

す。なお、平成20年度は株式会社サニー・シー
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リングなど５社を表彰したところであります。

主要施策の成果は以上であります。

もとの決算特別委員会資料のほうにお戻りい

ただきたいと思います。26ページをお願いいた

します。監査の指摘事項がありましたので、御

説明申し上げます （１）収入事務についての指。

摘事項であります。計量検定所の収入事務につ

いて 「公有財産使用料及び計量器の検定・検査、

に係る出張費用弁償金の調定について、納入期

限を誤っているものが散見された。留意を要す

る」という指摘を受けました。これは、財務規

則に対する理解が不足していたため、生じたも

のでございましたので、所内で研修を実施し、

今後、適正な会計事務の執行に努めていくこと

としております。

商工政策課は以上でございます。

工業支援課の平成20年度決○森工業支援課長

算について御説明いたします。

決算特別委員会資料の２ページをお願いいた

します 工業支援課は 一般会計予算額35億9,826。 、

万3,000円、支出済額35億8,641万1,167円、不用

額1,185万1,833円、執行率は99.7％でございま

す。

７ページをお願いいたします。目の不用額

が100万以上のものについて御説明いたします。

（目）工鉱業振興費で286万5,994円の不用額が

。 、ございます 不用額の主な理由につきましては

知的所有権管理事業に伴います事業につきまし

て、支払いが見込みを下回ったものでございま

す。費目といたしましては、報償費、旅費、役

務費が中心でございます。

次に、８ページの（目）工業試験場費で861

万116円の不用額がございます。不用額の主な理

由は、工業技術センター、食品開発センターの

試験機器の維持費及び運営管理費の節約、及び

。備品購入費の入札残等によるものでございます

なお、目の執行率が90％未満のものはござい

ません。

次に、主要施策の成果に関する報告書の説明

でございます。

工業支援課のインデックスのある156ページを

お願いいたします。経済・交流の舞台づくりの

１の２）新技術・新産業の創出についてであり

ます。主な事業名のところをごらんいただきた

いと思います。創業・新事業挑戦支援ファンド

でございます。新商品・新技術の開発や新たな

発想等に基づくサービスの提供を行うなど、今

後の成長性が見込める中小企業等に対して、投

資による資金面からの支援を行ったものでござ

。 。います 20年度は２件の投資を行っております

次に、新事業創出環境整備事業であります。

、 、中小企業等の新商品の開発 販路拡大の支援や

産業連携によるビジネスチャンスの創出など、

新事業が生まれやすい環境の整備を図るため、

県産業支援財団にコーディネーター７名を配置

し、中小企業者の抱えるさまざまな問題解決に

対応いたしました。実績といたしましては、977

件の相談があったほか 情報誌の発行などを行っ、

ております。

次に、新産業・新事業創出研究開発推進であ

ります。みやざき産業クラスター推進協議会や

新産業創出研究会の産学官連携活動を支援する

とともに、プロジェクトディレクターの配置や

産学官共同研究グループに対する研究開発の支

援を行い、研究シーズの事業化を促進したとこ

ろでございます。

続きまして、157ページの○環境リサイクル技改

術開発支援でございます。産業廃棄物の排出抑

制やリサイクルを促進するため、産学官共同研

究グループに対する環境・リサイクル関連の研
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究開発支援を行ったところであります。

次に、バイオメディカル新技術産業化展開推

進であります。地域結集型共同研究事業の成果

として創出されました新技術の企業への技術移

転を推進するため、県内企業への新技術説明会

や、県外の技術展示会への出展、特許出願の支

援を行ったところであります。

次に、○先端産業みやざき集積促進でありま新

す。太陽電池や航空機などの先端産業の集積を

図るため、セミナー開催による情報提供を行う

とともに、首都圏での展示会に産学協同で出展

したところであります。

次に、○食と健康・バイオメディカル産業創新

造プロジェクトであります。地域結集型共同研

究事業の研究成果の事業化を図るため、新技術

エージェントや知財活用エージェントなどを配

置するなど、新たな推進体制の整備を行い、医

農連携による共同研究等を推進したところでご

ざいます。

次に、○みやざき農商工連携応援ファンド創新

設でございます。県内の中小企業者と農林漁業

、 、者が連携して取り組む新商品開発 販路開拓や

技術開発を支援するため、県産業支援財団に総

額25億2,000万円の運用型の基金を造成する原資

といたしまして、20億1,000万円の融資を行った

ものであります。

次に、○ものづくり産業新事業展開支援でご新

ざいます。県内の中小企業が輸送機械や電子・

精密関連など主要４業種に関して取り組む新商

品開発や販路開拓を支援するため、県産業支援

財団に総額5,000万円の取り崩し型の基金を造成

したものであります。

次に、知的財産活用支援機能強化でございま

す。特許等の知的財産を活用した競争力のある

企業を育成するため、知的財産に関するアドバ

イザーを県産業支援財団等に配置し、企業訪問

や相談などを行ったところでございます。

続きまして、158ページでございます。工業技

術センター総務管理と食品開発センター総務管

理でございます。工業技術センター及び食品開

発センターの運営管理に要した経費でございま

す。研究員の技術指導力の向上や情報誌の発行

等を行ったところでございます。

次に、工業技術研究開発でございます。工業

技術センターにおきまして、機能性材料の開発

と応用に関する研究や、機械及びエネルギーシ

ステムに関する研究など ９テーマの研究を行っ、

たほか、企業などからの依頼試験、技術相談な

どを実施したところでございます。

次に、食品開発センター研究開発でございま

す。食品開発センターにおきまして、農林畜産

物の機能性に関する研究や、焼酎の品質向上に

関する研究など、５つのテーマの研究を行った

ほか、企業からの依頼試験、技術相談等を実施

したところでございます。

続きまして、160ページ、４）挑戦する中小企

業への支援でございます。東京フロンティアオ

フィス支援でございます。県内中小企業者の大

きな課題の一つでございます販路の確保・拡大

を図るため、国内最大のマーケットでございま

す首都圏で、宮崎県東京ビルの一部を改装した

。オフィスを低料金で貸与したものでございます

次の下請企業振興でございます。県産業支援

財団による技術指導や取引のあっせんなどを通

じ、県内中小企業の技術力の向上や販路の拡大

を図ったところであります。

次の自動車関連産業支援でございます。北部

九州で発展する自動車産業との取引開拓を目指

し、専門家派遣や商談会の開催等により、県内

企業の生産性向上支援や自動車関連企業との取
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引機会の提供を行ったところでございます。

平成20年度の主要施策の成果の説明は以上で

ございます。

なお、監査委員の決算審査意見書に関しまし

て、工業支援課につきましては、特に報告すべ

き事項はございません。

説明は以上でございます。

商業支援課の平成20年度○吉田商業支援課長

決算について御説明申し上げます。

お手元の決算特別委員会資料の２ページをお

願いします。商業支援課の一般会計予算額は６

億1,429万9,000円、支出済額６億1,198万3,072

円、不用額は231万5,928円で、執行率は99.6％

となっております。

９ページをお願いいたします。目が100万円以

上の執行残でございますけれども （目）商業振、

、 。 、興費 171万6,318円執行残があります これは

みやざきの商人モデル創造事業等に係る補助金

の執行残ということで、負担金・補助及び交付

金のところが130万となっておりますが、補助金

の執行残が主なものでございます。

なお、目の執行率90％未満のものはございま

せん。

次に、主要施策の成果について御説明申し上

げます。

主要施策の成果報告書の162ページをお願いい

たします。経済・交流の舞台づくりの１の３）

戦略的マーケティングの推進についてでありま

すが、施策推進のための主な事業及び実績のと

ころで御説明させていただきたいと思います。

まず、みやざき特産品ＰＲ展開支援でございま

す。この事業は、県内で特産品を製造販売する

業界団体が一体となって取り組む販路拡大への

取り組みに対する助成を行うものでございま

す。20年度は、県内３団体が実施しました販路

開拓の取り組み等を支援したところでございま

す。

県産品輸出促進でございます。本県と地理的

に近く、また食品の輸入規制が比較的緩やかな

、台湾及び香港で物産フェアを開催いたしまして

県産品のＰＲ、販売等を行いまして、輸出促進

を図ったところでございます。

次に、海外交流駐在員設置でございます。海

外交流駐在員を韓国のソウル、台湾の台北、中

国の上海に設置し、貿易、投資等に関する情報

収集や提供、観光客やコンベンションの誘致促

進などに努めているところでございます。

新続きまして 163ページでございます まず ○、 。 、

東アジア販路拡大戦略策定でございます。東ア

ジアへの効率的、効果的な農林水産物や加工品

の販路拡大を図っていくため、県や関係団体が

一体となって取り組む東アジア販路拡大戦略を

策定したところでございます。

販路拡大支援プロジェクトでございます。社

団法人宮崎県物産振興センターに委託いたしま

して、全国からバイヤーを招きましての商談会

、 、の実施や 日本橋髙島屋などでの物産展の開催

みやざき物産館や新宿「ＫＯＮＮＥ」などのア

ンテナショップを活用した県産品の紹介、販売

を実施したところでございます。

また、○宮崎県優良県産品推奨制度です。品新

質、市場性等の審査をクリアした県産品を宮崎

県優良県産品として推奨する制度を創設しまし

た。20年度は23品目の推奨を決定したところで

ございます。

続きまして、166ページをお願いいたします。

５）商店街を核とする賑わいのまちづくりでご

ざいます。まず、商業ビジネスサポートでござ

。 、います 新規創業者の発掘・育成等を図るため

財団法人宮崎県産業支援財団が実施いたします
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セミナー開催事業や経営相談窓口設置事業、商

圏情報提供事業に対し助成を行い、次の世代の

商業を担う人材の育成を図ったところでござい

ます。

、 。次に 地域商業づくり総合支援でございます

この事業は、商店街が市町村と一体となって行

うイメージアップのためのソフト事業及びハー

ド事業に対して助成を行うものでございます。

平成20年度は、空き店舗を利用した高齢者交流

施設の運営など、９件に対して助成を行い、便

利でにぎわいのある商店街づくりを推進したと

ころでございます。

、 。 ）続きまして 167ページでございます ２の１

産業人材の確保・育成でございます。まず、実

務型ＩＴ人材養成でございます。ＩＴ人材の育

成・確保を図るため、県内ＩＴ企業に就職して

おりますＩＴ技術者を対象に、実務に即したＩ

Ｔ研修を実施したところでございます。計画を

上回る406名の受講者がありまして、内容につい

。ても受講者から好評を得たところでございます

○ＩＴ関連産業振興でございます。コールセ新

ンターに必要な人材を確保するため、未就職者

を対象に、コールセンター就職支援研修や就職

面談会を実施いたしまして、未就職者等の雇用

促進を図ったところでございます。また、未就

職者を対象に、職場実習を含むＩＴ研修を実施

いたしまして、就職を促進するとともに、首都

圏でＩＴ企業が展示会をやるんですけれども、

そこに県内ＩＴ企業が出展することによりまし

て、ＩＴ企業の仕事の受注確保を図ったところ

でございます。

商業支援課の平成20年度主要施策の成果につ

いては、以上でございます。

監査委員の決算審査意見書及び監査報告書に

、 。関しては 特に報告すべき事項はございません

商業支援課は以上でございます。

経営金融課の平成20年度○安田経営金融課長

決算について御説明をいたします。

まず、お手元の決算特別委員会資料の２ペー

ジをお開きください。経営金融課の一般会計の

予算額は346億4,372万円 支出済額は346億3,033、

万6,539円、不用額は1,338万3,461円、執行率

は99.9％となっております。また、経営金融課

の特別会計の予算額は５億7,471万8,000円、支

出済額が５億7,438万3,639円、不用額は33

万4,361円、執行率は99.9％となっております。

12ページをお開きください。初めに、一般会

計についてでございますが （目）商業振興費、

で1,323万9,526円の不用額がございます。これ

は負担金・補助及び交付金でございますが、主

なものといたしましては、中小企業金融円滑化

補助金の執行残でございます。

次に、14ページ、小規模企業者等設備導入資

金特別会計についてでありますが （目）公債諸、

費でございますが、予算額１万2,000円に対し支

出済額が7,588円で、執行率が63.2％となってお

ります。これは、高度化資金貸付金の国への償

還金の執行残でございます。

歳出決算については以上でございます。

次に、特別会計の歳入決算について御説明い

たします。お手元の平成20年度宮崎県歳入歳出

、 。決算書 特別会計の１ページをお開きください

小規模企業者等設備導入資金特別会計の歳入の

合計でございますが 調定額が27億4,388万9,130、

円、収入済額が24億4,770万9,393円、収入未済

額が２億9,617万9,737円となっております。特

別会計の歳入については以上であります。

次に、主要施策の成果について御説明申し上

げます。

お手元の主要施策の成果に関する報告書、経
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営金融課のインデックスのあるところ、169ペー

ジをお願いいたします。１の工業・商業・サー

ビス業などの活性化の４）挑戦する中小企業へ

。 、 、の支援であります 主な事業実績の欄で まず

中小企業融資制度貸付金につきましては、融資

に必要な原資298億8,381万5,000円を金融機関に

。 、預託いたしました 貸付実績といたしましては

新規融資が4,438件の512億3,088万5,000円で、

金額で申しますと 対前年度比56.2％の増となっ、

ております。また、このうち建設産業等支援貸

付は23件の１億4,550万円となっております。

次に、中小企業金融円滑化補助金でございま

す。県融資制度利用者の信用保証料の負担軽減

を図るために、信用保証協会に対し１億2,317

万9,000円の補助を行いました。

、 。次に 信用保証協会損失補償金でございます

県融資制度の代位弁済に係る信用保証協会負担

分について、損失補償契約に基づきまして、協

会に対し１億5,294万1,000円の損失補償を行っ

たところであります。

次に、みやざき産業創造設備貸与貸付金でご

ざいます。設備貸与事業の原資として３億4,000

万円を事業主体であります財団法人宮崎県産業

支援財団へ貸し付け、財団は７企業に対し設備

の貸与を行ったところであります。

次に、中小企業団体中央会等補助金でござい

ます。県中小企業団体中央会に対し、指導員等

、 。の人件費 組合指導事業への補助を行いました

次に、170ページをごらんください。小規模事

。 、業経営支援事業費補助金でございます 商工会

商工会議所に対し、経営指導員等の人件費、経

。営改善普及事業等への補助を行ったところです

次に、建設産業等経営支援事業補助でござい

ます。商工会等に対しまして、建設産業等経営

支援協議会及び経営支援チームの運営経費等の

補助を行いました。442件の相談がありまして、

さらに145件について専門的で具体的な対応を

とったところでございます。

次に、中山間地域商業活性化支援でございま

す。商工会連合会に対し、中山間地域での宅配

サービス、あるいは日常生活に必要なサービス

提供を検討するための協議会開催等の運営費補

助を行いました。

次に、みやざき次世代経営者育成支援でござ

います。宮崎産業経営大学に委託し、次世代を

担う若手経営者の育成のための基礎講座あるい

は応用講座等を開催したところでございます。

次に、中小企業経営革新指導についてでござ

います。新商品・新技術の開発など経営革新に

取り組む中小企業者に対し、44件の経営革新計

画の承認を行いました。これにより、平成20年

度末で経営革新計画承認件数は累計で238件と

なっております。

次に、高度化資金貸付金でございます。設備

リース事業に取り組んでいる事業協同組合に対

し、中小企業基盤整備機構を通しまして、231

万4,000円を貸し付けたところでございます。

次に、小規模企業者等設備導入資金貸付金及

び171ページの小規模企業者等設備導入貸与資金

貸付金でございます。県から産業支援財団に対

し、原資として、それぞれ１億5,000万円を貸し

付け、財団では７件の資金貸付、３件の設備貸

与を行ったところでございます。

主要施策の成果につきましては、以上でござ

います。

次に、監査における指摘事項についてであり

ます。

決算特別委員会資料にお戻りいただきまし

て、26ページをお願いしたいと思います （１）。

の収入事務のうち、小規模企業者等設備導入資
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金に係る注意事項でありますけれども、これに

つきましては、後ほど意見書のところで御説明

をさせていただきます （３）経営事務について。

でありますが 「みやざき次世代経営者育成支援、

事業委託において契約書の作成が大幅におくれ

ていた。また、契約締結前に受け入れるべき契

約保証金の受け入れ手続及び収納が大幅におく

れていた」という指摘をいただいております。

このことにつきましては、今後、速やかな契約

締結を行うとともに、適切な契約保証金の受け

入れ処理を行うよう、周知徹底を図ったところ

でございます。

次に、お手元の平成20年度宮崎県歳入歳出決

算審査意見書・宮崎県基金運用状況審査意見書

の冊子をお願いします。34ページをお願いいた

します。会計別決算の状況の（１）小規模企業

者等設備導入資金特別会計に関する審査の意

見・留意事項であります。意見・留意事項等の

欄に 「貸付金の収入未済額については前年度に、

比べ増加していることから、より一層の償還促

進について努力が望まれる」とのことでござい

ます。これは、平成19年度末で収入未済額が２

億9,247万6,737円ございました。20年度に新た

に391万4,000円の収入未済額が発生したため 20、

年度、21万1,000円の回収は行ったものの、結果

として差し引き370万3,000円増の２億9,617

万9,737円の収入未済額が発生したということで

の意見・留意事項でございます。収入未済案件

につきましては、日ごろから職員の直接訪問や

電話、あるいは文書督促等による回収に努めて

いるところでございます。しかしながら、大半

が抵当権の実行等による手続も終わっておりま

して、また貸し付け実施後30年余を経過いたし

まして、加え、債務者あるいは連帯保証人の高

齢化も進んでおりますことから、年々、回収は

困難となっておりますが、今後とも回収に努力

してまいりたいというふうに考えております。

経営金融課の説明は以上でございます。

企業立地推進局の○山口企業立地推進局次長

平成20年度決算について御説明いたします。

決算特別委員会資料の２ページをお開きくだ

さい。企業立地推進局の一般会計予算額は21

億8,167万4,000円 支出済額が21億2,826万9,572、

円、不用額が5,340万4,428円、執行率が97.6％

となっております。

目の不用額が100万以上のものについてでござ

いますが、19ページをお開きください （目）工。

鉱業振興費で5,340万4,428円の不用額がござい

ます。不用額の主なものにつきましては、企業

立地促進補助金でございます。その理由といた

しましては、平成20年度に交付対象としており

ました誘致企業の操業開始がおくれたことなど

によりまして、年度内の補助金交付申請がなさ

れなかったために執行残が生じたものでござい

ます。

なお、目の執行率が90％未満のものはござい

ません。

次に、主要施策の成果報告についてでござい

ます。

主要施策の成果に関する報告書、企業立地推

進局のインデックスのある181ページをお開きく

ださい。経済・交流の舞台づくりの１）戦略的

企業誘致の推進についてでございます。推進施

策のための主な事業及び実績をごらんいただき

。 、たいと思います 企業誘致関連につきましては

４項目を挙げております。主な２項目につきま

して御説明をさせていただきます。まず、企業

誘致活動でございます。企業誘致の推進のため

には、本県の企業立地環境を企業に理解してい

ただくことが立地に向けての第一歩というふう
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に考えております。そこで新たな取り組みとい

たしまして、８月から、電気情報関連企業や自

動車関連企業など 民間企業出身の企業誘致コー、

ディネーター５名を東京、大阪など県外に配置

いたしまして、専門的知識や人脈を活用した訪

問活動を行っております。その結果、従来の県

、外事務所の担当職員による訪問と合わせまして

約1,450社の企業訪問を実施するなど、積極的な

誘致活動を展開してきたところでございます。

また、既誘致企業の県内事業所や県外本社な

ど289社を訪問いたしまして、事業の状況、行政

への意見・要望など企業のニーズ把握に努めま

して、誘致企業の転出を抑止いたしますととも

に、工場増設など事業拡大による新規投資を促

進するなど、フォローアップに努めているとこ

ろでございます。

次の企業立地促進補助金でございます。操業

開始しまして補助金の申請のございました誘致

企業24社に対しまして、設備投資額や新規の雇

用者数などに応じ補助金を交付したものでござ

います。

これら、さまざまな誘致活動を展開いたしま

した結果、平成20年度の企業誘致につきまして

は、目標値でございます25社の企業が立地いた

しまして、1,239人の最終雇用が予定されている

ところでございます。しかしながら、世界的な

景気悪化は依然として続いており、企業誘致を

取り巻く環境も非常に厳しい状況にございます

ので、成長性の高い新エネルギー関連産業、比

較的景気動向の影響が少ない医療機器や食料品

関連産業に重点を置くなど、経済や企業の動向

、に迅速に対応した誘致活動を展開いたしまして

１件でも多くの立地に努めてまいりたいと考え

ております。

、平成20年度の主要施策の成果につきましては

以上でございます。

なお、監査委員の決算審査意見及び監査報告

に関しましては、特に報告すべき事項はござい

ません。

説明は以上でございます。

説明が終了しましたが、委員の皆○宮原主査

様から質疑はございませんか。

主要施策の成果に関する報告書の○黒木委員

中の158ページの工業技術センター、食品開発セ

ンターに関してですけれども、先ほど説明があ

りましたけれども、工業技術研究開発について

は９テーマということですが、一部説明いただ

きましたが、どういう研究成果があらわれたの

。 、 、か それから 相談がかなりありますけれども

これは企業だけですか、個人的な相談とか、そ

ういったものはないものか。

研究業務につい○河野工業技術センター所長

てですけれども 研究は 私ども幾つかのパター、 、

ンといいますか、形でやっておりまして、一つ

は、県単の予算で県単の経常研究を行っており

ます。また、企業との共同研究、あるいは国や

財団あたりからの予算をいただきまして、受託

研究も行っておりますが、全体としては工業技

術センターで20年度36件、食品開発センターも

あわせてお答えしますが、19件の研究を行って

おります。ここに書いております研究、９テー

マにつきましては、経常研究を掲げております

けれども、このセンターの中で組織が資源環境

部、材料開発部、機械電子部と分かれておりま

すけれども、資源環境部におきましては、産業

廃棄物のリサイクル関係の研究、あるいは環境

保全に関する研究、材料開発部では、主にＳＰ

Ｇを利用しました新しい素材の研究、また機械

、 、電子部におきましては 生産システムの合理化

効率化、高精度化に関する研究を行っておりま
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すし、またエネルギー関係あるいは電磁波関係

の研究も行っております。

それから、技術相談の件でございますが、私

どもセンターの重要な業務でございますが、全

体としては県内の中小企業を中心とした企業の

支援ということで、最も重要な部分が技術相談

に対する対応ということでございます。この相

談につきましては、主に企業からの相談でござ

いますが、個人からの相談もございます。件数

を申し上げますと、20年度で1,272件の相談を受

けております。以上でございます。

農商工連携のファンド創設事業が○黒木委員

あったわけですけれども、食品開発センターと

いうのは農商工連携の重要な位置を占める施設

になるんじゃないかと思うんですけれども、知

事も最近の雑誌の中で、ブームから定着へとい

うことで農商工連携に力を入れるというような

ことですが、20年度の開発研究の中では農商工

連携に絡んだ研究はなかったものでしょうか。

まず、工業技術○河野工業技術センター所長

、センターの分からお答えをしたいと思いますが

私どもも農商工連携といいますか、研究を行う

場合に、テーマが農業との関係というのが出て

きますので、農業試験場あたりと連携してやっ

ている研究もございます。

例えば、20年度で申し上げますと、ビニール

ハウスがございますが、収率を上げる、病害虫

からの被害を最小限にするということでビニー

ルハウスの湿度を下げて温度を上げる、そうい

う設備を今、民間企業あるいは宮崎大学等と共

同で研究しておりまして、今年度で一応完成す

るというふうに思っております。また、ほかに

も幾つか農業と関係した研究も行っておりまし

て、３点から４点行っております。後は、食品

開発センターのほうがお答えいたします。

食品開発セン○河野食品開発センター所長

ターのほうでは、県内の農畜産水産物を素材と

したものを加工して付加価値をつけるというこ

とで研究を行っております。農産物に関しまし

ては、平成15年度ぐらいから、県内で生産され

ているピーマンとかいろんな農産物の機能性に

ついて調査をしまして、宮崎県の農産物にいろ

んな機能性成分があるということを確認してお

ります。そういったものを素材化するというこ

とで現在、開発技術等を研究しているところで

す。

、 、それ以外にも 宮崎県は焼酎の産地ですので

特に農政のほうと新しいカンショ カンショ―

の中でもでん粉価の多いものを農政のほうでい

ろいろ品種改良しているんですけれども、そう

いった農政のほうで品種改良されたものを使っ

て焼酎にして、収量の高い焼酎ができるかどう

か、そういったことなどの研究をやっておりま

す。

商業支援課ですけれども、東アジ○黒木委員

ア販路拡大戦略策定事業、それから県産品輸出

促進事業等で海外への農産物や加工品の販路拡

大に取り組んでおりますけれども、今、宮崎県

産品で輸出の金額の１番、２番、３番はどうい

うものか、教えていただきたいと思います。

台湾とか香港でやってお○吉田商業支援課長

りますけれども、ここでは漬物等が販売量を伸

ばしております。販売額については、ちょっと

時間をいただきたいと思います。

後でということでお願いします。○宮原主査

工業支援課にお尋ねしたいんです○井上委員

が 一番目を引くのが 食と健康・バイオメディ、 、

カル産業創造プロジェクト、これは私的に言う

とおもしろげな感じなんですが、研究成果の事

業化を進めるというふうになっていますが、現



- 13 -

実にそういう方向性というのが見込まれるのか

どうか。それともう一つは、新技術エージェン

ト、知財活用エージェント、研究員、この方た

ちはどういう方たちなのかを教えていただきた

いと思います。

国の競争的資金でございま○森工業支援課長

す地域共同研究開発事業を５年間ほど進めてま

いりまして、 平成19年12月で終了いたしており※

ます。20年度からこの研究成果を生かして具体

的な事業化を図ろうというのが、食と健康・バ

イオメディカル産業創造プロジェクトでござい

ます。国の共同研究事業におきましては、例え

ば特許で41件、すばらしいいろんな特許が出て

きております。それを生かして事業化を図ると

いうことでございますが、ターゲットといたし

ましては、４つを今見込んでおります。１つが

機能性食品の開発、これはブルーベリーでござ

います。それから、ＡＴＬ成人Ｔ細胞白血病で

ございますけれども、この早期の診断方法を開

発しようというもの、それから食品機能性評価

システムの開発でございますけれども、これは

例えばＤＮＡでいろんな食品の機能性とか、そ

ういうものを判断する場合もあるんですけれど

も、今回の研究の結果でたんぱく質を評価する

ことによっても食品の機能性成分が評価できる

というシステム、特許がありますので、これを

。 、実用化したいというものでございます あとは

ＳＰＧを使いましたエマルションキャリアとい

、 、うことで ＳＰＧの膜の中に薬剤を入れまして

それを体内のほうに運びまして、それで治療し

ようという、この４つの方向性を今、目指して

いるところでございます。

国の産学官の共同研究の中では、新技術エー

ジェントあるいは知財活用のエージェント、あ

るいは研究員、こういうものが国の研究費の中

で出ておりましたけれども、それが終了いたし

ましたので、県単のほうでこういう人員を配置

いたしまして、研究実用化を進めていくという

ことでございます。

これは非常に期待できるものとい○井上委員

うふうに理解してもいいということですか。

まず、ブルーベリーでござ○森工業支援課長

いますけれども、これについてはある程度商品

化のめどが立っております。問題は、ブルーベ

リーの供給体制をどうするかということでござ

いますので、これにつきましては、県の産業支

援財団のほうで、ブルーベリーの栽培に取り組

んでみたいという業者を募集いたしまして、建

設業からの新分野の方もおられますけれども、

そういった方で既に栽培のほうの産地づくりと

いいますか、そういったことに取り組んでいる

状況でございます。

海外取引促進の支援のことで、国○井上委員

際見本市に本県ブースを設置して、参加企業が

４企業だったというふうになっていますが、こ

ういうときに手を挙げて来てくださるところと

、 。いうのは 大体４企業ぐらいなものなんですか

20年度の国際見本市は、○吉田商業支援課長

どちらかというと工芸品に特化したような見本

市でございまして、出展したところが宮崎県の

森林組合、黒木碁石店、古川銘木店、株式会社

サンセラということで、２社が木材加工、１社

が碁石・碁盤の製造販売、１社が杉内装材とい

うことになっております。

来年は、いよいよ上海は大きなイ○井上委員

ベントというか、世界的なイベントがあるわけ

ですから、こういうときの本県ブースの設置の

あり方みたいなのがもう少し大々的に構えるこ

とはできなかったのかどうか、そこはどうなん

※15ページに訂正発言あり
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ですか。

。○吉田商業支援課長 20年度ということですか

そうです 構えることはできなかっ○井上委員 。

たのか。

これについては、こうい○吉田商業支援課長

う見本市があるから出ませんかという話が来て

から、では出ましょうかという話になりますの

で、それに乗ったということで、全体的にこれ

に行こうということでやった事業ではないとい

うふうに理解していただきたいと思います。

では、同じく商業支援課で、いま○井上委員

いちぴたっと来ないのが、産業人材の確保育成

というところでＩＴ企業のというふうになって

いるんですけれども、基本的にどういう人材を

育てたいというふうに考えているのかがいまい

ち コールセンターに対応するような、ノウ―

ハウみたいな、そういうことだけなのか、それ

とも、将来的に宮崎をＩＴとの関係を密にする

ような人材育成というところまで考えているの

かどうか。私に言わせると、感覚的には小さい

感覚で、そのときそのときの対応みたいなふう

に見えるのですが、これは、将来的に宮崎の人

材をどう育てるかというときの一つのツールに

なり得るのかならないのか、そこはどうなんで

すか。

167ページのところですけ○吉田商業支援課長

れども、まず実務型ＩＴ人材養成が、先ほども

申し上げましたけれども、ＩＴ技術者に対する

研修ということで 現在 ＩＴ企業にいらっしゃ、 、

る方、または中小企業にいてＩＴを自分の会社

でやっている方たちの技術を上げるという研修

でございます。２番目の誘致企業ＩＴにつきま

しては、誘致してきましたＩＴ関連企業、この

場合はコールセンターになりますけれども コー、

、 、ルセンターの就職内定者に 108名ですけれども

研修を行ったと。３番目のＩＴ関連産業振興で

すけれども これはコールセンターは特定のコー、

ルセンターじゃなくて、どこのコールセンター

でも対応できるような形で400人受講したという

こと、３番目の未就職者対象の職場実習、これ

が３カ月間ということで、今は就職していない

んだけれども、ＩＴ企業に就職したいという方

を基礎から職場実習も含めて研修するというこ

とでやっております。それから、すぐれたＩＴ

、 、企業云々というのがありますけれども これは

今現在あるＩＴ企業が首都圏の仕事を持ってき

たいということで商談会をやるということで、

この商談会には３社出たんですけれども、商談

は65件ほどあったということでございます。そ

れから、拡大が見込まれるＩＴ分野ということ

で、これは最近、クラウドコンピューターとか

サースとかいう言葉を御存じかと思いますが、

インターネット世界でもどんどん技術革新が進

んでおりますので、それに対応するためのセミ

、 、ナーということで すべて今申し上げたことは

ＩＴ技術者のスキルをアップするということで

人材育成をしているというふうに考えていると

ころでございます。

せっかくの予算なので、これがい○井上委員

けないとかではなく、これはぜひやっていただ

きたいと。ただ、その場で直接的に必要な職業

訓練的なものだけではなく、今後、宮崎にとっ

てどういうふうにしていくのか、これは一つの

ツールとしてはおもしろいと思うんです。これ

をどういうふうにして仕上げていくかにもよる

と思うんですけれども、最近はＩＴと言わない

んですね。ＩＣＴと言うんです。ですから、規

模が広がったわけです。いろんな意味で、ドラ

えもんのポケットじゃないけれども、何でもで

きるぞみたいな、そういうものになりつつある
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ので、距離感だとかいろんなものを超えられる

ものだというふうに考えていけば、産業の支援

と産業のありようというのが、宮崎がどう東京

から離れていようと そこについてはもっとやっ、

ていける力はあると思うんです。せっかくです

ので、産業の人材の確保というときのＩＣＴで

占める人材の確保はどうしていくのかというの

は、コンセプトとして一度考えていただけると

いいのかなというふうに思います。せっかくの

この事業、金額的には非常に少ないものでよく

努力されているなというふうには思いますが、

この予算をしっかりと使い切ってというか、そ

してそれにプラスアルファを攻めていけるとい

いのではないかというふうに思いますので、ぜ

ひこれは頑張っていただきたいと思います。

地域結集型共同研究事業、○森工業支援課長

国の事業でございますけれども、これの終了年

度を19年12月と申し上げましたが、20年12月で

ございます。訂正させていただきます。

先ほどの黒木委員の御質○吉田商業支援課長

問ですけれども、どういう品目が多いのかとい

うことなんですが、平成19年度でちょっと古い

んですが、焼酎が、会社の名前になりますが、

神楽酒造、霧島酒造、雲海酒造が１、２、３を

占めておりまして、金額的には5,000万、4,400

万、1,760万という形で、４番目に漬物が731

万9,000円ということで出てきているという状況

でございます。

経営金融課にお尋ねしたいんです○井上委員

けれども、中小企業団体中央会等補助金の中で

指導員を17名置いて、指導をずっとしているわ

けですね。成果のところに書いてあるように、

中小企業等の組織化について相談者のニーズに

応じた組合設立の支援を行ったと。また、中央

会による巡回指導等を通じて適正な組合運営や

法改正等 こういうことを指導するためだけの17、

人なんですか。それとも、この補助金の指導員

の人たちは、もっと中小企業の人たちの経営に

かかわるところまで手を出せるものなのか、そ

れはどうなっていますか。

中小企業団体中央会は、○安田経営金融課長

基本的には、今お話がありましたように、例え

ば事業協同組合とか協業組合、いわゆる組合の

形を通じて事業の推進、そういったことに取り

組んでいこうという皆さんを支援するというの

が第一の役割ですので、その指導の対象としま

しては、一義的には組合の支援、そういったこ

とになります。ただ、当然、組合の中には、い

ろんな中小企業の方も組合員としてございます

ので、組合指導を通じてそれぞれの中小企業の

支援ということにもなってこようかというふう

に考えております。

１億幾らもこれに必要なものなの○井上委員

かどうか、いまいち理解ができないんです。次

の小規模商業経営支援事業にも経営指導員の方

がいらっしゃいますね。これは直接的にその方

たちが行って相談を受けてということで、経営

に直 手が出せるという点では非常にいいのじゃ、

ないかというふうに思いますが、この方たちの

違いは、どのような指導員なんですか。

今お話しの中小企業団体○安田経営金融課長

中央会でございますけれども、現在、県内に543

の組合がございます。20年度、新たな設立とい

うのが12ありますけれども、例えば建設業で大

変厳しい経営状況があります。そういった建設

業の皆さんが協同組合をつくることで共同で資

材購入を果たすとか、共同で職員の資質の向上

に取り組む、そういったことで、商工会、商工

会議所等が直接個々の企業とのやりとりをする

のに比べると、中小企業団体中央会が個々の企
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業が組合の事業としてそれぞれ経費の節減、共

同で事業を発展していく、そういった方法で経

営指導していくと。実際には、ここのケースで

すと、中央会と商工会議所が連携して支援して

いくといった場合も多々あるというふうに考え

ております。

以前、私が商工にまだいたころ、○井上委員

別の機会のときに、建設業の人たちの協業化と

いうは物すごく必要だと。小さくそのままいた

ら、ＪＶも組めなかったり、仕事がなかなかと

れないので、そういうのは非常に大事だという

話は何度かしたこともあるんです。そういうの

がここで進められる、個別の経営のことについ

ては次ので進められる そういうことなんでしょ、

うけれども、私ども県議会が非常に心配するの

は、経営がずっと続いていくようにどう細かく

指導していくことができ、また相談するところ

が現実にあるかどうかということだと思うんで

す。こういうふうに切り口を幾つか持つことの

ほうがいいのか、それとも、支援のありように

よっては予算をきちんとまとめたほうがいいの

か、そこは私もわからないところなんですが、

。そういう議論をされたことはないんでしょうか

主要施策の成果の170ペー○安田経営金融課長

ジ、建設産業等経営支援事業費補助とございま

すけれども、今、委員おっしゃるとおり、商工

三団体が連携して、そういった支援に取り組ん

でいこうと。特に、最近の厳しい経営状況でい

いますと、例えば個々の団体の経営指導員では

指導のノウハウとして十分じゃない 場合によっ、

ては外部の弁護士さんでありますとか、税の専

門家でありますとか、経営コンサルタント、そ

れぞれの団体が連携して、さらに外部のノウハ

ウも生かしながらやっていこうというのが、ま

さに建設産業等経営支援事業でございまして、

個々の商工会議所で受けた相談でちょっとこれ

は厳しいなと、金融相談にしても単に借り入れ

がしたいじゃなくて、経営計画見直しから資金

繰りまで見直していかなくちゃいけないという

場合については、こういった連携した取り組み

が大事かなということで、ここで積極的な支援

に取り組んでいただいているところだというふ

うに考えています。

もう一つ、中山間地域における新○井上委員

たなビジネスモデルとなっていますが、これは

具体的に何かイメージするようなものがあるん

ですか。

主要施策の成果にありま○安田経営金融課長

す中山間地域商業活性化支援事業ということで

ございますけれども、これにつきましては、ま

ずは中山間地域で過疎化が非常に進んでいる、

高齢化も進んでいるということで、住民の方、

特に高齢者の方が日用品の確保もうまくいかな

い、簡単な家屋の補修みたいな日常サービスも

なかなか難しいというようなことで、商工会と

して、そういったところで何とか 商工会は―

ビジネスとして、一方で地域の住民にとりまし

ては、そういったサービスを受けることができ

ないかということで、20年度から取り組んでお

ります。20年度についていいますと、県内４地

区で商工業者、地域住民のアンケートをとらせ

ていただきました。そういったビジネスモデル

としての設計ができないかということで、経営

、コンサルタント等の専門家も入っていただいて

。調査研究をさせていただいたところであります

その結果としましては、このお店では収益性に

問題があるとか、そのお店で何でもそろうわけ

じゃなくて 商工会として連携していかなくちゃ、

いけない、そういった推進体制とか、そういっ

た課題も明らかになってきましたので、今年度
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についていいますと、そういったことを踏まえ

て、今、県内２地区でモデル事業としてやらせ

ていただいているところでございます。

先ほど商業支援課と議論させてい○井上委員

、 、ただいたＩＣＴ そういうことなんかの 今―

地デジを総務省とか一生懸命やっているじゃな

いですか。ああいうことも含めて、中山間地域

のそういうところに手が突っ込めないものかど

うか、そこはどうなんですか。

商工会という団体は、県○安田経営金融課長

内でも特に中山間地域で活動しております。そ

ういった意味でいうと、商工業の振興というの

はそういった地域の問題を考えていかなくちゃ

いけないという立場にはありますので、商工会

の特に若手の皆さん等とはいろんな課題、そう

いったことについても検討していこうという話

で、いろいろ議論をさせていただいているとこ

ろです。

私は余り見えないので、また続け○井上委員

て議論させていただければと思います。椎葉な

んか今度 地デジが入るじゃないですか ブロー、 。

。ドバンドのあれなんか引っ張るじゃないですか

ああいうところとか含めて、あれを商的にどう

やってつなぐかという話を今、聞かせていただ

きたいということだったんですが、例えば美郷

もそうじゃないですか。商業的なあれとかでき

ないのか、それに乗せてやれないのか、いろい

ろあるじゃないですか。中山間地域というと、

何もなくてというけれども、何もなくてじゃな

くて、やることもできたという 基盤整備が―

どうなのかというのは別問題として、次なんで

す。次どうやってそれを活用できるかというこ

とも含めて考えてほしいなと思ったものですか

ら、話をしました。

最後に、企業誘致、立地促進のことですが、

宮崎県の企業誘致のことで努力していただいて

いることはよくわかります。1,450社訪問してい

ただいたということも、この成果に書いてある

んですけれども、宮崎の企業誘致に問題点があ

るとしたら、道路道路と言われるけれども、道

路を除けば、それ以外に何があるんですか。

まず、地理的な問○山口企業立地推進局次長

題もあると思います。大消費地から遠いという

こともございます。それも高速道が整備されれ

ばおのずと解決されると思いますが、それだけ

ではなくて、問題点、いろいろ言われているの

は物流の問題もございます。ただ、それ以外、

、 、いいところもございまして 言われているのは

人材が豊富、電力もある程度整備はされてきて

おりますし、企業にとりまして大事な水も、水

資源としても豊富にございます。各県それぞれ

、 、地域性もございますし 私どもにとりましては

こういう現状でございますけれども、いろんな

環境整備を企業のほうからいろいろ要望いただ

きますけれども、そういった立地環境の整備と

いうものを各課各部署、そして市町村等と連携

して整備を進めていきたいというふうには考え

ております。

井上委員への、さき○渡邊商工観光労働部長

の課長の答弁に補足しますけれども、上海でご

ざいますが、人口1,800万ということで、我々も

上海は重要視しておりまして、今後の販路拡大

の一つの大きな基地になるだろうと私は思って

います。例えば、アンテナショップをあそこに

できないかとか、今いろんな検討をやっており

ます。私もことし８月に上海に行きまして、そ

ういうことができないのかとか、今そういう検

討をやっております。海外に向けた販路拡大と

いうのは今後大きな本県の課題でございますの

で、20年度の決算とは直接関係ありませんけれ
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ども、今そういう取り組みをやっているという

ことを御了解いただきたいと思います。

商業支援課にお尋ねしたいと思い○徳重委員

ますが、海外交流駐在員が平成20年度、韓国３

人、台湾１人、中国３人ということですが、こ

れは１カ所にいらっしゃるんでしょうか。韓国

の３人 あるいは中国３人 どういう状況になっ、 、

ているんですか、設置の状況。

これは、韓国のほうに県○吉田商業支援課長

からの派遣が１人、現地で２人ということで３

名、台湾のほうには駐在員ということで１人、

事務所は設けておりませんが、個人の方にお願

いしております。上海につきましては、県職員

の派遣が１人、現地が２名ということで３名、

。合計で言えば７名ということになると思います

商業支援課ということで、物を売○徳重委員

るということになっているかと思うんですけれ

ども、ほかに、観光とか、文化・芸能、いろん

なものがあるかなと思うんです。県全体での、

海外との交流をひっくるめて、同じ場所に構え

て、それぞれが力を出し合って、協力し合って

いくというような考え方はないんですか。

今おっしゃったとおり、○吉田商業支援課長

現在、事務所がありますので、県庁内の各課、

観光なり、国際交流関係、文化関係、すべてそ

の事務所を通して現地の人たちとの交渉とか、

アテンドといって一緒について回るとか、そう

いうことはやっております。

そういう県の事務所みたいなもの○徳重委員

があって、そこに商工観光労働部は商工観光労

働部で３人行っているという理解でいいんです

ね。

失礼しました。事務所は○吉田商業支援課長

ソウルと上海にあります。そちらは全部、県の

事務所ということで、そこに３人おりまして、

その３人がソウルならソウルの仕事、ソウルか

ら観光客を呼ぶとか、上海なら上海で何か物産

展をやるとかいうときは、その事務所を使うと

いうことになります。

県全体のいろんな業○渡邊商工観光労働部長

務でやっていまして、たまたま商業支援課が予

算を所管しているというふうに御理解いただい

て、ここで全体の予算をまとめていると。実際

やっているのは、観光もありますし、物産もあ

りますし、その他いろんな文化的な交流なんか

もやっていますということでございますので、

商業支援課で全体的な予算をまとめていると。

韓国のソウルなんかは観光がほとんどで、観光

協会に委託しているんですけれども、全体的な

予算、本課の予算を全部取りまとめているのは

商業支援課だというふうに御理解いただきたい

と思います。

4,000万以上のお金を使っているわ○徳重委員

けですから 成果が出ないといけないかなと思っ、

たんです 結果として 20年度の決算ですが 18。 、 、

年度、19年度、20年度、その結果としては成果

はかなり出ているものですか。売り上げが伸び

ているとか、あるいは観光が伸びているとか。

成果といって、そこで何○吉田商業支援課長

か物を売っているとかいうことではございませ

んけれども、活動状況としましては、アテンド

といいまして、県から韓国なり上海に行った者

、 、の通訳をするとか 道案内をするとかいうこと

これが平成20年度は３地区で128件、宮崎からの

依頼ということで旅行業者を回ってくれとか、

物産展の手伝いをしてくれということで、そう

いう依頼をしたのが1,184件、現地からこちらの

ほうに、こういうリクエストがあるので対応し

てくれないかというのが1,199件、合計2,511件

の情報収集・提供、アテンド、そういうものを
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やっているということでございます。

せっかくこうして駐在員まで置い○徳重委員

てやるということであれば、先ほど黒木正一委

員からの質問でもあったように、物を売ってほ

しい、宮崎県の物が海外で売られるというよう

な形、やはり結果が伸びていくような方法を考

えていかなきゃ、ただこっちから行った人たち

の案内をするという程度のものではいかがかな

と私は思ったところです。

言葉足らずで申しわけご○吉田商業支援課長

ざいませんが、物を売るということになります

と、現地のバイヤーとやりとりをやって、これ

はどれだけ売れるのかということの調整があり

ますけれども、そういうものはやってもらって

いるところでございます。

商工政策課にお尋ねしますが、頑○徳重委員

張る企業の応援事業を去年からやっていらっ

しゃるようですが、ことしが５社ですか。

19年度からこの事業を始○古賀商工政策課長

めておりまして、19年度、20年度はそれぞれ５

社ずつ表彰いたしております。

私、ちょっと記憶にあるものです○徳重委員

から、ことしのこの表彰を受けたところを教え

てください。

今年度は、３社いたして○古賀商工政策課長

おりまして、北のほうから申し上げますと、日

向市の和光コンクリート工業、川南町のみやざ

きバイオマスリサイクル株式会社、都城市にな

りますけれども、宮崎高砂工業、以上３社に今

年度はやっております。

こうして表彰までして県民に知ら○徳重委員

しめられるというか、宣伝も兼ねてしていただ

くんですが、こうした特殊な、いい製品を、表

、彰できるような製品をつくられたということは

まずは県内にこれが波及しなければ、外に売る

ということにはならないと私は思うんです。宮

崎県が率先して表彰までして、技術革新事業の

実績を評価するのであれば、まずは思い切って

県内の事業に使う、そういうことを率先垂範す

べきじゃないかと私は思うんです。ここで表彰

したからといって、それで終わりじゃなくて、

それが現実に県内の建設業なり何なりに使われ

るかということが問題ではなかろうかと思いま

すが、部長、このことについていかがですか。

まさにおっしゃると○渡邊商工観光労働部長

おりだと思います。地産地消ですね。僕らは、

やはりそこを考えなきゃいけないわけでござい

まして、単なる表彰を受けて、こういう立派な

企業が県内にありますよというだけじゃいけな

いと思っています。我々としても、部長室には

、今回表彰を受けたれんが等も飾っておりまして

こういう商品が宮崎にはありますよ、できるだ

けいろんな企業で使ってほしい、あるいは県庁

自身もそういうものを使っていかなきゃいけな

いと思いますので、そこはいろいろ入札制度の

限界等もありますけれども、我々としてはそう

いう気持ちでおりますので 徳重委員がおっしゃ、

るとおりだと思っています。

ぜひ、事業部のほうに皆さんから○徳重委員

もこういうものがあるということを知らしめて

ほしいなと、そのことの連携もしっかりとって

ほしいと思います。

企業立地推進局にお伺いしたいん○星原委員

ですが、182ページを見せていただいているんで

すが 昨年８月に 民間出身の企業誘致コーディ、 、

ネーター５人、東京、大阪、福岡、名古屋です

か、配置されてやられて、そして平成20年度の

誘致件数が20件、最終雇用予定者数が1,239名と

いうことです。そういう中で、今回、今の知事

になられて100社の１万人という雇用でうたわれ
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てきているんですが、誘致企業数は大体20社以

上ぐらいに来ているわけですけれども、雇用予

定者は当初１年間に2,500人という計算になる

と、半分以下かなという感じがするわけです。

それはそれでいいんですが、そういうものに対

して皆さん方が、毎年それぞれ企業誘致にいろ

んな角度から努力されているわけです。そうい

う中で、宮崎県としてはどういう企業を何社ぐ

らい、加工関係の企業なら企業を何社ぐらいと

か、あるいは自動車関連とか、あるいは今出て

いますが、ＩＴ関係の関連とか、目標を持ちな

、 、 、がら 一方で企業の業種の選択 人数的なもの

そういうものを考えながらやっているのか、そ

の辺は企業誘致にどういう取り組みをされてい

るのかなという気がするんです。その点は毎年

どう考えられて取り組まれているものですか。

さきの井上委員の話○矢野企業立地推進局長

からですけれども、まず、うちの県の特徴がご

ざいます。弱点的なものは、物流、人の流れ、

交通要件が悪いとか、それから地元の企業の技

術力が集積していないし、まだ高度化が十分で

ないということです。人材は豊富なんですけれ

ども、もっとスキルアップ、能力を上げなきゃ

いけない、この３つが大きな点です。こういう

ものをにらみながら、一方では本県の特徴とし

て、農業、食品加工、医療関係に強いわけです

、 。けれども そういうものを考えながらやります

今度は情勢的なものなんですが、去年から不

況になりましたので、今取り組んでいるのは新

エネルギー関係、成長産業ですね。それと食品

加工、医療関係です。今後の長期的な考え方な

んですが、日本の産業史を、ちょっと大げさで

申しわけないんですが、引っ張ってきたのは、

最初、軽工業、それから製鉄や造船の重工業で

す。それから家電が引っ張ってきました。今、

自動車関係が引っ張っていますけれども、国内

では2005年で自動車もピークを過ぎて、販売が

ダウンしています。ですから、次の成長産業と

いうのは新エネルギー、特に太陽光発電もそう

、 、なんですけれども それと本県に強い農業関連

、 、 、医療関係 本県の特性でありますが まさに今

本県の時代が来ようとしているかなと考えてお

ります。そういう意味で、当初申し上げた弱点

なるところをいかに補強していくかということ

で取り組んでいるところでございます。

まず、物流については、平成18年から、県工

業会や県北の細島港を中心に物流の学習会を

やったりしています。企業の技術力アップは、

工業支援課マターでいろいろやっていただいて

いますけれども、企業誘致でも、例えば誘致は

していないけれども、今やっているのが、トヨ

タ車体研究所は国分にありますけれども、その

技術者の方をこの前、延岡の鐵工団地、近いう

ちに都城 日向市の企業さん 工業 農業の方々、 、 、

含めて、そういう方々と最先端の技術を宮崎県

の産業に生かしてもらうというような意見交換

会等をやっているところです。長くなって申し

わけございません。

今、説明を受けて、その辺は大体○星原委員

そうかなというふうに理解するんです。全国ど

こも誘致企業いろいろ、海外から国内から企業

、誘致はどの都道府県もやっているわけですから

そういう中で宮崎として何を売っていくか。先

ほど言われたけれども、道路がどうとか、何が

どうとか、いたし方ない今の状況の中で、宮崎

としてどういう企業をどういうふうな形で連れ

てくるか。人材の話が出てくるわけですね。人

材育成というのは前から言われていて、こうい

う人材を育成することで企業が来てくれる、人

材育成になるそういうもの、簡単に言えば、機
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械産業、自動車、そういう形だと、金型技術が

ないところには企業は来ないんです。だとした

ら、金型技術を持つ人材を育てない限り、なか

なか来ないんじゃないかなという気がするわけ

です。そういう取り組みとか、ある程度年数も

かかるわけですから、そういう考え方で取り組

みとかされているのか。人材育成、人材がと言

われる部分では、人材育成に向けて、こういう

産業にはこういう人が必要なんだと、企業から

多分求められていると思うんです。宮崎にはこ

ういう人がおりますかとか、こういう業態のも

のがありますかとか、多分来ようとするところ

は、関連の産業があるかどうかを毎年問われて

いると思うんです。そういうものに向けて不足

の部分をどういうふうにしてやっていくか、そ

ういう考え方、発想の中で取り組みはされてき

。 。ているところなんでしょうか どうなんですか

商工観光労働部はＰ○渡邊商工観光労働部長

Ｒが下手なんですが、実は去年の３月に、地域

産業集積活性化基本計画というのをつくってい

るんです。これは20年度の成果なんです。この

中で、今後、25年までの計画というのをちゃん

とやりましょうということで、先ほど星原委員

からもちょっとあったんですけれども、25年３

月31日、24年度までに、計画をつくった昨年３

月からでございますから、企業誘致件数目標125

件、最終雇用予定者数5,000名、製造品出荷額増

加額を634億円ということで目標を立てているん

です。この中に、集積業種というのを４つ指定

しておりまして、一つは輸送機械関連産業、も

う一つは電子・精密関連産業、それからバイオ

関連も含めた食品産業、ＩＴ関連産業、この４

つを集積しましょうということです。工業支援

課のほうの人材育成のいろいろな事業は、この

業種に焦点を、スポットを当てて、特にこれに

集中して今、人材育成をやっている。そういう

計画的な取り組みというのはやっているわけで

ございますけれども、地域産業集積活性化基本

計画そのものを昨年３月につくっているんです

けれども、そのあたりをよく説明しているのか

どうか、私、わかりませんけれども、我々とし

ては そういう基本計画をつくりまして 今やっ、 、

ています。午後からでもこの計画をもう一回お

配りして、19年度の末にそういう計画をつくっ

ていますので、後でこの概要を説明させます。

間もなく12時になりますので、星○宮原主査

原委員の質疑から、１時に再開したいと思いま

す。

暫時休憩いたします。

午前11時55分休憩

午後０時59分再開

委員会を再開いたします。○宮原主査

まず初めに、企業立地推進局次長から資料の

説明をお願いいたします。

お手元のほうに宮○山口企業立地推進局次長

崎県地域産業集積活性化基本計画の概要につい

てという概要版、Ａ４の１枚と、本体の基本計

画をお配りさせていただいております。先ほど

星原委員から、現在の企業誘致に当たっての業

種の絞り込みあるいは件数等々について、目標

はどうなっているかということで御質問いただ

きまして、それに関連して、この計画につきま

して御説明をさせていただきます。１枚紙の概

要についてに沿って説明させていただきます。

まず、計画の位置づけでございます。平成19

。年６月に企業立地促進法が施行されております

それに基づきまして、今後、本県がどのような

産業を集積、活性化していくかということを定

めまして、これを基本指針にするということの
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基本計画でございます。この計画につきまして

は、平成19年10月、県、全市町村、大学、高専

等、さまざまな経済団体等の団体も一緒になり

まして、１に構成員というふうに書いてござい

ますが、行政を含めて40団体で協議を行いまし

て、策定をしたものでございます。

２に、この計画のメリットということで書い

てございますが、事業者が誘致を受けまして、

この基本計画に沿った計画書を提出していただ

きますと、固定資産税の減免、不動産取得税の

減免、そういった国の支援措置がございます。

もう一つのメリットは、全市町村、県が入って

策定をいたしておりますので、すべての市町村

におきまして、共通の認識、目標を持つことが

できます。それによりまして、効果的な企業誘

致が可能になるというふうに考えております。

３の基本計画の概要でございます。まず、集

積区域ですけれども、この計画では、後ほど申

し上げますような産業の集積をどうやってどの

部分に図っていくかということで、その集積を

。 、定めております 全市町村に及んでおりますが

西米良村、諸塚村、椎葉村、日之影町は除いて

おります。理由といたしましては、環境保全上

重要な区域でございますし、工業用地としてま

とまった用地がとりにくいような面もございま

す。そういうことで外してありますが、企業誘

致につきましては、一つの行政体だけではなく

て、近隣市町村にも影響が及びますので、これ

ら４町村につきましても、計画に沿って頑張っ

ていただきたいというふうに考えております。

御質問のありました集積企業でございます。

この計画におきましては、４つの業種を定めて

おります。輸送機械関連産業 輸送機械、一―

般機械等でございます。そして、電子・精密関

連産業 電気、電子部品・デバイス等でござ―

います。バイオ関連産業 食料品、飲料、木―

―材等でございます。４つ目がＩＴ関連産業

情報サービス業、コールセンターなどでござい

ます。この４つの産業を集積産業ということで

定めておりますが、昨年来、さらに将来有望な

産業、成長が見込める産業ということで太陽光

、 、発電等新エネルギー関連 これにつきましても

あわせて集積を図っていくということで進めて

いるところでございます。

計画期間が、計画同意の日、平成20年３月25

日から24年度末までの５年間ということになっ

ております。

主な目標につきましては、企業誘致件数が125

件、最終雇用予定者数で5,000人、製造品出荷額

増加額、これは、国のほうから、この計画の成

果をある程度数字に示すに当たって具体的な数

字をということで、この計画では製造品出荷額

の増加額を５％アップの634億円と、平成18年の

時点で計算をいたしております。

５番目が目標達成に向けた主な事業環境整備

ですけれども、共用施設の整備等、人材の育成

などに努めていきたいというふうに考えており

ます。以上でございます。

今、次長のほうから説明をいただ○星原委員

きました。こういう形で計画されているという

ことで この形からいけば 20年度は25社の1,239、 、

人、１年間1,000人ということになると、目標を

達成したのかなというふうに思うのですが、そ

ういう形でとらえていいんですか。

５年間で割ります○山口企業立地推進局次長

と、１年間1,000人ですので、計画どおりには進

んでいるというふうに考えていただいて結構だ

と思います。

、 、○星原委員 せっかく こういう形で誘致企業

人数というものを上げてあるんですから、でき
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れば集積業種ごとにこの業種で何社、何人、そ

ういうのがわかると、今求められているのがど

ういう形かなというふうに読み取れますので、

本年度の報告のときは、こういう業種で何社で

何人の雇用、そういうものと、これはこれでい

いんですが、先ほど言いましたように、県内に

どういう形の人材育成の取り組み方とか、ある

いは皆さん方のところじゃないかもしれません

が、場合によってはほかの部、そういうところ

に入る部分もあると思うんですが、そういうと

ころと連携がとれている中に、こういう形のと

ころの部で人材育成に取り組んでいるとか、あ

るいは教育委員会なんかにも呼びかけていると

か、そういったものが出てくると思うんです。

そうすると、より細かく我々聞くほうも、どう

いう形の誘致企業で、どういう企業が今来つつ

あって、求められている企業はどういうこと、

企業からどういう形のものを求められ、地元で

働く人がどういう職種、業種を期待している、

希望している、そういったものがうまくマッチ

していって初めて本当の意味の企業誘致とか、

あるいは仕事をしたい人の分野に努力されてい

るとか、そういう評価が出てくるんじゃないか

なという気がしますので、その部分が一つ。

あと一点が ここ何年か公共事業が少なくなっ、

て、建設産業の人たちが異業種へ転換とか、い

、 、ろいろな形もありますし 働いている人たちは

資格を持った人はなかなか難しいところもある

わけですけれども、そういう人たちが短期的に

求められているもの、県内で働きたいという人

がおるというのをつかんで、短期的に、半年と

か１年とかのねらいの中でこういう企業を連れ

、 、て来て そういう人たちをカバーするんだとか

そういう考え方も持っていただくとありがたい

という気がするんです。ですから、そういう面

まで含めた企業誘致においては取り組みを願え

ないかと。今後、24年度までということですか

ら、残された中ではそういう目標を立てていた

だいて、そういうことで報告いただければとい

うふうに思います。何かありますか。

今おっしゃった点と○渡邊商工観光労働部長

いうのは非常に大事でございまして、先ほど次

長がちょっと申し上げましたけれども、集積業

種も時代が変わっていまして、これは昨年の３

月ですけれども、まだ１年ちょっとしかたって

いないんですが、先ほど説明しましたように、

新エネルギーとか、そういう動きが非常に強く

出てきておりますし、そのあたりの集積業種も

ある程度見直す必要もあるのかなと思っていま

す。それから、人材育成も、こういう集積業種

をきちっと固めた上で、それに向かってどうい

う形でしていくか、これは企業誘致だけではな

く、商工観光労働部でも工業支援課もあります

し、今、委員がおっしゃった教育委員会とか、

いろんなところもあるわけでございますので、

そういうところにもお願いしていく必要がある

。 、 、かなと それから 短期の要請につきましては

また雇用対策という側面からもアプローチしな

きゃいけないと思っていますので、そのあたり

を含めて全体的に考えていきたいと思っていま

すので、よろしくお願いしたいと思います。

工業支援課の新技術・新産業の創○野辺委員

出等で産学官の共同研究グループとか、あるい

はファンドに対する投資は結構多額であると思

うんですが、これらの成果に対する検証はどう

いう形でやっているんでしょうか。

新技術・新分野の進出でご○森工業支援課長

ざいますけれども、まず県の産業支援財団をそ

ういったような支援機関というふうに位置づけ

ております。そこでまず、コーディネーター７
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名を配置いたしまして、いろんな相談に対応い

たしております。それから、実際の事業化につ

きましては、県の工業技術センター、食品開発

センター等の技術支援を受けながら、新商品開

発をやっていくということでございます。それ

から、資金調達関係でございますけれども、こ

ちらにつきましても、創業関係あるいはベン

チャー的な事業を展開するというふうな場合に

ファンドを今２つ持っておりまして、その中か

ら、投資ということで資金面の支援をやってお

るところでございます。

新しい研究開発等が進んだ場合に○野辺委員

広く活用すべきだと思いますが、どういう方法

で普及していくということになるんですか。

まず、一つは販路拡大とい○森工業支援課長

うのが出てくると思いますので、これにつきま

しては、販路開拓を行う場合の助成措置、こう

いったものもございますし、あるいは県の産業

支援財団のほうで取引拡大の事業を展開してお

ります。こちらのほうは県外にもアドバイザー

等を配置いたしておりまして、そういった方を

通じて販路拡大の支援をやっておるところでご

ざいます。

商業支援課ですが、先ほど徳重委○野辺委員

員のほうから聞かれたわけでありますが、海外

交流駐在員、これは宮崎県だけじゃなくて、例

えば南九州３県でやるとか、そういう議論は今

までなされていないんでしょうか。

、○吉田商業支援課長 南九州３県ということで

観光なんかはルートをつくってやるものですか

ら、そういう話は出てきているところでござい

ますが、実際に実現はまだ今のところしていな

いというところでございます。

九州でもいいと思うんですが、そ○野辺委員

ういう形でやったほうが、より効率的じゃない

かなと考えるんですけれども。

これは、本会議で星○渡邊商工観光労働部長

原委員からも御質問があった件でございますけ

、 、 、れども 我々としても 特に観光になりますと

広域観光なんです。うちの県だけに来るわけで

はないわけで、南九州一円あるいは九州一円と

か、九州観光推進機構あるいは南九州３県でそ

ういう事務所を設置できないのか、今そういう

議論を我々はやっております。それから、物産

もそうです。ただ、物産については、やはり各

県でいろいろ売り込みがありまして、やり方は

それぞれ違います。駐在所をつくって、事務所

をつくってやるところもあれば、そういうのは

使わないでやるところもありますし、それから

大きなところ、例えば福岡県あたりはそういう

ものは置かないとか、いろいろあります。うち

の県の実情に応じた事務所のあり方というのを

。やはり考えなきゃいけないかなと思っています

今、現実的に、共同で事務所をつくるとか、そ

ういう議論も観光の部門については検討させて

おりまして、ベストな形はどれがいいのか、各

県の垣根を取り払えれば非常にやりやすいわけ

、 、でございますが 例えば道州制がしかれるとか

、そういうことならやりやすいのでございますが

やはり各県であります。それから、観光では、

それぞれ飛行場を持っていまして、それぞれ航

空路線がありまして、そういう実情から、共同

でというのは話がなかなかスムーズにいかない

という側面もあります。でも、もうそういう時

代じゃないということで、我々としても、でき

るだけ共同でそういう取り組みができないか、

もちろん観光関係のルート設定はもうやってい

るわけでございますけれども、いよいよそうい

う事務所とか、海外での拠点づくりも、各県共

同でできないのか、そういうことをやらなきゃ
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、いけないという強い認識を持っておりますので

今そういう動きを現実にやっております。そう

いうふうに御理解いただきたいと思います。

経営金融課ですが、保証協会の損○野辺委員

失補償金１億5,000万余りですが、保証協会に対

して県は拠出金をどれぐらい出しているんです

か。

。○安田経営金融課長 ちょっとお時間を下さい

中小企業金融円滑化補助金も保証○野辺委員

協会ですか。

保証協会に20年度支出し○安田経営企画課長

ていますのは、今おっしゃいました中小企業金

融円滑化補助金と信用保証協会損失補償金、こ

の２つでございます。そのほかに、財団に対す

る、例えば基本財産の出捐とかいうのは過去に

ありましたけれども、20年度についてはなかっ

たということになります。

保証する案件が多くなったという○野辺委員

ことで、昨年は5,300万だったのがことしは１

億5,000万ということだと思いますね。損失補償

金ですよ。

損失保証金は１億5,294○安田経営金融課長

万1,000円ですけれども、これは、19年度の代位

弁済に対して20年度に損失補償したということ

になります。19年度の信用保証協会の代位弁済

のうち県の貸し付けに係る分が、18年度に比べ

ると、特に19年度の損失補てん5,300万に係る分

が３億3,000万円余りの代位弁済がございまし

た。ところが19年度になりますと、これが８

億6,000万ぐらい、約２倍以上になったものです

から、この損失補てんも5,300万から１億5,200

万に増加したということになっております。

保証協会の保証の中の県の貸付金○野辺委員

に対する補てんなんですか。

19年度でいいますと、保○安田経営企画課長

証協会全体の代位弁済というのは34億円余りご

ざいます。このうち県にかかわる分が15億円余

り、その中でも、特に県が政策的に損失補てん

をしております８億6,000万円余りの代位弁済が

あったということになっております。

こういう経済状況ですから、代位○野辺委員

弁済がだんだん多くなってくるんじゃないかと

思うんですが、保証料を多少なり、0.何％か上

げるようなことで運営していくのが筋だと思う

んですが、そういうのはできないわけですか。

保証料の全体のもともと○安田金融経営課長

のところでいいますと、国のほうで定めており

ますので、それをベースに一部県が補てんをし

てというようなことで保証料については運営を

しております。ただ、今、委員おっしゃるよう

に、平成20年度の代弁が、19年が34億から45億

にふえまして、21年度につきましても、ほぼ前

年並み、場合によっては今後増加することも考

えられますので、そういった中では、今おっ

しゃったようなことも出てくるのかなというふ

うに考えてはおります。

それに関連して、34ページの意見○野辺委員

書に 「貸付金の収入未済額については努力が望、

まれる」とありますが、小規模企業等の設備導

入資金は、保証協会の保証はついていないんで

すか。

この意見書で述べており○安田経営金融課長

ますのは 主要施策の成果でいいますと 170ペー、 、

ジの高度化資金貸付金、小規模企業者等設備導

入資金貸付金及び設備導入貸与資金貸付金、こ

れに係る分についての意見・留意事項です。

だから、その資金について保証協○野辺委員

会の保証はもちろんついているわけでしょう。

これについては、金融機○安田経営金融課長

関を通しての貸し付けではなくて、県が直接貸



- 26 -

している分、あるいは産業支援財団が貸し付け

を行っている分ですので、保証協会の保証はつ

いておりません。

もう一点だけ、181ページの企業誘○野辺委員

致活動でコーディネーターを５名、1,200万円余

ですが、企業誘致のコーディネーターとして依

頼して その成果はある程度出ているものでしょ、

うか。その辺いかがでしょうか。

昨年度実績は、昨○山口企業立地推進局次長

年の８月からずっと回っていただいております

けれども、５名で635件回っていただいておりま

。 、 、す その中で誘致につながった案件も これは

展示会のほうに行かれていて、名刺交換をして

お話をする中で誘致につながったというような

案件も出ております。これは昨年８月からです

ので、１年やっていただいていませんが、今年

度は1,000件近くを目標にして、回っていただき

たいというふうに考えております。県の立地環

境を１社でも多く知ってもらうということで、

非常に効果があるのではないかというふうには

考えております。

もう一点だけ。170ページの経営金○野辺委員

融課の商工会や商工会議所も入るんでしょうけ

、 。れども 支援事業費補助金14億は県単ですよね

結構多いんですが、これは昨年度より少し減っ

ているんですが、これは定額で補助金を流して

いるということですか。

これは、今お話しのとお○安田経営金融課長

り、商工会議所、商工会の人件費及び事業費と

いうことになっておりまして、従来は国庫補助

事業であったんですが、現在は県単ということ

になっております。商工会、商工会議所につき

ましても、それぞれ職員を効率的に運用すると

いうことで、効率化にも取り組んでいただいて

おりますので、その分が若干減少につながって

いるということになっております。

毎年、ちょっと大きいと思うんで○野辺委員

すけれども、これは会議所や商工会の職員のた

めにはやっぱり……。前は国からも何分の１と

かあったわけですか。

数年前までは国庫補助と○安田経営金融課長

いう制度があったんですが、地方分権の流れの

中で、地方交付税の中で算定されているという

状況になっております。

全額、県の補助金で流していると○野辺委員

いうことですね。しようがないんですかね。

企業立地推進局、主要な成果の181○太田委員

ページ、企業立地促進補助金という説明をして

いただきました。６億7,000万円の決算でありま

すが、24企業の一番大きいところでどのくらい

の補助が出たのか、大まかなところで結構です

ので。

執行額の大きいと○山口企業立地推進局次長

ころでございますが、２億5,000万円、１億200

万、この２社が大きくなっています。

これは20年度に出して、分割して○太田委員

出すという制度でしたか。次年度、いろんな計

画を出したときにまた追加して上げるとかいう

ような感じでしたか。

この補助金につき○山口企業立地推進局次長

ましては、まず、誘致なり認定をさせていただ

いて、それから事業に取りかかるわけですが、

５年以内に工場設置に取りかかってくださいと

。 、いうことになっています 工場に取りかかって

本格操業を始めて、要するに、事業計画どおり

の能力を持ってやり始めて１年以内にというこ

とでございますので、大きな案件につきまして

は、５年ということになりますけれども、企業

の大小、業種等によりまして、申請が出てくる

期間というのがまちまちでございます。ですか
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ら、20年度上がってきたものでも、17年度、18

年度に立地をしてという企業がございます。

例えば、２億という企業がありま○太田委員

したね。これはこの年度で、将来あり得ないの

か、何かそういう立地の関係で次年度もある程

度のところまでいけば出しますという形のもの

なのか。

この支払いを分割○山口企業立地推進局次長

可能かということでしょうか。

この補助金というのは 段階を追っ○太田委員 、

て少しずつ出していくというやり方だったかな

と思ったものですから、その確認で。

出資割りと雇用割○山口企業立地推進局次長

りというのがございまして、出資割りについて

も、ある程度実績が出た分について申請してい

ただく。ただ、出資割りのほうは１年以内なん

ですけれども 雇用割りについては 業種によっ、 、

て若干ありますけれども、１年、あるいは情報

、 。だと３年 大型案件になると５年という形です

要綱の中に、申請が上がってくれば、財政状況

によって分割で支払いはできるというような項

目は定めてございます。

、 、○太田委員 181ページの資料によると 19年度

括弧書きの分は17億2,000万というような数字が

決算で上がっていて、20年度が６億に下がって

いるというのは、何か動きが少なくなったとい

うことでいいんですか。

今年度24社ですけ○山口企業立地推進局次長

れども、前年度につきましては、交付した企業

数が31社でございます。まず、補助金を交付し

た企業数が多かったということと、その中に大

型案件がございまして、５億円以上のものが１

件、３億円以上のものが１件、１億円を超える

ものが１件というふうに、３件の大型案件がご

ざいましたもので、前年度は今年度よりも10億

ほど多かったということでございます。

、 、○太田委員 それでは 169ページの経営金融課

先ほど野辺委員が質問されたところと関連があ

るかもしれませんが、信用保証協会の損失補償

金でありますが、県が損失補償金を出すという

ことであれば、先ほど代位弁済という話も出ま

したが、県としては出しっ放しのものになって

しまうのか、これは出したけれども、どこかに

請求しますよという求償権みたいなものはある

のかどうか。

保証協会が代位弁済をし○安田経営金融課長

ましても、その後、保証協会はその債権の回収

に取り組みます。回収をされましたら、私ども

の補償がかかわる分については保証協会のほう

から返済をいただくということになっておりま

す。

わかりました。今度は、監査の意○太田委員

見書の件で確認させてください 委員会資料の26。

ページ、経営金融課のほうで指摘されている収

入未済額の問題ですけれども、これは理由とし

ては、相手方が高齢化されている方とか、30年

以上前の貸借関係があったということで、なか

なか難しいということでありました。特に小規

模企業者ですから、事情も考慮してあげななら

んこともあるだろうなとは思うんですが、こう

いう貸付金というのは、貸し付けをするときに

は連帯保証人というのもとりますが、何らかの

担保をとるとか、抵当権をきちっと設定すると

か、ああいった制度はないんですか。

この収入未済につきまし○安田経営金融課長

ては、貸し付け時には不動産担保をお願いして

いますけれども、それにつきましては、既にほ

、とんどの案件について担保を処分いたしまして

回収をしております。ここに残っております分

についていいますと、債務者及び連帯保証人に
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その後、返済を引き続きお願いしているという

案件が残っているものであります。

わかりました。大変だろうと思う○太田委員

んです。貸し付けの中でも、相手の事情も考え

てあげながらというのもあるでしょうが、連帯

保証人に対して強制力を持ってやるということ

は難しいですか。連帯保証人の財産を調べて差

し押さえするとか、そこまでは難しいとい

う……。

、○安田経営金融課長 ここに残っていますのは

まさに連帯保証人の方の中でもそういった対応

が難しい方が残ってきているというような状況

にあります。先ほど言いましたように、平成20

年度の返済が20万円余りなんですけれども、そ

れぞれ皆さん少しずつ返済いただいているとい

うような状況でございます。

事情としてはわかる気がいたしま○太田委員

す。相手の人たちの状況というのは大変でしょ

うから。

次の計量検定所の関係でありますが、これは

事務的な問題であろうと思いますが、出張費用

、の弁償金の調定を誤っておるということですが

出張費用の弁償金というのは、県の職員が行動

したときにいただいて、その調定を上げて納入

せないかんという、そういうことかなと思いま

すが、出張費用の弁償金というのはもともとど

ういうものなんですか。

計量検定を行う場合は、○古賀商工政策課長

通常でしたら、計量検定所に計量器を持ってき

ていただく、もしくは市町村で期間を定めて、

そこに持ってきていただいて検定をしていただ

くというのが通常でございますけれども、例え

ばタクシーでしたら、何百台もなりますし、ガ

ソリンスタンドでしたら、役場に持ってくると

いうことは物理的にできませんので、そういっ

た場合は職員がそこに出かけていくわけです。

その場合については実費弁償いただきますよと

いうのがこの出張費用弁償金ということでござ

います。

指摘の内容ですけれども、通常、発生した日

から15日以内を納入期限と設定しなければなら

ないんですけれども、それを１カ月以内という

ふうに勘違いしていたとか、そういった納入期

限を誤っていたと。ただし、我々といたしまし

、 、 。ては 一昨年 昨年も不認定をいただいている

不適切な事務ということで重々おしかりをいた

だいている中でこういったことが起きていると

いうことについては、非常に恥ずかしい思いを

いたしております。私たちのほうは直接、所管

課でございますので、再度、所員について、身

を引き締めるというわけではございませんけれ

ども、そういった研修等を実施させていただい

たところでございます。

担当の方を責めるつもりはないん○太田委員

ですけれども そういうことなんですね きちっ、 。

としてということですね。公務員は２カ所から

給料をもらったらいかんから、そういうところ

から出るときにはきちっと戻すということでさ

れるということですね。

最後にしますが、経営金融課のほうでも、観

光推進課のほうでも、契約書の問題が大幅にお

、 、くれていたということでありますが 日向でも

指定管理者のところで契約書をつくらずに業務

、委託をやっていたというようなことが出まして

契約書というのは、業務を起こすときには事前

にそれが当然あるべきだと思うんですが、これ

は忙しかったというのもあるんでしょうか。

観光推進課は後ですので、経営金○宮原主査

融課だけお願いします。

この契約事務の指摘事項○安田経営金融課長
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でございますが、宮崎産業経営大学と研修の委

託契約を結ぶということで、事務的手続として

は、５月の段階で予算執行伺等必要な事務手続

の決裁を終えておりました。ただ、当然、契約

ですから、最終的には契約書に公印を押印しま

して、それをお互い交付するという手続になる

んですが、大変申しわけないんですが、その交

、付をしていなかったということでございまして

その後、10月の段階になりまして、仕事を続け

ていく中で契約書をお渡ししていないというの

がわかりまして、その段階でお渡しをしたとい

うことでございます。大変申しわけないという

ことで、私どもこういったことのないよう、特

に契約書等については、内部のチェックする体

制、担当者が仮に忘れたとしてもチェック体制

さえきちっとあればということですので、その

あたりのことを改善して取り組んでいこうとい

うことでおるところでございます。大変申しわ

けないと思っております。

これも担当者の方を責めているわ○太田委員

けではないんですが、忙しいという状況もあっ

たりすれば、その辺も考慮してもらうといいか

なと思いまして、そういう事情なんですね。

、 、最後にしますが 商工観光労働部のほうでは

この不景気の中でいろんな取り組みをされて、

特に中山間地の問題も含めて、されておるわけ

ですけれども、部長にお聞きしたいんですが、

いろんな手だてをしながらされている中で、例

えば入札制度改革で事業者が非常に苦しんでお

るところとか、空き店舗ができる、さらには合

併問題等でみんなが都会に集中していくような

中で、手だてを受けるわけですが、デフレスパ

イラルといいますか 世の中全体がデフレになっ、

ておる中で、いかに活性化するかという、本当

に悩ましい仕事をされていると思うんです。

例えば、今度、農業所得の直接補償制度なん

かができそうなものですから、このあたりが一

つのまた起爆剤となって、町や村に多少潤いが

、出てくるといいがなという思いがするんですが

人事院勧告等でも職員の賃金が下がっていく方

向とか、すべて世の中が小さく小さくなってい

、くようなデフレスパイラル的なものに対しては

その辺も改善してもらうといいがなという気持

ちもありまして、部長にその辺の所感を聞いて

みたいなと思います。

後半があって、半分入っていませ○宮原主査

んので、総括で言っていただくといいのかなと

思いますが、そこは総括のところでもう一回発

言していただけませんか。その時点で部長答弁

をいただくということでお願いできませんか。

せっかくですから、よろしくお願いします。

ほかにございませんか。

１点だけ。商業支援課、164ページ○徳重委員

ですが、新宿みやざき館の売り上げが４億7,600

万という数字が上がっておって、19年度が６

、 。億 20年度は１億3,000万も減少しているんです

どういう理由なんですか。

平成19年というのは、東○吉田商業支援課長

国原知事が誕生いたしまして、物産関係も東京

のほうからまずブームが始まったということ

で、19年はその前の18年より２億ほどふえてい

るという形で、そういうのがあって、その後、

地元、県庁が観光地化したということで、20年

度には、みやざき物産館のほうが前の年よりも

１億4,000万ほどふえているということで、ブー

ムが都会からこちらのほうに来たということが

一番大きいかなというふうに考えております。

ことしはどんな流れですか。○徳重委員

ことしは、各アンテナ○吉田商業支援課長

ショップを足しますと、昨年の４月から９月ま
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でと比べて７％の増加になっております。これ

は、ＥＴＣ、高速道路の1,000円の関係もありま

すし、マンゴー生キャラメルというのを牧場で

やりましたですけれども、あれをみやざき物産

館で売っているものですから、そういうものが

寄与しているのかなというふうに考えておりま

す。

ＫＯＮＮＥ のほうも７％上がっ○徳重委員 「 」

ていると見ていいんですか。

「ＫＯＮＮＥ」は、 ２％○吉田商業支援課長 ※

ほどということでございます。

小さいことを１点だけ。食品開発○坂口委員

センターか工業技術センターか、機能性成分の

関連の試験研究等についてですけれども、こう

いうことを手がけられるに至った背景、機能性

、成分について研究を始めていこうとなった背景

それから、その研究というのが最終的にどこを

目指しておられるのかというのを、どこからで

もいいんですけれども、センターからでもいい

し。

宮崎県の地場産○河野食品開発センター所長

業の中で付加価値を高めるということで、以前

は農産物について、例えば乾燥させたり、熱を

加えたり、そういったことをして日もちのする

加工食品、加工産物をつくるということをずっ

とやってきていたんですけれども、全国的な流

れかもしれませんけれども、食品の中にいろん

、 、な機能性があるということが 平成15年ぐらい

その近辺だと思うんですけれども、そのあたり

からいろいろ取りざたされるようになっていま

す。一つは、抗酸化活性があるかどうか、いわ

ゆるメタボ対策に効くような成分がないかどう

か、そういったものを15年度ぐらいから県の農

産物についてもいろいろ検討してきています。

結果としては、かなりいろんな成分が含まれて

いるということがわかってきまして、例えば現

在進行形であるのはブルーベリー葉ですけれど

も、ブルーベリーは大体、実を中心にいろいろ

開発されていますけれども ブルーベリーの葉っ、

ぱのほうにもいろいろと機能性があるというこ

とが産学官の共同研究の中で出ていまして、そ

ういうものの成果を、今から葉を茶に利用しよ

うということで、乾茶をつくり上げようという

ことでいろいろと研究しています。

要するに、いかに県農産物の付加価値を高め

るかということで、今までそのもの自体でやっ

てきたものを、今度は中身の成分を見きわめな

がら開発していこう、そういう方向に移ってき

ていると思います。

目指されている方向というのは、○坂口委員

本県にあるいろんな農畜水産物等、今、農産物

に限られているのか、最終的に付加価値を高め

て新たな商品の開発であるとか、あるいはその

もの自体を今の商品の中での価値を高めるとい

う、コマーシャル的な部分も含めてということ

が最終的目標と、大まかにはそうとらえていい

んですか。

農産物を利用し○河野食品開発センター所長

、 。たものについては そういう感じだと思います

それ以外に、焼酎産業とか、みそ、しょうゆと

かありますが、そういう発酵食品についてはま

た違った観点でやっております。

機能性に関して聞いているんです○坂口委員

けれども、具体的に、基礎的な部分での、今言

われたような機能性成分そのものの含有とか、

、先ほど言われたようなフリーラジカルにしても

ターゲットにされているのはゲラニルアセテー

トあたりだと思うんです。そういうものの基礎

研究というものと、実際またさっき言われたよ

※32ページに訂正発言あり
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うな焼酎とか、あるいは成果報告書に出ていた

もの、実用的な部分とあると思うんですけれど

も、目標をどこに持っていっておられるのかな

と。これは大いに期待しているんです。

例えば、本県でも部局横断プロジェクトとい

うのと全国に先駆けてという、癒しと健康の森

業で３町指定、合併して１市２町になったです

けれども、現実にそれを指定されたんですね。

ここらもやっぱり機能性生物、大方はいわゆる

テルペン類ですね。そういうものをせっかく指

定されて取り組んでいますね。では、癒しと健

康の森、何なのというと、生理的なものとか、

食で口から入れるものとか、薬湯とか、応用レ

ベルがいっぱい待っているんです。やっぱりそ

こらに目標を置いてほしいなと。それこそが県

が果たすべき、市町村あるいは地域振興の役割

でのそういった試験研究レベルの問題じゃない

かなと。本県は、分析でも何でも断トツ、世界

をリードしています。本県が絶対自信持ってい

いというのは、有機物は大方が光合成での副産

物でしょうから、そうなると、日照を生かせる

一番の ここに目をつけられたというのは、―

。勝負の中の伝家の宝刀的なものだと思うんです

そういうぐあいで目標を持ってほしいなという

のがあるんです。

もう一つ絡めますけれども、これは部長のほ

、 、うにですけれども 徳重委員が言われたように

頑張る企業の表彰ですか、そこで建材としても

優良なものを開発された。表彰を受けた。だけ

れども、地産地消、商品につながらない。次長

がおられるから詳しいんですけれども、本県の

コンサルタント委託業務の中の特記仕様か共通

仕様かどちらかには、とにかく新商品で国のＮ

ＥＴＩＳに登録されたもの、国が使っていいで

すよと判断したもの、あるいは県の推進機構に

登録されているもの、新技術登録については、

設計屋さんは新しい技術とか工法とかそういっ

たものは設計時点で比較して有利なほうを選ん

でくださいよというのは、仕様書でうたわれて

いるんです。ところが、開発した業者さんがそ

れを知らない。コンサルが知らない。今の試験

研究、機能性成分もですけれども、何が欠けて

いるのか、行政は何を果たせばいいのかという

ところをやらないと、全部 全部と言うと失―

礼だけれども、宝の持ち腐れになる。何かうま

くまとめきらないんですが、そういった役割分

担。当然、物を売り込むのは民間の役割です。

でも、一企業では限界がある。それが実現して

くれば、全体の同種同業の利益につながる。こ

れはある程度、公がその役割は補完してあげる

べきかなという気がするものですから、部長、

何かコメントがありましたらコメントを、なけ

ればいいです、要望だから。

先ほど地産地消とい○渡邊商工観光労働部長

う話がありましたが 具体的な実践をやらなきゃ、

いけないなと思っていまして、それこそ、商工

会とか商工会議所の要望事項にもそれが上がっ

てきておりまして、具体的に示してほしいとい

うことがあります。開発業者とかコンサルが

ちょっと勉強していただいて、いろいろ活路が

あるんだろうと思うんです。そのあたりを中心

に、我々もＰＲといいますか、周知徹底すると

か、個別の具体的なことをやっていくしか、今

のところ、ないのかなと。それと、入札制度の

問題になりますと、これは県土整備部とかいろ

いろ関係があるわけですが、そういうところと

も我々十分、今後議論していきたいと思ってい

ます。

結構あそこには県内が持っている○坂口委員

いろんなものが登録されているんです。特に県
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単なんかで使える、技術推進機構が持っている

新技術分野とか、骨材から含めてですが、シラ

スの今後の展開方向とか これだけ無尽蔵に持っ、

ているシラスを、軽量で通気性がよくてという

ものを何か工夫を凝らして公共事業にも開発で

きないか。それから、今、食品開発センターか

工業技術センターが取り組んでおられる機能性

でも、間伐材なんかでも、忌避剤を持った杉の

機能性成分抽出方法もやっていますね。蚊が寄

りつかんものとか、虫が寄りつかん防腐・防虫

効果とか、広葉樹、針葉樹含めて、いっぱいあ

るんです。そういうものをやって、ＮＥＴＩＳ

なり県の推進機構に登録する。そのとき何が必

要かというと、やっぱり構造計算、歩掛かり、

そういったもの、これは個人ではなかなか限界

があるんです。そこらは絞り込んでいって、何

が欠けていて地産地消につながらないのかと。

毎年これだけいろんなものを開発してきてとい

うところを一回総括していただけるとなという

ことで、これは要望にとめておきます。

要望ということですので、よろし○宮原主査

くお願いします。

先ほどの徳重委員の質問○吉田商業支援課長

に間違ったことを答えました。新宿「ＫＯＮＮ

Ｅ」ですけれども、昨年とことしの４月から９

月につきましては、0.4％の増加でございます。

横ばいという感じになります。

ほかにございませんか。○宮原主査

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、ないようですので、以○宮原主査

上をもって前半のグループの審査を終了いたし

ます。執行部の皆様には御苦労さまでした。

暫時休憩いたします。

午後１時53分休憩

午後２時４分再開

分科会を再開いたします。○宮原主査

それでは、平成20年度決算について、労働政

策課及び観光交流推進局の観光推進課、みやざ

きアピール課の審査を行いますので、それぞれ

説明をお願いします。

なお、委員の質疑は、３課の説明がすべて終

了した後にお願いいたします。

。○押川労働政策課長 労働政策課でございます

労働政策課の平成20年度決算について御説明を

いたします。

決算特別委員会資料の２ページをお開きいた

だきたいと思います。労働政策課の一般会計予

算額は92億760万4,000円、支出済額は91億8,089

万4,259円、不用額は2,670万9,741円、執行率

は99.7％となっております。

目の執行残が100万円以上のもの及び執行率

が90％未満のものについて御説明をいたしま

す。15ページをお願いいたします （目）労政総。

務費であります。不用額は681万268円となって

おります。主な理由でございますが、報酬の不

用額162万6,260円、旅費の不用額148万7,049円

につきましては、若年者の就労支援、家内労働

等に対応するため設置しております雇用推進員

等の経費におきまして、執行残が生じたもので

ございます。役務費の不用額175万1,411円につ

きましては、就職説明会等の広報経費におきま

して、執行残が生じたものでございます。

次に、16ページをごらんください （目）労働。

教育費でございます。不用額は174万2,230円、

執行率が76％となっております。その主な理由

でございますが、旅費の不用額58万8,420円、使

用料及び賃借料の不用額40万4,950円につきまし

て、労働組合調査や賃上げ調査等を行っており

ます労働調査広報費や労務管理の改善等に係る
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相談や指導を行うための労働指導相談事業等に

、 。おきまして 執行残が生じたものでございます

次に （目）労働福祉費でございます。不用額、

は106万4,300円となっております。主な理由で

ございますが、負担金・補助及び交付金の不用

額88万4,000円につきましては、退職金制度に新

規加入した事業所に対し掛金の一部補助を行っ

ております小規模事業所退職金制度づくり応援

事業におきまして、執行残が生じたものでござ

います。

次に、17ページをお開きください （目）職業。

訓練校費でございます。不用額は1,633万6,809

。 、円となっております 主な理由でございますが

。次の18ページをごらんいただきたいと思います

報償費の不用額329万3,304円ですが、委託訓練

に係る訓練手当が見込みを下回ったこと等によ

り生じた執行残でございます。次に、需用費の

不用額433万381円につきまして、訓練用機械器

具購入等におきまして、執行残が生じたもので

ございます。次の委託料の不用額246万3,594円

につきましては、離転職者等に対する委託訓練

事業費が見込みを下回ったこと等により生じた

執行残でございます。工事請負費の不用額277

万5,850円でありますが、県立産業技術専門校高

鍋校の防水塗装工事における入札残等により生

じた執行残でございます。

以上が労働政策課の平成20年度決算でござい

ます。

次に、主要施策の成果について御説明をいた

します。

主要施策の成果に関する報告書の労働政策課

のインデックスのところ、173ページをお開きい

ただきたいと思います。まず、安心と活力に満

ちた長寿社会づくりについてでございます。主

な事業について、施策推進のための主な事業及

び実績欄で説明をいたします。シルバー人材セ

ンター支援でございますが、高年齢者に就業の

機会を提供し、社会参加の取り組みを促進する

ため、県内全域で事業の周知啓発等を行ってお

りますシルバー人材センター連合会の運営費補

助を行ったところであります。

次に、174ページをお開きください。産業人材

の確保・育成についてでございます。主な事業

について説明をいたします。技能向上対策につ

いてですが、小中学生を対象とした技能体験学

習や親子技能体験講座、高校生を対象としたも

のづくりインターンシップを行いまして、もの

づくり体験を通じて、次代を担う小・中・高校

生の勤労観や職業観の醸成に努めたところでご

ざいます。また、一般県民を対象としましたみ

やざき技ｋｎｏｗ（能）フェアをイオン宮崎内

で開催し、多くの方に板金や印章彫刻など各種

の技能を体験してもらうことにより、技能や技

能士に対する認識の高揚に努めたところでござ

います。

次に、175ページをごらんください。県立産業

技術専門校につきましては、平成15年４月の開

校以来、平成20年度は４科、１、２年生合わせ

まして138人に対しまして、普通課程の訓練を行

いました。５回目の修了生となります62名を送

り出したところでありますが、19年度に引き続

き、就職希望者のほぼ全員が希望どおりの就職

をしたところでございます。また、高鍋校にお

きましては、３科28人に対しまして、短期課程

の訓練を行ったところでございます。委託訓練

につきましては、離転職者や母子家庭の母等を

対象とした訓練コースを設け、パソコン事務等

の訓練を実施し、早期の就職に努めたところで

す。

次に、176ページをお開きください。就労支援



- 34 -

と職場環境の整備についてでありますが、主な

事業につきましては、177ページをごらんくださ

い。○高年齢者就労支援強化でありますが、シ新

ルバー人材センターが行う子育て支援・家事援

助などの高年齢者の就職支援を助成し、高年齢

者の雇用促進を図ったところであります。

次に、○地域雇用対策強化でありますが、県新

内５地域におきまして、雇用対策連絡会議を開

催しまして、雇用対策関連機関の連携強化や各

地域の実情に応じた雇用対策事業の導入促進を

図ったところでございます。

次に、○宮崎県緊急雇用創出事業臨時特例基新

金積立金と、○ふるさと雇用再生特別基金積立新

金であります。ともに国からの交付金を受け入

れまして、緊急雇用は短期的な雇用創出を、ふ

るさと雇用は継続的な雇用創出を図るための事

業に充てるため、基金を造成したところであり

ます。

次に、178ページをお開きください。○就職相改

談支援センター運営についてであります。就職

問題に悩む若年者に対する支援を行うため、宮

崎市のカリーノ宮崎内にヤングＪＯＢサポート

みやざきを、県北地域には延岡サテライトを設

置しておりまして、個別カウンセリングやセミ

ナーの開催、就職情報の提供等を行い、若年者

の就労支援の強化を図ったところであります。

これらの事業により平成20年度は延べ1,621人の

相談者があり、116人の就職が決定したところで

ございます。

次に、労働福祉ですが、労働金庫に貸付金の

預託を行うことにより、中小企業の労働者を対

象とした低利の融資を実施いたしました 平成20。

年度は、教育資金、一般生活資金、それぞれ34

件の貸し付けを行ったところであります。

以上で主要施策の成果につきましての説明を

終わらせていただきます。

なお、監査委員の決算審査意見書に関して、

特に報告すべき事項はございません。

労働政策課の説明は以上でございます。

観光推進課の平成20年度○後沢観光推進課長

歳出決算について御説明いたします。

決算特別委員会資料の２ページをお開きくだ

さい。当課は、一般会計と特別会計がございま

す。まず、一般会計でございますが、一般会計

予算額は８億206万5,000円、歳出済額は７

億8,737万5,323円、翌年度への明許繰越額は853

万5,000円 不用額は615万4,677円 執行率は98.2、 、

％でございます。また、特別会計につきまして

は、えびの高原スポーツレクリエーション施設

特別会計と県営国民宿舎特別会計の合計となっ

てございますが、予算額としましては３億3,031

万1,000円、支出済額は３億2,859万7,392円、不

用額は171万3,608円、執行率は99.5％でござい

ます。

次に、20ページをお開きください。一般会計

について御説明いたします （目）観光費でござ。

いますが、不用額が615万4,677円となっており

ます。主な理由といたしましては、長期滞在型

観光促進事業の委託費の執行残、ふるさとツー

リズム推進事業のお試しツアー支援事業補助金

の執行残などによるものでございます。

次に、22ページをお開きください。えびの高

原スポーツレクリエーション施設特別会計につ

いてでございます （目）観光費で執行率が84.6。

％となっております。これは、修繕に係る見積

もり合わせによる執行残などによるものでござ

います。

次に､23ページをごらんください。県営国民宿

舎特別会計についてでございます （目）観光費。

で不用額が151万4,575円となっております。主
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な理由といたしましては、施設修繕工事請負入

札の執行残などによるものでございます。

歳出決算の説明は以上でございます。

次に、特別会計の歳入決算について御説明い

たします。

お手元の平成20年度宮崎県歳入歳出決算書の

特別会計の６ページをお開きください。えびの

高原スポーツレクリエーション施設特別会計で

ございます。歳入合計の欄をごらんください。

予算現額401万2,000円、調定額401万2,311円、

収入済額401万2,311円で、収入未済額はござい

ません。

次に、同じ特別会計の８ページをお開きくだ

さい。県営国民宿舎特別会計でございます。歳

入合計の欄をごらんください。予算現額３

億2,629万9,000円、調定額３億2,630万246円、

収入済額３億2,630万246円で、収入未済額はご

ざいません。

特別会計の歳入決算につきましては、以上で

ございます。

次に、主要施策の成果について御説明いたし

ます。

お手元の平成20年度主要施策の成果に関する

報告書の観光推進課のインデックスのついてい

るところ、183ページをお開きください。経済・

交流の舞台づくりの３の１）の（１）地域の資

源を生かした元気な観光地づくりについてでご

ざいます。主な事業につきまして、施策推進の

。ための主な事業及び実績欄で御説明いたします

まず、ふるさとツーリズム推進についてでござ

います。グリーンツーリズム等の体験型観光で

あるふるさとツーリズムを推進するため、モニ

ターツアーの支援を行うとともに、受け入れ地

域の人材育成を行ったところでございます。

次に、184ページをお開きください （２）ス。

ポーツランドみやざきの全県的な展開について

でございます。スポーツランドみやざき受け入

れ基盤強化につきましては、市町村の有するス

ポーツ施設の効果的な改修等を支援いたしまし

て、スポーツキャンプや合宿の定着化や新規誘

致のための環境整備を図ったところでございま

す。

次に、マリンスポーツパラダイスみやざき強

化についてでございます。県内最大のサーフス

ポットである木崎浜海岸における施設整備に対

しまして支援を行い、利用者の利便性の向上を

図ったところでございます。

次に、185ページをごらんください （３）の。

効果的な情報発信と快適な受け入れ環境づくり

についてでございます。○宮崎おもてなし日本新

一実践につきましては、研修会の開催や、観光

関係団体等が行うおもてなし向上のための取り

。組み等に対し支援を行ったところでございます

次に、長期滞在型観光促進につきましては、

モニターツアーの実施や、パンフレット、ホー

ムページ等による情報発信によりまして、滞在

型観光の環境整備が図られたところでございま

す。

次に、186ページをごらんください。日本のふ

、 、るさと宮崎誘客活性化につきましては テレビ

雑誌、新聞などのマスメディアを活用してのＰ

Ｒの展開、観光キャンペーンの実施、旅行会社

等へのセールスなどを通じまして、国内外から

の観光客誘致に努めたところでございます。

次に、○教育旅行誘致強化につきましては、新

南九州３県等と連携した誘致活動や教育旅行受

け入れ支援等により、知名度向上と受け入れ体

制の整備を図ったところでございます。

主要施策の成果に関する報告書につきまして

は、以上でございます。
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次に、監査における指摘事項についてでござ

います。

決算特別委員会資料にお戻りいただきまし

、 。て 26ページをお開きいただきたいと思います

（２）の支出事務についての箇所でございます

が、ふるさとツーリズムお試しツアー支援補助

金について、事業内容の変更に伴い必要となる

変更交付決定手続が行われていなかったという

指摘でございます。これにつきましては、補助

金の交付規則・要綱を遵守することや、補助対

象事業の進捗状況を的確に把握するために、申

、 、請団体と緊密に連絡をとることなど 進捗管理

進行管理の徹底を図ったところでございます。

、（ ） 。次に ３ の契約事務についてでございます

ふるさとツーリズム実践者育成講座開催業務等

の委託について、契約書の作成が大幅におくれ

ているものが見受けられたという指摘でござい

ます。これにつきましては、委託業者の決定後

は速やかに契約書を作成するよう、進行管理の

徹底を図ったところでございます。

次に、お手元の平成20年度宮崎県歳入歳出決

算審査及び基金運用状況審査意見書の41ページ

をお開きください。県営国民宿舎特別会計に関

する審査の意見・留意事項等についてでござい

ます 「現在、県営国民宿舎は指定管理者に運営。

を行わせているが、各国民宿舎の経営収支は、

宿泊者数の増加した高千穂荘で前年度に続き利

益を計上したものの、えびの高原荘においては

宿泊者数の減により損失を計上している。この

ため、利用者の確保や適正な管理運営等につい

て、指定管理者と十分連携を取りながら、より

効率的かつ安定的な施設の管理・運営を行うこ

」 。とが望まれる との意見をいただいております

これにつきましては、これまでも経営改善につ

いては指導を行ってきているところではござい

ますが、引き続き、指定管理者と十分連携をと

りながら、より一層の利用者確保に努め、効率

的かつ安定的な施設の管理・運営を図っていき

たいと考えております。

宮崎県歳入歳出決算審査及び基金運用状況審

査意見書につきましては、以上でございます。

観光推進課の説明は以上でございます。

みやざきアピー○甲斐みやざきアピール課長

ル課の平成20年度歳出決算について御説明いた

します。

決算特別委員会資料の２ページをお開きくだ

さい。みやざきアピール課は、一般会計予算額

は１億2,013万6,000円、支出済額は１億575

万8,369円、翌年度繰越額は474万8,000円、不用

、 。額は962万9,631円 執行率は88.0％であります

次に、目の執行残が100万円以上のものについ

て御説明いたします。24ページをお開きくださ

い （目）広報費におきまして、執行残が169。

万9,330円となっております。これは、県外での

ＰＲ事業等の実施におきまして、会場運営等の

節約に努めたことによるものでございます。

次に （目）計画調査費でございます。執行残、

が244万7,032円となっております。主な理由で

ございますけれども、移住シンポジウムにおけ

る経費の節約、及び一村一祭あるいは宮崎観光

遺産を広報する委託料の執行残等によるもので

ございます。

25ページをお開きください （目）林業振興指。

導費でございますが、105万9,450円の執行残と

なっております。主な理由でございますが、森

林セラピー基地の取り組み支援のために設置し

ております研究委員会の開催が、当初予定の３

回から２回になったことによる委員の報酬及び

旅費の執行残でございます。

（目）観光費でございますが、執行残が442
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万3,819円となっております。主な理由でござい

ますけれども、観光案内板新設工事及び県境歓

迎板移設工事における入札残などによるもので

ございます。

歳出決算の説明は以上でございます。

次に、主要施策の成果について御説明いたし

ます。

お手元の平成20年度主要施策の成果に関する

報告書のみやざきアピール課のインデックスの

ところ、188ページをお開きください。３の活力

ある地域づくりの１）の（１）地域の資源を生

。かした元気な観光地づくりについてであります

主な事業について、施策推進のための主な事業

及び実績欄で説明いたします。癒しと健康の森

業創出促進につきましては、森林のいやし機能

を活用した都市と山村の交流促進を図ることを

目的に、研究委員会の開催や人材育成のための

研修会実施、森林セラピー基地に認定されてい

る日之影町、綾町及び日南市北郷町の取り組み

に対する支援を行ったところでございます。

元気・感動みやざき観光地づくりにつきまし

ては、地域資源を活用した魅力ある観光地づく

りを目的に 観光地づくりプランに基づいたハー、

ド・ソフト事業を実施する５市町に対して補助

を行ったところでございます。

次に、189ページをごらんください （３）効。

果的な情報発信と快適な受け入れ環境づくりに

ついてであります。○みやざき総合ＰＲ推進に新

つきましては、農畜産物や特産品、観光など、

本県の総合的な魅力を効果的にアピールするた

め、他県や大手民間企業等と連携しまして、首

、都圏を中心に集中的なＰＲを実施するとともに

さまざまな機会をとらえてマスメディアを活用

した情報発信を行ったところであります。

次に、190ページをお開きください。２）個性

新を生かした地域づくりについてであります。○

みやざきに来んね、住まんね、呼びかけ強化に

つきましては、本県への移住等の促進を図るた

め、東京など都市圏におきまして移住シンポジ

ウム等を開催するとともに 移住情報ガイドブッ、

クの作成や市町村の取り組みに対する支援など

を行ったところであります。

主要施策の成果に関する報告書につきまして

は、以上でございます。

なお、監査委員の決算審査意見書及び監査報

告書に関して、特に報告すべき事項はありませ

ん。

みやざきアピール課は以上でございます。

説明が終了しましたが、委員の皆○宮原主査

様から質疑はございませんか。

主な成果に関する報告書の中○黒木委員

、 、で 185ページの宮崎おもてなし日本一実践事業

これは具体的にはどのような研修会なのでしょ

うか。中身を教えていただきたいと思います。

研修会につきましては、○後沢観光推進課長

平成20年度で県内の８カ所で実施しているとこ

ろでございますが、おもてなしやホスピタリ

ティーの向上についての実践者、例えば石川県

の加賀屋旅館、そういう有名なおもてなしやホ

スピタリティーに取り組んでいる方を講師にお

招きしまして、ホスピタリティーの向上、おも

てなし精神の向上、サービスの向上について留

意すべき点などを講義していただいたといった

ものでございます。

186ページ、日本のふるさと宮崎誘○黒木委員

客活性化事業ですけれども、これは、国内国外

、に対するいろんなマスメディアを利用した広報

パンフレット、そういうものだけですか。

主な手段としましては、○後沢観光推進課長

この資料に書いてあるものが内容となっており
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ます。ただ、ここには書いていないんですが、

手段としては、エージェントへのセールスや、

ポスターやパンフレットの作成というものを含

んでおりますが、期間を限ってのキャンペーン

の実施、そのキャンペーンの実施の場合には、

周遊性のある企画を県から御提案して、個人客

に回っていただくですとか、旅館や観光関係者

と連携して、割引のクーポンを出してもらうと

か、そういった取り組みをして誘客を図ったと

ころでございます。

この中には、宮崎の食というのが○黒木委員

観光の一つの大きなポイントだと思うんですけ

れども、それに関するものは含まれておりませ

んでしょうか。

もちろん、食というのも○後沢観光推進課長

宮崎の大きな魅力でございますので、国内外問

わず、キャリアやエージェントへのセールスの

際には、当然、宮崎のおいしいものというもの

を御紹介して誘客を図っております。

具体的に、何を宮崎の食で……。○黒木委員

最近売り出しているチキ○後沢観光推進課長

ン南蛮とか、そういうものもありますし、地頭

鶏ですとか、農産物ではマンゴーとか日向夏で

すとか、そういったものをＰＲしているところ

でございます。

この前、宮崎のある料理屋さんに○黒木委員

行きましたところ、トラガニを出しているとこ

ろがありまして、そこに北海道から予約して食

べに来たというお客さんとたまたま出会ったん

です。トラガニについて書いてある広報といい

ますか 「Ｊａｊａ」というのがあって、これは、

秘書広報課が出しているんですけれども、私も

山の者ですから海のものはよくわからんかった

ものですから、いろいろ話を聞いておりました

ら、この広報があるということで、これをその

料理屋さんに持っていきましたら 「県はこうい、

」 、う取り組みをしていただいているんですか と

物すごく喜んでいたんです。これが欲しいとい

、 、 、うことで 秘書広報課に電話したら たまたま

この号は人気があって、在庫がないということ

だったんですけれども、観光のパンフレットと

いうわけでもないでしょうけれども、そういう

たぐいのものは、外に向けるものと地元に向け

るもの、それを考えんといかんのじゃないかな

と、そういうことをつくづく考えたところでし

た。

、 、 。そして トラガニ いろいろ調べてみました

統計がないといいますか、どれだけ漁獲高があ

るかということがわからないということで、各

漁協で調べてもらいましたら、宮崎県で2.4トン

ぐらいとれるということで、非常に少なくなっ

ているのではないかということで、宮崎の食を

アピールするには、こういうものをもう少し保

護するなりふやすなりする対策をとると 北―

海道からわざわざ予約して食べに来る。私ども

から見たら、タラバとかの本場の人が来るほど

魅力があるものかなと思いまして、こういうも

のも農政水産部あたりと連携をとりながら、宮

崎の食として売り出していくのもいいのではな

いかという気がしました。そういうのも宮崎の

観光の食の一つの可能性があるものではないか

。 、 、なと 後沢課長におかれましては 宮崎に来て

全国にアピールできると感じるものがありまし

たら……。決算とは関係ないかもしれません。

私の個人的な感想も含ま○後沢観光推進課長

れているんですけれども、もちろんチキン南蛮

とか、そういう今、イの一番で売り出している

、ものというのは売りになると思いますけれども

それ以外にも、余りさえない答えかもしれませ

んけれども、冷や汁とか、ああいうものも細々
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とはＰＲしているんですけれども、東京とかそ

ういうところでの知名度はいま一つ上がってい

ないんですが、私なんか食べてみると、素朴な

味わいもあって、なかなか食べられないので、

こういう埋もれているものとか、売り出しては

いるんだけれども、いま一つ、もう一歩ブレー

クしていないものにもっと力を入れていったら

いいんじゃないかなというふうに考えておりま

す。

「Ｊａｊａ」の○甲斐みやざきアピール課長

補足説明をさせていただきたいと思います。こ

れは、昨年うちの課ができまして、業務移管が

ありまして、私どもの課で今、作成しておりま

す。予算上は２回から３回の予算ですが、昨年

は２回、１つは記念特集ということで発行いた

しまして、目的は、観光とか特定の分野に限ら

ず、総合的に宮崎の魅力を伝えたいという趣旨

、 、で発行しておりまして 去年の最初の記念号は

観光、食、特に宮崎牛、マンゴー、そういった

宮崎の代表的な食材を御紹介し、あるいはテー

マパーク、いろんなお酒のそういった箇所を紹

介いたしました。それから、もう一回は、森林

を散策するとか、宮崎の魅力、特に特定の分野

にこだわらずに発掘して 本当にいいもの さっ、 、

き言われましたトラガニとか、そういったこと

も含めてまた今後も考えているところでござい

ます。

カニとかやっている料理屋さんと○黒木委員

いうのは、こういうものを知らなかったという

ことで、県がこういう取り組みをやっているの

がありがたいということで非常に感謝をして

おったものですから、できるならこういうのが

届くような方法があればいいがなというふうに

思ったところでした。

それから、188ページの癒しと健康の森業創出

促進、この研究委員というのはどのような人が

なっておるんでしょうか。

これは、特に森○甲斐みやざきアピール課長

林セラピーの基地をうまく運営したり、あるい

は今後その整備をする、そういったことのため

に意見をしたり、そうした目的で設立している

ものでございまして、外部委員の方、今、委員

、長には東京農業大学の上原さんという准教授に

こういった森林セラピーに詳しい専門の方に

なっていただいておりますけれども、そういっ

た方を含めて、公募の方２名を含め９名、あと

庁内の森林関係とか、そういった５人の課長に

も委員をお願いしまして、ただいま全部で14名

になっております。

森林セラピーに関する知識を持っ○黒木委員

た人を養成しようという講座もあるということ

ですね。

まず、研究委員○甲斐みやざきアピール課長

会というのが一つございまして、それと別に研

修講座、ここにあります癒しのトレーナー育成

研修、これは森林セラピー、あるいはそれに限

らない、森林を案内する、これは森林セラピー

以外にも、例えば椎葉の大河内とかいろいろご

ざいますけれども、そういったところを案内す

るガイドを務めることができるような方を育成

するということで募集しておりまして、今の受

講生、終わったばかりですけれども、69名の方

が応募されまして、１年間、毎月１回の講習を

ずっと受けていただきました。

わかりました。○黒木委員

今のセラピーに関連してですけれ○坂口委員

ども、もともと、癒しと健康の森業はもっと壮

大だったと思うんです。結果的に医療費の負担

の抑制とか、そういう大きいものがあったと思

うんです。その適したところを林野庁が全国24
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カ所ぐらい探した中の一つが、まずは日之影、

そこからだったと思うんです。今のそういうス

タッフの人たちでの検討委員会なり研究会なり

というのは、確かにそうなんですけれども、そ

れはあくまでもセラピー効果をどうするかとい

うのと、今度はそこをどう案内していって、見

。せるべきところを見せるかの域だと思うんです

それだけでとどめちゃもったいないと思うんで

す。ここは生理研究というんでしょうか、人体

の生理効果があるというところまで検証して指

定された場所で、先ほど工業技術センターとか

に聞いた そこに行き着くんですけれども やっ、 、

ぱり機能性成分なんです。それに目をつけて、

なぜそこがすぐれているか、そこに来る人は何

を求めてくるかといったときに、例えば今のト

ラガニもですけれども、薬膳料理とか、そこな

らではの秘湯、温泉とか、薬湯とか、北海道あ

たりのラベンダーみたいに ラベンダーもそ―

うなんです。あれはいやし効果ですね。これも

発散する機能性成分で、あれは酢酸リナリルと

リナロールですか、これらの成分を抽出して、

エッセンスですね、石けんから食べ物からにお

い袋から、いろんなものを開発しています。あ

の付加価値たるや、ばか高いものが売れていま

すね。そこまで行くための検討会、協議会、そ

してステージを上げていくためのでないと、そ

の道の権威者の、この木が発するこういう成分

というのは何に効果があるんだとか、それを一

番効率よくするためにはこうだとか、血圧はど

れぐらいが適当だとか、そのレベルはもう済ん

でいると思うんです。いかにそこに金を落とさ

せるかというのと、毎年そこにリピーターを呼

び込めるか、それで民宿を立ち上がらせたり、

あるいはそういった食材を集める人たちとか、

そこに現金を落とさせる工夫が要るんじゃない

かと思うんです そこらに対しての今後のステー。

ジというのはあるんですか。

森林セラピー、○甲斐みやざきアピール課長

町村がこれに取り組んでいる目的は、交流人口

を呼び込むということですけれども、そのため

には、今、委員が言われたように、ここに来な

くては体験できない、あるいはほかではできな

いようなことがないと、人が呼び込めない。そ

れは言われたセラピー効果だろうと思います。

、 、例えば セラピー基地の認定を受けるときには

実際、体験的な、例えばストレスの濃度をはか

りまして、ストレス値が下がったり、ある一定

の基準を満たさないと、認定を受けられない、

そういう形で指定を受けています。そういうこ

とを目指しながら、まだ道途中ですけれども、

例えば、歩く前に唾液をとりましてストレス値

をはかり、また終わったときに検査する、そし

てそういった効果を発揮するには、食事あるい

は歩き方、あるいは途中での体操とか、単なる

ハイキングとかそういったところといかに差を

つけるか、そういったところを目指し、あるい

は大学の医療部門とも連携しまして、そこの応

援をかりるとか、そういったことも工夫をしな

がら、完成を目指してやっているところでござ

います。

くどくなりますけれども、究極の○坂口委員

目標というのは持っていて、今、大学のとか医

療専門家とか ドイツあたりではこれは医療―

保険の対象になって、入院と同じような医療保

険の適用対象になっているわけです。自閉症の

子供とか、そういったものも検証されて効果あ

りで、そこを目指すというのも一つの まだ―

これから研究が続くんでしょうけれども、指定

されて３年、４年たったときは、そこで、業で

すから、癒しと健康の森業という一つの業を起
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こすということだったですね、民宿なり何なり

が何軒か張りついていなきゃだめだと思うんで

す。まずは、第１ステージでどれぐらいここに

経済効果をもたらせるとか、何人の雇用をつく

るとかいったものをやっていって、究極は究極

。 。でいいことだと思うんです そこらを一つやる

農政水産部では、例えばこの前、産業活性化か

雇用かでも言ったんですけれども、野尻町に、

薬効のあるもの、機能性成分の試験場を持って

いるわけなんです。それぞれが持っているもの

をここで融合させていって、それを現金にどう

結びつけるのか、人に魅力をどう見せるか。マ

イナーでいいと思うんです。あそこにこの効果

を期待して毎年何月から何月行くんだという人

をしっかりまずつかまえていくとか、これも要

望でいいんですけれども、強くお願いしておき

たいと思います。

特に、そういう○甲斐みやざきアピール課長

、人を呼び込むところが一番の目的ですけれども

例えば日之影町が最初に指定を受けまして、既

に指定を受けてから5,000人の来客があったと。

整備をしながら、並行してツアーをやったり、

集客をしたり、そういったものを図っておりま

す。いかにお金を落とさせるかということです

けれども、例えば日之影ですと、いかに宿泊を

、 、してもらうか そういった機能が弱いですので

廃車になった車両を宿舎に改造したり そういっ、

たことを今しております。

ほかにございませんか。○宮原主査

教えてほしいんですが、観光産業○星原委員

も本県の大きな柱の一つですね。20年度の予算

でずっと見ていくと、いろんな事業がいっぱい

あるわけなんですが トータルで幾らぐらい使っ、

て、各年度ごとで見たときに、ことしは観光の

、関連のいろんな事業費にこれぐらい使っていく

前年度がこうだったからこういう形にしていこ

うとか、多分いろいろ考えてやられていると思

うんです。いろんな過去の流れを見ながら、事

業名もまた変わりながら、やられていると思う

んですが、20年度の本県観光を推進していく上

で、トータルの金額としては、どれぐらいの予

算をとって取り組まれているんですか。細かく

見ていくと それだけじゃない部分もあるでしょ、

うし ひょっとすると 商工観光労働部だけじゃ、 、

なくて、関連の部分で誘客の部分やらでいろい

ろあるんじゃないかと思うんですが、皆さん方

のところではわかりかねますか。

なぜかといいますと、いろんな予算、事業費

を使って、特に観光産業というのをずっと見て

いくと、県単で大体やっているわけです。47都

道府県がそれぞれ自分ところの持ち金で事業を

やっている形だと思うんです。国からのいろん

な補助金が来るわけじゃなくて、自分ところの

知恵 アイデア そういうものを見ながら やっ、 、 、

ているところじゃないかなというふうに思うわ

けです。そういう中で、県税収入も低い、我々

宮崎県の財政が厳しい中で、これだけの予算を

使ってこれだけの効果が出ていますよというと

ころまで、毎年そういうところまで探りながら

、 、の中で では効果が出なかったものは没にして

新たな形でこういう問題が出てきて、あるいは

こういう形ですればいいんじゃないかというこ

とで取り組まれて、ずっと考えながらやられて

いるものなのか、その辺についてどういうふう

にとらえたらいいのかなと思って、一つ一つに

ついてはなかなか聞けないものですから。

今の委員の御質問に的確○後沢観光推進課長

に答える数字にならないかもしれないんですけ

れども、平成20年度の商工費のうちの観光費に

つきましては、一般会計の決算ベースでいきま
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すと、７億8,700万余ということになっておりま

す。それに対しまして、観光消費額でございま

すけれども、平成20年の数字は今、集計中で出

ていないんですけれども、直近の最新の数字の

平成19年でいいますと、933億ということになっ

てございます。

今のを単純に見ますと、７億8,000○星原委員

万余いろんな事業費を使った、187ページにある

ように933億の観光消費額があるんだと、ぱっと

聞かされると、では、相当県内が潤っているん

じゃないか、あるいはいい意味での金が回って

いるんじゃないかなと見るわけです。今までも

知事効果があって、県外から入り込みもあった

時期もあるわけですけれども、消費額と事業額

との比較の仕方で、単純に言えば、数字からい

けば、900何十億もちゃんとそれだけの消費額が

あって、これぐらいの事業費でという見方でい

けば、相当県内が潤っていなくちゃいけないん

じゃないかなという感じがするんですが、観光

産業のいろんな方々に聞くと、タクシーに乗れ

、ばタクシーの乗り手は全然少ないと言われるし

食べ物屋さんに行っても金をなかなか落として

くれないとか、ホテルなんかでも泊まりが少な

いとか話を聞かされる中で、スポーツとかいろ

んな形で入り込んでくるのをどう計算している

かわからないんですが、そういう見方でこの辺

を単純に見たときに、どういう判断というか、

そういうのはされないものなんですか。そうい

うことも加味しながら、次年度においてまた新

たな取り組みのときは、こういう点をこうして

いこうとか、そういう形でやられているものな

んですか、どうなんですか。

まず、そういうやり○渡邊商工観光労働部長

。 、方はやっていません はっきり申し上げまして

今までの観光のずっと予算がありまして、それ

に対して新しい事業を考えて、トータルで予算

要求していくということで、新しい事業を例え

ば測定しまして、それに対して予算をこれぐら

い使ってそれを伸ばしていこうとか、そういう

ことはまず現実にはやっていないと。

もう一つは、観光予算は非常に難しくて、例

えば宣伝費なんかは、国内国際合わせて6,000万

ぐらいの宣伝費がありましたけれども、観光客

がずっと落ちていて、うちの知事がぱっと来ま

して、今度はずっと上がっていったんです。誘

致宣伝とは何なのかと。知事が就任して上がっ

ていくとか、そういう予想もできないような影

響といいますか、そういうもので上がっていっ

たり、あるいは県庁があんなふうににぎわって

いるようにブームになったり、そのあたりの予

算と観光客あるいは観光消費額との関係という

のがなかなか見出しがたい。京都とか東京なん

かは物すごい観光地でございますけれども、観

光予算がどれぐらいあるかわかりませんが、そ

ういうところはほとんどしなくていいわけでし

て、我々みたいな地域がどういう形で観光予算

を組み立てるかというのは、そういう議論はあ

りますけれども、実際の予算の組み立ての中で

はそういう議論、検討はしたことはないという

ことです。

なぜそういうことを言うかといい○星原委員

ますと、要は、リピーターとしてどれだけ客が

呼べるところがあるかなんです。今回でも、観

光動向を聞くと、高千穂峡、鵜戸神宮、その辺

はある程度の観光客が来ています。そういう中

に、宮崎県としては、先ほども出ましたけれど

も、第１次産業の食べ物、いっぱいいろんなも

のがあると思うんです。宮崎においしい食べ物

あるいはこういったものを食べに行こうよとい

うような、年に１回ぐらいはその時期に行って
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こういうものを食べたいとか、そういうものを

つくり出して、宮崎の素材を生かしたもので勝

負していけるもの、それは外国のお客さんだっ

、 、たら 台湾だったら台湾の人たちが味するもの

辛いものか甘いものかわかりませんが そういっ、

たものの研究とか、中国だったらこういったも

のを欲しがるとか、国内だったら20代の女性と

か若い人だったらこういう感じのもの、高齢者

だったらこういった食べ物を食べさせたらどう

かとか、１年に１回とか２年に１回でもいいか

ら、宮崎に行ってあの食べ物を食べたいとか、

何かそういったものをつくっていくことはでき

んのかなと思うものですから、そういうものを

事業の中で何か取り入れて、リピーターづくり

のための食べ物というか、皆さん方のところだ

けじゃなくて、そうなってくると、１次産業だ

から農政水産部や環境森林部も入るかもしれま

せんけれども、トータルで宮崎に呼び込む材料

は何があるのか、歴史があるのか、いろんな施

設、スポーツ施設があるのか、何で呼び込んで

いくのかということを基本的にはどこかで考え

ていかなくちゃいけないと思うんです。どこの

県も同じような競争をするんじゃなくて、宮崎

は宮崎の独自にあるものを使って、こういう形

のものという、売りにしていくものを何かつく

り上げていかないと 今、知事効果でわっと―

言われた、あるいはテレビの朝ドラでとらえら

れると、そこに一極集中して行くわけです。そ

ういう形じゃなくて、四季折々なら四季折々の

何かをつくり出して、宮崎はそういうことを売

りにしていくんだ、一度来て食べてみてくださ

いよという、そういったもので呼び込むような

誘導はできんのかなと常々思っているんです。

そういう研究、そういう発想もされたらどうか

なというふうに思うんですが、去年のを見て、

数字的にはこうやって消費額は933億、そんなに

売り上げているんだなと思いながらも、では、

農家の人たちが潤っているのか 町場のタクシー、

の運転手さんから観光客が多くてとか聞かんも

のですから、何かそういうものを考えた形のと

らえ方というのはできないものなんですか。

食というのが重要な素材○後沢観光推進課長

であるというのは、おっしゃるとおりだと思い

ます。例えば、今ですと伊勢海老街道、県北と

県南でそれぞれやっておりますけれども、ああ

いった取り組みは先駆的な取り組みなんだろう

なと思っています。ただ、確かに、我々が今、

食材を売り込んでいくときに、どちらかという

と、向こうが何を欲しているのかという視点を

ちょっと忘れて、我々が何を持っているのかと

いうのを主張するほうが強い感じも確かにござ

いますので、向こうがどういうものを嗜好して

いるのかというのをとらえるという努力は大事

かなと思います。ただ一方で、事業化して何か

売りになるものがつくれるかというと、そうい

うことよりも、今あるあまたな素材の中からい

いものを探し出すとかいう取り組みが中心に

なってくると思いますので、ことしも秋のキャ

ンペーンの検討を今しているんですけれども、

その中でも、県内でおいしいものは何かないの

かというので今探して、キャンペーン期間中に

ここに行ったらこういうものが食べられるとい

うものも提案しながら、宮崎を売っていくとい

う努力をしていますので、そういった努力をこ

れからも続けていきたいというふうに考えてお

ります。

食べ物じゃなくてもいいんですけ○星原委員

れども、要するに、リピーターが来れるような

形の何かをつくり上げていかないと、一回行っ

たら終わりという形の観光だったら限度がある
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と思うんです。ゴルフならゴルフでもいいし、

、 、食べ物でもいいし 年に１回とか２年に１回は

宮崎はそういったところだという形になるよう

な、柱になるものを見つけておかないと、同じ

ものを売っている形ではなかなか他県との競合

同じかもしれんけれども、宮崎ならではと―

いうものを何かつくり出していく形のものをす

べきじゃないかなと思ったものですから。わか

りました。

関連して。随分前ですけれども、○坂口委員

宮崎の食材を使った、観光に結びつけるための

メニューづくりの事業か何か、東京あたりから

おかみとかコックさんとか招聘してやった事業

があったですね。記憶にないですか。随分昔で

すね こんなのが昔から議論になっていて あっ。 、

たんです。それはそれでおいていいとして、食

で人を寄せつけるというのと、僕はある意味で

、 、はちょっと悲観的に見ていて 今後とも宮崎は

観光立県というのを大きい一つの産業の柱で

ずっと維持し続けていって、果たしていいのか

なという不安を持っているんです。これだけ不

況が続く、新幹線なりああいったアクセスがが

んがんやる、それに乗っかって、ついでに宮崎

入りしてくれよというだけの懐のゆとりを持っ

た人たちが、年間400万も500万も県外から宮崎

に目を向け続けてくれるかなという不安がある

んです。

やっぱり向け続けさせなければいけないと

なったときに、公共投資の判断の仕方で、その

評価手法として３つありますね。よく使われる

、 。 、 、Ｂ/Ｃ 費用便益 それから いろんな開発行為

プロジェクトなんか起こすときに仮想市場方式

といって、ここにこういった施設をつくる、そ

この集客エリアがこれぐらいだろう、その中の

人たちにアンケートをやって、こういうものを

完成させたとき、あなたは幾らまで金を払って

ここに入ってくれるか、その平均をとって、年

間何人来るだろう、償却何年だろうということ

で、ここへの投資の限界は、費用対効果的なも

のを考えると、それを仮想市場方式で考える

と、10億までとか50億だなという判断をやる手

法 もう一つに トラベルコストメソッドといっ。 、

て、旅費換算方式というのがあります。ここの

ところにこういった観光地があります こういっ。

た遊べるところがあります。あなたは幾らまで

旅費をかけてだったらそこに行くか。私はそこ

だったら20万かけてでも行くといったときは北

海道からですね。１万しかかけないといったと

きは九州の近県、隣県です。宮崎のそういった

ところが、トラベルコストメソッド評価をやっ

たときに、果たして幾ら向こうが評価してくれ

ているのかということ、まずそこを知って、ど

うしてもこれに付加価値をつけなきゃ乗っから

ないよというときに、料理で付加価値をつけて

いったり、あるいはもっとほかの、おもてなし

の心で付加価値をつけていって、もう一度それ

を査定してもらって、それなら５万かけて行く

価値があるよというようなものをしっかり宮崎

独自に持っておかないといけないんじゃないか

なと。ああだこうだ追っかけながら、それを検

証しながら、観光客がふえた減ったというのを

一喜一憂しながら……。知事効果と言われるん

ですけれども、この前のはサンプルが1,500人

だったから、わからないですけれども、初めて

宮崎は30％です。60数％は２度目、３度目とい

うリピーター、初めて宮崎というのが、平成19

年以降というのがまたその30％の中の一体何％

あったのか。果たして県外から知事効果でどれ

ぐらいの人が宮崎に来ているかというのは、ど

うも、もう一つ分析しないと、果たして知事効
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果が本当に集客力を持っていたのか。宮崎の人

が右往左往しただけで、ダブルカウント、トリ

プルカウントされただけでがんとふえたんじゃ

ないかという気がするんです。ほんの数％ぐら

いが知事効果だったんじゃないか。そこらは徹

底的にもう一回分析をしていって、さっき言っ

たような評価手法も含めて、こさえていく必要

が何かありそうな気がして、ちょっと悲観的に

思っているんです。悲観論を言っちゃいけない

んですけれども、そういったところを前向きに

とらえていただいて、部長としても、大きい課

題か何かもし感じておられれば、部長からある

いは課長から何かそこらについて、どうも僕は

一つの不安を持っているんですが、そこらのと

ころ、どんなですか。

今の委員の御懸念は、私○後沢観光推進課長

は観光推進課長ですから 宮崎の観光をどうやっ、

て振興するか、観光という業界で食べていって

いる方がどうやって生活していくかというのを

考える立場ですので、悲観的なことは言いたく

ないんですが、私の率直な感想としては、不況

、になると真っ先に絞られるお金の使い道なので

景気動向の弾力性、大きいものだなというふう

には思っております。ただ、現実問題として、

宮崎に大勢の人が来ていただくことによって直

接的な経済効果もありますし、宮崎に住まわれ

ている方の、ちょっと情緒的な言い方ですけれ

ども、自分の故郷に対する自信ですとか、そう

いったものが醸成されるという意味もあると思

いますので、私は、やっぱり一生懸命やってい

きたいと思っております。

当然、これはさじを投げたり断念○坂口委員

するわけにはいかない。だから、不足している

部分を何とか 連携は必要ですけれども、宮―

崎だけで人が呼べるというものですね。宮崎の

トラベルコストメソッドというものが10万だっ

たら、まずは福岡、九州あたりを徹底してター

ゲットにしながら、東京、北海道、そこの人が

何が不足していると思うのかというのを常に把

握していきながら、地道にでもそれを補完補て

んしていってつくり上げると。確かに20万の価

値ありで、新幹線がなかろうと、あるいはジャ

ンボ機が入ってなかろうと、宮崎に20万の価値

ありですよという人が、１億の人口の中での１

％なり２％なり、その価値を見出してくれる人

、 。がいたときが 宮崎はホテルも何もフルですね

そこらをもう一回あらゆる角度から分析して

いって組み立てていかないと、どうも今言われ

たように人様の懐次第という弱い部分がありま

すね。懐が減れば、行くところで価値のあると

ころをまず優先選択していって、そこまではい

、 、いかという そのいいかの部類に入ったときに

アクセスを持たない宮崎は大変心配だなという

ことで、断念じゃなくて、そこらをぜひ前向き

に取り組んでいってほしいなということです。

委員が今ほど言われたト○後沢観光推進課長

ラベルコスト法が観光にそのまま当てはめられ

るか、なかなか難しいところもあるのかもしれ

ませんが、我々がつくろうとしている宮崎の観

光が東京やなんかの方にどれぐらいの価値で見

られているのかというのは、行政の我々だけで

は正直言ってわからないので、一番直接的にわ

かるのが、東京、大阪、福岡だとかの旅行商品

のエージェントが組んだときに、どういうサー

ビス内容で幾らのものをつくって、どれぐらい

来ているのかということが、今、我々が持ち得

る一番直接的な指標だと思っています。これか

ら我々が観光の検討をしていくときにも、でき

るだけ、エージェントに限らず、旅行の市場に

近い方と話をしたり、一緒に検討したりしなが
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ら、委員がおっしゃるような、どれぐらいの価

値があるのかというのを客観的にはかれるよう

な議論をしていきたいというふうに思っており

ます。

くどくなりますけれども そこだっ○坂口委員 、

たんです 商品をやるでしょう では 10万だっ。 。 、

たら何とかみんな潤うのに８万の価値しかない

となったら、８万になったときは、泊まらせて

飯食わせると、ホテルは2,000円とかでそこには

め込まざるを得ないんです。商品開発するとき

に、そこに10万なら10万の商品に見合うだけの

価値を持っておかないと、地域振興につながら

ない商品なり、パックなりになってしまうなと

いうので、そこなんです。

私は、代表質問をさせていただき○井上委員

ましたが、部長が壇上で答えていただいたとお

り、それに熱心な方が必要だということは、私

もよくわかっているんですが、やっぱりこれは

見逃せないと思うんです。県外からいかほど来

るのか、県内の人たちはどんなふうに動いてい

るのかということはきちんと見きっておかない

といけないと思うんです。先ほど星原委員から

も出たように、933億お金が動くということにな

れば、これはやっぱり見逃せない。しっかり頑

張っていって、この額を1,000億にするだとか、

そういう目標というのをきちんと持たないとい

けないと思うんです。県外客向けと県内客向け

といったときには、おのずと違ってくるのでは

ないかというふうな思いがするわけです。観光

地の磨き上げというのも、すごく大事だと思う

んです えびのとか小林とか 京町の温泉ももっ。 、

たいないという気がしてならないわけです。

それともう一つ、長崎県が今度やった、福山

ば呼ぼうぜというような、ああいう県民みんな

がわっと盛り上がるようなものが何か私たちの

中でつくれないものかどうか。あれは非常にう

らやましい出来事でしたね。恩返しということ

で福山さんが来て、あれだけの人が動いて、県

外も来て、あの盛り上がりというのは絶対、後

に続くと思うんです。地域が動くという感じで

すからね。宮崎も、できたらそういう、やっぱ

り費用対効果で、旅行商品を県内向けと県外向

けと 私は、宮崎県民を動かさないといけな―

いと思うんです。お金を使ってもらわないとい

けないと思うんです。全く使えない人もいるか

もしれないけれども、小金持ちの人は結構いる

んです。その小金持ちの人は吐き出してもらわ

ないといかん、宮崎県のために使ってもらわな

いといけない、そう思うんです。例えば、霧島

のあんなところの旅行人山荘が、星がきれい、

戸をあけたら桜島が見えるというだけで、宿泊

、 。代金１万で 食事はそう大したことないんです

そんなこと言っちゃいけないかもしれないけれ

ども、そう特別な、何か言わないかんようなも

のは出ないんです。だけれども、星がきれい、

そして桜島が見える、これだけなんです。星が

きれい、みんなベランダにお布団を持っていっ

て見ているわけです。本当に私たちが持ってい

るものの磨き上げ、何を旅行商品とするかとい

うのは、もっと研究してもらったら、これはお

もしろいと思うんです。せっかくこれだけの、

前からすると予算額が減ってきているのかもし

れないんですけれども、もっと宮崎のよさみた

いなのをもう一回点検していただいて、こうい

う商品だと宮崎県内の人が動く、こういう商品

だと県外の客も動く、宮崎県民が総セールスマ

ンになれるような状況をどうやってつくり上げ

、 、るかということは 前から申し上げていますが

それをあきらめたらいけないんじゃないでしょ

うか。ぜひ来ないよ、宮崎に来ないよ、この期
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間のこの日はありがたいよと。私は、この金額

の大方はスポーツだと思うんです。キャンプの

入り込みが物すごく多いと思うんです。それ以

外のところをどうやって努力するのかというの

に知恵を絞ってもらいたい。そして、旅館業界

の人たちなんかもちょっとあきらめぎみですけ

れども、その人たちを奮い立たせるものを、官

の側はカンフル剤を注入するぐらいのことはし

ないといけないのではないのかなというふうに

は思います 業界をもっと強くする 業界をもっ。 。

と強くするということが大事なのではないかな

というふうに思うんです。どこに予算を注いで

いったらいいのかということは、一考をお願い

できればというふうには思います 部長 よかっ。 、

たら、何か御意見ありましたら。

井上委員がおっしゃ○渡邊商工観光労働部長

るとおりでございまして、我々も、観光がだめ

、 、だということは全然思っていませんで 観光は

先ほど太田委員が言われたんですけれども、全

体の経済対策の中で内需拡大というのが非常に

大きなテーマなんです。内需ですから国内でご

ざいますけれども、外にも求めなきゃいけない

し、そういう中で、観光消費というのは大きな

位置を占めるわけでございまして、我々として

もできるだけ可能性を見つけてやっていきたい

。 、と かつてシーガイアなんかをつくったときも

宮崎に何もなかった。あそこにコンベンション

ホールをつくったり、テーマパーク、そういう

実験をずっとやってきて、宮崎というのは、逆

に言えば可能性があるわけでございますので、

先ほどの食の問題も含めて、我々としてはとに

かく精いっぱいの努力をやっていきたいと。

もう一つ、単なるどたばたやって、いろんな

宣伝をやるんじゃなくて、もうちょっと知恵を

出して政策的に動くといいますか、いろいろ言

われましたけれども、そういうことを強くせな

いかんなと。戦略性を持った形で、少なくとも

今後そういう政策をつくり上げていくというこ

とをやりたいと思います。来年度に向けて今、

予算編成作業をやっていますけれども、ぜひそ

のあたり、めり張りつけて、どこをポイントに

するかとか、そういう組み立てを今後やってい

きたいと思っていますので、よろしくお願いし

ます。

「海幸山幸」の試乗会に行かせて○井上委員

もらいましたけれども 予約をとろうと思ったっ、

て、なかなかとれないんです。全然無理です。

自由席に乗ってでも、宮崎の県民の人たちが絶

対あの列車にはみんな乗ろうぜみたいな、そう

いう気持ちになっていただけるといいなと思う

んです。あふれるほど乗っていただいて、なか

なか予約とれないらしいよみたいな、そういう

のが波及していく、ついでに鹿児島のあれにも

乗ってこれにも乗ってという、これとこれとい

う連動性を持って観光の一つのツールにしてい

く、仕上げていく、こうしてこうしたらおもし

ろいというのをだれかが言わない限りは、なか

なかよさがわかってもらえないということだと

思うんです。その辺は、しばらくはみんなでつ

くり上げるみたいな、そういう動きをやっても

らえたらと思っています。ゼロ予算になるかも

しれないけれども、それはやっていただけたら

というふうに思います。

要望ということで、よろしくお願○宮原主査

いします。

シーガイアの件ですけれども、宮○徳重委員

崎県も相当な投資をしました。現在、外国資本

になっていますが、宮崎県が関与していたとき

までは、議会でもしょっちゅう議論もされてき

ました。また、我々も何かあそこを利用しない
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といかんなと、いろんなイベントも呼び込もう

じゃないかと、いろんな動きがあったんです

が、20年決算の状況の中で、年度ごとにあそこ

の利用状況はどういう状況になっているんで

しょうか。

シーガイアの施設利用者○後沢観光推進課長

数ということで御説明させていただきますと、

一ツ葉のホテル、北郷のホテル、そういうもの

も合わせて、フェニックスリゾート社のグルー

プ全体の施設の利用者としては、19年度だと115

万人、20年度には81万人という数字を聞いてお

ります。

ホテルの稼働率といったら、どう○徳重委員

いう状況になっていますか 115万 81万は 入っ。 、 、

たという人数ですか。

今のは宿泊施設だけでは○後沢観光推進課長

ございませんので、もちろん宿泊者も入ってお

りますが、ゴルフ場を利用した方とか、そうい

う方も全部入っております。

せっかく、日本一の施設といって○徳重委員

もいいような立派なものを持っているわけです

から、ここを生かすことによって宮崎県の観光

の底上げになると思っているんです。ここにお

泊まりになった方は宮崎県の観光を、県内の観

光をしていただけると思うわけで、せっかくあ

る施設ですから、これとの連携、話し合いとい

うのを県はやられたことがあるんですか。

おっしゃるとおり、シー○後沢観光推進課長

ガイアは非常に立派な施設でして 特にフェニッ、

クスのカントリークラブのゴルフ場は、世界的

に見ても非常にレベルの高いゴルフ場でござい

ますので、国内はもちろんですけれども、海外

向けに宮崎を売り込む際にも、あそこのホテル

の宿泊施設と、そこに泊まってのフェニックス

カントリーでのゴルフというものは、セールス

の目玉として使っておりますし、当然その際に

、 、はシーガイア側ともよく連携して 直接的には

一緒に台湾、韓国、そういう場に行って、一緒

にセールスをする、そういうこともやっており

ます。

ぜひ、これは生かしていかなけれ○徳重委員

ば、県税も相当つぎ込んでおるわけですから、

県民が納得しないだろうなと思っています。そ

れとあわせて、県民感謝デーみたいなのをあそ

こもやってくれていたんです 今 県民感謝デー。 、

みたいなのはやっているんですか。

やっております。○後沢観光推進課長

あわせて、そういったものもひっ○徳重委員

くるめて、宮崎県観光の拠点であるということ

だけはお互いに認識をしながら、いろんな施策

に結びつけてほしいなと要望を申し上げておき

たいと思います。

要望ということですので、よろし○宮原主査

くお願いします。

余談ですけれども、あそこの施設○井上委員

を半額で利用できるというのは、皆さん御存じ

なんですか。会員になると、食事とか全部50％

。 。引きなんです ２人で行くと５割引きなんです

あそこを利用するとしたら、余りお金がかから

ないように利用したほうがいいと思うんです。

カメがあるプールはただなんです。そして、若

くて余りお金がない人たちは、あそこでリゾー

、 、ト気分 ハーパンはいて行っていいわけだから

ビーチサンダルでよくて それこそ浮き輪を持っ、

て、子供を連れて、あそこで遊んで、そして８

時ぐらいになったら花火してという、物すごい

リゾート気分じゃないですか。あそこはああい

うのが可能なんです。そして、食事は、２人行

くと50％引きしてくれるんです。例えば、１万

だったとするじゃないですか。50％引きなんで
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す ３人行くと20％引きなんです そういうカー。 。

ドがあるんです。松泉宮もそういうので安くで

利用できるんです。また、会員になったら、あ

そこの施設をどんどん使えるんです。健康器具

みたいなのも使えるんです。県庁の職員の人の

中にそういうのも広げていってというか、利用

するというようなことはしないのかどうか、そ

こはどうなんですか。

、 、○後沢観光推進課長 今言ったサービス 私も

子供を連れて松泉宮の横の公園でただで遊んだ

りはしていますけれども、昔は三セクという形

だったですけれども、今は完全に民間の施設と

いうことになりましたので、例えば我々が県庁

内で一民間施設の利用促進のためのＣＭをどこ

までできるかというと、ちょっと難しいところ

もあるかとは思いますけれども、シーガイアは

県内県外向けのＰＲをしていますし、彼らのそ

ういうメニューを我々も観光ＰＲには使ってい

ますので、間接的ということになるかもしれま

せんが、シーガイアの冒険ビーチなどの取り組

みとか、そういうものは宣伝をさせてもらって

いるところです。

うちにあるところで利用したら楽○井上委員

しいところというのがいっぱいあるわけです。

そういうのがみんなにわかるように、県民にプ

レゼンができるのかどうか、もっと張りめぐら

して、こういう利用の仕方があるというのを知

らせてあげると、宮崎県民も、お金がない人で

もいろんなところが利用できる、その楽しさが

あるということなんです。ここがおいしいとい

うのを 例えばイセエビ 今だったら 日南だっ、 、 、

たら 「磯や」さんがいいとか、あそこにみんな、

。 。押しかけているんです 広島県からも来られる

よその県からも来ている。でも、それは、男の

人は知らないけれども、女性はみんな知ってい

るわけです 「びびんや」さんもいいし、ほかの。

ところもいいんだけれども、そういうところが

今お客を集めているということなんです。そこ

をもうちょっと知っていてほしいということで

す。私が今言いたいのは、いろんなことを知っ

ていてほしい、宮崎県内にあるもののいろんな

動きを知っていてほしいということなんです。

知っていてほしいということだそ○宮原主査

うですので、よろしくお願いします。

ほかにございませんか。

177ページの労働政策課ですけれど○野辺委員

も、宮崎県ふるさと雇用再生特別基金積立金、

これは補正で上がった いつの分になるんで―

すか。

この２つの基金につ○篠田地域雇用対策室長

きましては、20年度に積み立てを行いまして、

。具体的には21年度から事業化を行っております

確認させてください 資料の18ペー○太田委員 。

ジ、労働政策課のほうで、需用費が430万ほど執

行残ということで出ておりますが、先ほどの説

明では、機械器具の残だというふうに聞いたわ

けですが、工事請負費277万というのは入札の執

行残だというのも聞いております。需用費の機

械器具ということであれば、職業訓練校の関係

ですから、できるならばいろんな機械を買って

あげたほうがいいんじゃないかと一般的に思っ

たりするんですが、残ったというのは、何か意

味が特にあるんですか。

ここの需用費の中で大き○押川労働政策課長

、 、いものとしまして 先ほど説明しましたように

機械器具、備品、消耗工具等の購入費と機具等

、 、の修繕費という形で申し上げましたが 一つは

修繕費等についても、ことしは故障が少なかっ

たということを聞いていますし、機具の備品等

についても、節約に努めたというふうに聞いて
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おりまして、特段そこに意味合いはございませ

ん。

わかりました。節約も大事なこと○太田委員

であると思いますから、これについてどうこう

ということじゃありませんが、いろんな備品等

の充実を子供のためにという思いがあったもの

ですから、よろしくお願いしたいと思います。

最後に、みやざきアピール課のほうですが、

ここもいろんな節約を努力されただろうと思い

、 、 、ますが ただ 88％の執行率であるというのは

ここだけがちょっと低く感じたものですから、

特別、事情が何かあるんですか。

個々の事業ごと○甲斐みやざきアピール課長

に残が生じた結果でこうなったものでございま

す。理由は、それぞれの事情によります。

前年度も執行率はこのくらいだっ○太田委員

たんですか。

昨年、うちの課○甲斐みやざきアピール課長

が新設されましたので、実質は昨年度が最初の

事業だということになります。

わかりました。○太田委員

ほかにございませんか。○宮原主査

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、ないようですので、以○宮原主査

上をもって後半グループの審査を終了いたしま

す。執行部の皆様、御苦労さまでした。

暫時休憩いたします。

午後３時30分休憩

午後３時39分再開

分科会を再開いたします。○宮原主査

商工観光労働部の決算全般についての質疑を

今から行いたいと思いますが、まず初めに、太

田委員のほうから先ほどの続きでやっていただ

きたいと思います。

先ほどちょっと聞きましたが、商○太田委員

工観光労働部のほうでも、それぞれの課が今日

の世の中の経済の流れの中で一生懸命努力され

、 、ているということは承知しておりますが ただ

今の世の中の流れが何かデフレスパイラルにな

るように行っている中で、さまざまな取り組み

をされるのも苦労されているところじゃないか

なと思いまして、私たちも、何かそういったと

ころを変えていくような方法がないものかなと

いう思いでおるわけです。

一つ感じたのは、例えば農業の直接補償制度

というのが有効に働けば、農家が潤いを持ちな

がら、継続的に農業をやっていけるというよう

なことでもできて、村に人が、農業後継者が集

まる、そんなふうになると、ますますいいがな

という思いなんですが、悩みとして、いろんな

政策を打ち出すときに、世の中のデフレスパイ

ラル、みんなが小さく小さくなっていく、そう

いったところの問題もあるんじゃないかなと思

いまして、その辺の所感を聞いておきたいなと

思ったところです。部長の一言、何か。

非常に難しいんです○渡邊商工観光労働部長

、 、けれども 今の雇用情勢とかいろいろ見ますと

、 。有効求人倍率0.39 どんどん減っているんです

下っているんです。それから、この間、新聞等

でも出ましたけれども、産業界に、高校卒業、

中学校卒業、新規学卒者の就職のお願いに行っ

たわけですが、実は昨年同期と比べますと、が

くっと下がっていまして、昨年の８月末現在で

0.55だったのが 今は0.33という状況です 我々※ 、 。

としましては、これだけ、昨年秋以来、緊急対

策とかいろんな経済対策を打っているわけです

けれども、数値として具体的にあらわれてこな

いんです。ここを僕らは真剣に考えなきゃいけ

※56ページに訂正発言あり
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ないと、今ずっと思っています。

今度、経済産業省あたりが概算要求で、政権

がかわりまして、今ほごになっているような状

況でございますけれども、アメリカの過剰消費

時代が終わったということをまず書いているん

です。我々はそれに依存していた。これからは

内需、まず国内消費を伸ばそうと。さっき観光

の話がありましたけれども、そういうものと、

もう一つは、海外に、食品産業、日本の強い農

業、そういうものを外に売っていくといいます

か、昔は一億総中流という言葉が日本にありま

した。最近は、中国や東南アジア含めて、富裕

層が多くて、十億新中流というんだそうですけ

れども、そのあたりをねらって、日本の産業、

特に食品産業とか農業とか、そのあたりを打ち

出していこうということを言われています。

私は、結局、宮崎のことを考えたとき、今議

会でもいろいろ農商工連携とか食品産業の御質

問がありましたけれども、そっちのほうで雇用

を伸ばしていかねばと。行政が中に入って、そ

ういう産業を具体的につくっていくような、そ

れぐらいの意気込みがないと、これはできない

なと。雇用を吸収できないわけです。先ほど言

、 。いましたように 新規学卒者の就職がもうない

みんな県外に行ってしまう 今 みやざきアピー。 、

、ル課あたりでは移住対策をやっているんですが

移住対策どころじゃないんです。うちにおる青

年たちが、子供たちが外に出ていく、そっちを

とめるのが先だ、我々はそう思っていまして、

そのあたりの雇用をどこで吸収するかというこ

。 、とを具体的に考えないかんと そういう意味で

とにかく企業誘致も大事でございますし、企業

誘致も、本県の特徴に応じた食品産業とか、そ

、 、ういうものをやっていかないかんし それから

先ほど来、話が出ました観光消費というものを

伸ばしていかないかん。このあたりが今後の焦

点になるだろうと私は思っています。介護関係

の需要とか、我々、福祉保健部といろいろ話す

わけですが、こっちの吸収力は大したことはな

いんです。余り伸びないといいますか、我々と

しては、商工観光労働部が中心になって、製造

業や雇用を大きく吸収するような基幹的な企業

を起こしていくというのが一番大事かなという

ふうに思っています。

それと、ちょっと考えなきゃいけないのは、

前回の常任委員会でもちょっと御報告したんで

すけれども、１万人雇用で20年度1,870人という

数字を出したんです。県の行政あるいは県の施

策がかかわって雇用したカウントは1,870、とこ

ろが一方で、20年度は負債額1,000万以上の企業

の倒産が108社ありまして、1,828人が失業して

いるんです。それを考えますと、プラスマイナ

スゼロなんです。我々は、そういう数字に惑わ

されてはいけない、堂々とこういう数字を言え

、 、るような状況じゃないんじゃないか 一方では

そういう状況もあります。だから、そういう厳

しい認識を持ちながら、やっていく必要がある

と思っています。

これは太田委員の具体的な回答にならないわ

けですけれども、とにかく、新しい産業を興さ

なきゃいかんわけでございますけれども、我々

も限界がありまして、ただ、もうそういうこと

は言っておられない、とにかく高校を卒業した

子供たちが県外に出ていくというせっぱ詰まっ

た状態がありまして、そのあたりも本当に緊急

に考えなきゃいけない、今そういう認識でおり

ますので、どうか委員の皆様方もいろいろと、

我々、知恵が足りませんけれども、教えていた

だきたいなと思っています。

20年度から始まった、今、部長の○星原委員
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言葉の中にも出てきた農商工連携、要するに、

国のほうから新たな形でそういう事業が始まっ

たわけですね。20年度において商工観光労働部

としては、農商工連携の取り組みの中で予算的

なもの、あるいはこういった事業で農政なら農

、政とタイアップしながらやってきたというのを

どういったものがあったのか、披瀝していただ

けませんか。

まず、ファンドにつきまし○森工業支援課長

ては、ことしの３月につくったわけでございま

すけれども、それとあわせまして、まず推進体

制を整備しようということで、それまで農政水

産部のほうで窓口がございませんでしたので、

農政水産部のほうで一つ窓口をつくっていただ

いて、商工観光労働部の県の産業支援財団のほ

うと両輪で推進していこうという体制をつくり

ました。あわせまして、全庁的な推進体制とい

うことで農商工連携の推進会議というのも庁内

に立ち上げたところでございます。

あわせまして、20年度以降のお話になるかと

思いますけれども、農商工連携というもののＰ

Ｒがまだ浸透していないという問題がございま

すので、21年度につきましては、これに取り組

もうということで、そういう予算を組みまし

て、12月以降、これからになりますけれども、

、シンポジウムの開催あるいはマッチングフェア

そういったものを今後展開していくということ

でございます あわせまして 農商工連携のネッ。 、

トワーク会議、これは県内の農商工連携に関係

する機関、団体、そういう組織をつくっており

ますので、そこの中で今後、具体的にどういう

、 、ふうな展開を図っていこうかということで 今

事業を進めているという段階でございます。

157ページに、○みやざき農商工連○星原委員 新

携応援ファンド創設ということで、基金を創設

して、その果実で応援していこうという、新商

品なり、販路開拓にということなんですけれど

も、20億の中で果実が出てきて、どれだけの形

で応援できるのかと私は思うんです。農商工連

携で何か新たな商品開発したり、今まで弱かっ

た販路の開拓をやっていくためにどうするかと

、 、なると もう少し予算的なもの 東京事務所―

大阪事務所とか、いろんなところで誘致企業の

ほうではいろいろ取り組まれていますね。そう

いう形と同じで、農商工の流れの中で新商品が

生まれてくる、あるいは販路開拓していくとい

うことなので、基金の運用益だけで、果実だけ

で20年度やられてみて、どうなんですか。それ

で十分活用できた、あるいは新たな商品が生ま

れてくる方向性が見えたとか言えるんですか。

ファンドにつきましては、○森工業支援課長

具体的な連携体がやる場合について支援してい

くということで、運用益が3,700万ございます。

このうちの半分程度につきまして、この前、審

査会を開きまして、８事業に対して支援をする

ということを決定したわけでございます。残り

、 、の分につきましては 今募集中でございまして

また審査をして支援していきたいというふうに

考えております。

それから、こういった具体的な取り組み以外

にも、農商工連携関連ということでございまし

て、いろんな新商品の開発、そういった事業は

かなりございますので、そういったものも活用

しながら、やっていきたいというふうに考えて

いるところでございます。

教えていただきたいんですが、商○星原委員

工観光労働部も農商工連携の中の取り組みの支

援財団にそういう形で投げている部分もあるわ

けですけれども、今度、農政水産部あるいは県

内の企業、金融関係、そういう形をまぜて一緒
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になって、今後の宮崎のいろんな宝の部分であ

る素材を加工したり、あるいは新たなものを生

み出して販売していく、そういう検討機関、協

議機関は今できているんですか。

今のところ、農商工連携の○森工業支援課長

ネットワーク会議の中でやっていこうと思って

おります。地元の金融機関あたりも農商工連携

につきましては興味を示しております。事実、

近いうちではございますけれども、金融機関も

入ったような商談会をやりたいというふうなお

話は来ているところでございます。それから、

農商工連携、今のところは個別具体的な取り組

みを支援するということでやっておりますけれ

ども、例えば経済産業省あたりも、将来的には

もう少しこれを面的なものに広げられないかと

いう研究もされているようでございますので、

当面は、私どもといたしましては、こういった

具体的な取り組みをやりながら、将来的にはそ

ういった面的な取り組みまで広げられないかと

いうことを考えているところでございます。

これは確実にということじゃない○星原委員

んですが、私が都城のある企業の社長と話す中

で、鹿児島銀行なんかはすごく農商工のこれに

力を入れていますよという話で、要するに、宮

崎県ももうちょっとこういう分野に、加工分野

あるいは農商工の流れの中のいろんな産業に力

を入れるべきじゃないですかと言われたんです

が、どこまで鹿児島県がやっているのか見えな

いんですけれども、海外に向けての販路開拓と

か、いろんなことに向けてもかなり力を入れ出

しているという話なんです。我が宮崎県として

も、素材はあるわけですから、この素材を加工

したり付加価値をつけてどういうような形に

持っていくか、皆さん方の県の行政だけででき

る問題でもないですし、民官あわせて、あるい

はそういう形の中でいち早く何か生み出してい

かないと手おくれになるんじゃないか、そうい

う予感がするんです。国の制度をうまく利用し

て、引っ張り出せるものは引っ張り出して、そ

、の流れを早くつくるべきじゃないかなと思って

今そんな話をしているところなんですが、そう

いうことでこの事業の取り組みを積極的にやっ

てほしいなという気がしますので、ぜひお願い

をいたしたいと思います。

農商工連携に関連す○渡邊商工観光労働部長

るわけでございますけれども、６月補正で我々

としても５億円の補正をお願いしました。それ

から、農政水産部もやはり５億円補正をお願い

していまして、農政水産部のほうは、農地を活

用した食品産業等の展開、我々は普通の工業団

地で、業種は特定していませんが、我々のねら

、 。いとしては 食品産業的な立地をお願いすると

それに新エネルギーとか、そういうのも加味し

た産業はできないかと。具体的に、10億、こと

し、手当てしまして、今、我々サイドのほうは

公募していますし、農政水産部のほうも近々成

果が出るという話も聞いています。我々として

も、立地に向けた具体的な動きをしないといけ

ないということで、６月にも補正をお願いして

いますし、これは運用益だけの3,000数百万で

やっていますけれども、そういう事業もあると

いうことをひとつ御理解いただきたいと思いま

す。

ここで委員の皆様にお諮りいたし○宮原主査

ます。

本日の日程は午後４時までとなっております

が、このまま継続してよろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、引き続き、分科会を続○宮原主査

けます。
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今、話がありましたが、ぜひそう○星原委員

いう形で取り組みをお願いしたいと思います。

要望ということですので、よろし○宮原主査

くお願いします。

宮崎県はどうしても農業が基幹産○徳重委員

業でありますし、農業を大事にしなきゃいけな

い、第１次産業の農業を大事にしなきゃいけな

、 、いということと 農産物がたくさん収穫できる

農畜産物があるところですね。これを生かすこ

とが宮崎県の景気対策、景気浮揚にもつながっ

ていく、雇用にもつながっていく、こう考えま

すときに、私はずっと前から考えているんです

が、冷凍食品をいかにこれからつくっていくか

というのが大きな課題だと思っているんです。

ホウレンソウでもそうですが、いろんな野菜が

ありますが、全部、瞬時に冷凍してしまうわけ

、 。 。ですから 最も新鮮だと 魚でもそうなんです

、 、鮮度からいったら 魚でもすぐ完全冷凍すれば

最も新鮮だと言われているんです。これをつく

り上げていくということが非常に大事かなと。

野菜類でもそうですが 都城の例のイシハラフー、

ズさんでもそうですが、畑から収穫したものを

選別して、すぐ冷凍してしまう。これだと、年

。 、 。間を通して出荷できる そして 在庫を持てる

輸出もできる。いろんなことで冷凍技術をどう

生かすかというのがこれからの最大課題だと思

うんです。原材料は地元調達できるわけですか

ら、この技術を何とか生かすことが農商工の最

も大事なことではなかろうかなと。冷凍関係の

技術開発みたいなのを宮崎県はやっているんで

すか。

食品の保存につ○河野工業技術センター所長

きましては、食品開発センターのほうで、乾燥

や冷蔵冷凍、あるいは真空パックにするとかあ

、 、るだろうと思うんですが 冷凍に関しましては

既に民間企業のほうでほとんど進んでいるとい

う状況だと思います。食品を保存していくとい

うことになりますと、後は、冷凍に向いている

か、乾燥ということもありますし、冷蔵という

こともあります。

一つ紹介をいたしますと、私どものほうでこ

としから安価な冷蔵装置の研究開発を始めたん

ですが、冷蔵装置につきましても、いろんな農

作物がありますが、既にかなりのものは冷蔵で

きる装置がございます。ただ、私どもの研究員

から聞いた話ですけれども、零度から10度Ｃの

間が国内あるいは世界的にも空白になっている

ということから、私どもとしては、零度から10

度ぐらいの間で保存するということの取り組み

に価値があるんじゃないかということで、現在

まだ設計段階ですけれども、一つ進めておりま

す。

委員おっしゃるような冷凍とは違いますが、

冷凍装置につきましては、いろんなメーカーが

既にいろんな冷凍装置というのを開発しており

ますので、後はそれをいかに活用するか、これ

はコストの問題もございますし、大きな装置を

入れれば大きなお金がかかりますし、電気代も

かかります。ですから、製品によって、乾燥と

いう形、冷蔵という形、冷凍という形、いろい

ろあると思いますが、それを組み合わせていく

ということになるんではないかというふうに

思っております。

前、星原委員から聞いたこともあ○徳重委員

るんですが、宮崎はいい肉がとれる、これを売

り出す方法は何か。やはり冷凍して、一人で食

べられる、夫婦で食べられる、小さなすき焼き

ができる、それも冷凍なり、温度をある程度低

目にしたものでさっと売れるような体制をとっ

ておれば、買ってきて、ちょっと小さい鍋です



- 55 -

き焼きができて、おいしく食べられるというよ

うなことも言われておりましたが、それをする

にしても、相当な手間がかかるわけです。これ

は人手が物すごく要るんです。例のホウレンソ

ウの冷凍だって、イシハラフーズさんだって100

数十人いらっしゃいます。とにかく、野菜類、

生ものというのは、手がかかるんです。ブロイ

ラーでもそうです。ブロイラーも都城、何カ所

かありますが 何百人という従業員がいらっしゃ、

るわけですが、手がかかるんです。そのまま機

械に投げるわけにはいかんから、ちゃんと手で

する仕事が非常に多いわけです。そういったこ

とを考えると、農産物の加工あるいは冷凍まで

持っていって、ちゃんと販売ルートに乗せてい

くということになると、100人、200人、300人ぐ

、らいの事業所は幾らでもできるんじゃないかと

私は考えたりするわけで、冷凍冷蔵技術という

のを早く確立して、何とか宮崎県独自のものを

、つくり出していくというのは考えていかないと

雇用の拡大にはつながっていかないのかなと

思っておるところです。私の考え方ですけれど

も、一応要望という形で結構ですが、ひとつ検

討をよろしくお願いしておきたいと思います。

要望ということですので、十分検○宮原主査

討していただきたいと思います。

宮崎県の商工観光の振興のために○野辺委員

は、企業誘致も結構でしょう。また、補助金を

流すのも結構でしょう。また、補助事業に取り

組むのも結構だと思うんですが、私は、既存の

やる気のある中小企業者、挑戦する中小企業者

の支援のためには、何といっても資金需要にこ

たえるということが最大の問題だと思っている

んです。そこで、169ページ、20年度の中小企業

融資制度貸付金、298億円余の金額が金融機関に

預託されたわけですが、これを原資として、金

融機関の貸し出し全体の枠は幾らまであったん

ですか。

平成20年度の融資枠全体○安田経営金融課長

が900億3,900万円でありました。

900億の枠で4,438件の512億円余が○野辺委員

融資されたということでありますが、19年度

が2,832件の328億ですから、随分と活用された

と思うんですが、それでもまだ400億近くの枠が

残っておったと思うんですが、まだまだ活用の

余地があったんですが、その中で貸し渋りとか

いうのはなかったんでしょうか。

ただいまの数字で、全体○安田経営金融課長

の枠が900億余でしたが、ここにありますのは、

新規の融資枠が512億3,000万円余、過去の融資

を含めて最終的には融資残高は772億4,400万と

いうことになりました。今お話しの、いわゆる

貸し渋りですけれども、特に中小企業の金融対

策というのは重要だということでありまして、

国におきましても、金融庁の直接の指導等がご

ざいまして、そういったことのないようにとい

う指導があったというふうに聞いております。

、 、 、私どものほうも 直接 県内の金融機関に対し

特に昨年10月末からの緊急保証 セーフティネッ、

ト貸付等の活用により、そういった貸し渋り等

のないようにということで、積極的な働きかけ

等を行ってきたところでございます。

20年度の決算には関係ないんです○野辺委員

が 決算を踏まえて今後に生かすために 今の21、 、

年度で現時点ではどれぐらいの融資件数と枠に

なっておるんでしょうか。

今年度の新規の貸し付け○安田経営金融課長

が、８月末ですけれども、1,912件の188億4,158

万7,000円 過去の累計を含めまして 803億5,172、 、

万1,000円という状況になっております。

信用保証協会の損失補償金が20年○野辺委員
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度で１億5,200万円余になっていますが、こうい

う形の中で県のほうも力を入れてもらって、今

後、貸し渋り等のないようにぜひひとつお願い

しておきたいと思います。

先ほど太田委員の質○渡邊商工観光労働部長

問の中で私が答えた中に、新規学卒者の求人倍

率でございますけれども、昨年８月末は0.55と

言ったそうですけれども、0.53でございますの

で、よろしくお願いします。

企業誘致にしても、観光にして○西村副主査

も、他県の企業や他県の人のニーズを酌み取る

ということは非常に難しいところであると思い

ますし、先ほど観光推進課長からもあったよう

に、どうしても本県にあるものを売りたがって

しまって、それがねらいと外れてしまう場合も

多々あると思うんですが、例えば企業誘致コー

ディネーターの方とも話をしました。企業もい

ろんなところを回っていらっしゃって、逆にい

ろんな情報を持ち帰ってくるんです。こうした

ほうがいい、ああしたほうがいいというのは、

逐一こちらにも入ってくると思いますし、それ

をどうフィードバックしていくかという話があ

ります。また、観光にすれば、みやざき大使や

応援隊というものがあって、交流会までやられ

て、そこで県の職員の方には、ああしたほうが

いい、こうしたほうがいいという情報が物すご

く入っていると思うんです。我々に入ってくる

何十倍も入っていると思うんですけれども、そ

ういったフィードバックされたことをどう生か

していくのか、もしくは入ってきたのを部内で

どう処理していくのかというのをお伺いしたい

と思います。

企業誘致コーディ○山口企業立地推進局次長

ネーターの皆さんにつきましては、昨年８月か

ら就任していただいておりますが、今、企業を

回る案件ごとに、その状況についてはメールで

逐一情報をいただいております。いろいろアド

バイスもいただくんですが、それとあわせて、

市町村の職員の皆さんも一生懸命、誘致につい

ては取り組んでいただいています。私ども、協

議会を７つぐらい持っていますけれども、そう

いった協議会の研修会等においでをいただきま

して、私どもを交えて職員の皆様と実際の企業

の生の声、例えばこういう情報企業を回ったん

だけれども、人材的にはこういう人がというお

話とか、いろいろいただきます。設置場所につ

きましても、西都・児湯にこういうのがあって

もいいんじゃないかとか、いろんな情報をいた

だいて、そういったものをまた市町村、私ども

も持ち帰りまして、いろいろとこれからの戦略

の参考にさせていただいております。こういっ

た機会をぜひ毎年設けてほしいということで市

町村のほうからも依頼が来ていますので、そう

いったいろんな情報を活用できる場をいろいろ

。考えていきたいというふうには考えております

、○西村副主査 そういうことなんですけれども

相手が企業とか、観光にしたら、ブームもあり

ますけれども、僕は、スピード感だと思うんで

す。企業誘致コーディネーターの方でもそうで

すけれども 話すと 例えば昭和シェルソーラー、 、

が宮崎に来られて、第１工場を建てられて、実

際に稼働し始めたとき その時点で新エネルギー、

の集積地みたいなのを将来目標にしてやってい

るわけなんです。やっと先日、新エネルギーの

協議会のようなものを県も立ち上げて、皆さん

の力ももってして産学官も協力してやるような

体制ができたんですが、これもスピード感から

考えると、１年、２年おくれの立ち上げになっ

ていると思うんです。早くからこういうものが

必要だという声も私のところにも来ていました
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し、当然、皆さんのところにも早くに耳に入っ

ていたと思います。特に企業というのはスピー

ド感を大事にするものですから、いただいた情

報をフィードバックして早く返す、そうしない

と、もっといい自治体とか、もっといい適地が

あれば、ほかの地区に行ってしまう、もしくは

観光であれば、ほかのブームに乗ってしまうと

いうことも今後あり得るかなと思いまして、だ

からこそ、部内ではフィードバックに対しては

どういう処理をしていくのか、多額の予算がか

かるものであれば単年度では無理かもしれませ

んけれども、内部処理の仕方はどうかを伺いた

いんです。

内部処理の仕方とい○渡邊商工観光労働部長

うか、そういう情報を全部部内で共有する、ま

。 、ずこれをしなきゃいけないと思います そして

やっぱりトップの責任だと思います 私に上がっ。

てくれば、各課長に指示して、すぐ対応する、

そういう情報もあれば、課長どまりの情報もあ

るかもしれません。そのときすぐ課長が対応し

ていくと。これは努めて我々職員の仕事のやり

方、姿勢論じゃないかなと、今お聞きして思い

ます。これを何かシステム化するとか、当然そ

ういうこともあるかもしれませんけれども 我々、

の姿勢がスピード感を持って、しかもすぐそれ

を具体的な行動に結びつけるような指示を的確

に上が出していく、それが一番かなと、今お聞

きしまして思いましたので、これから十分その

あたりは注意しながらやっていきたいと思いま

す。

力強い部長のお答え、非常にあ○西村副主査

りがたいし、これは商工観光労働部に限ったこ

とでもないし 知事も再三再四 スピードと言っ、 、

ていますけれども、まだそれが職員の皆様方に

も伝わっていないこともあると思いますので、

県庁全体としてもそういうふうに努めて当たっ

て、特に企業誘致や観光とか、他県の方と接す

る、下手したらワンチャンスしかないような状

況というのは多々あると思いますので、これは

要望ですが、ぜひよろしくお願いしたいと思い

ます。

先ほど新エネルギーの集積○森工業支援課長

地の事業のお話が出ましたので、これにつきま

しては、私ども工業支援課といたしましても、

取り組みをやりたいということで、これは19年

ごろから検討を開始しまして、20年度の新規事

業で先端産業みやざき集積事業というのを起こ

しまして、その中で太陽電池、航空機産業を今

後振興させていこうということで、民間企業も

一緒になりまして 工場見学をしたり セミナー、 、

、 、を開いたり いろいろ勉強会を開いてきまして

ようやくみんなで一緒にやろうというふうな体

制ができたということで、今後このような協議

会を立ち上げるという経緯がございました。

ほかにございませんか。○宮原主査

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、ないようですので、以○宮原主査

上をもって商工観光労働部を終了いたします。

執行部の皆様、長時間御苦労さまでした。

暫時休憩いたします。

午後４時15分休憩

午後４時16分再開

分科会を再開いたします。○宮原主査

あすの分科会は午前10時に再開し、県土整備

部の審査を行うことといたします。

そのほか、何かありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

以上をもって本日の分科会を終了○宮原主査

いたします。委員の皆様、お疲れさまでした。
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午後４時16分散会
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平成21年10月９日（金曜日）

午前10時０分再開

出席委員（９人）

主 査 宮 原 義 久

副 主 査 西 村 賢

委 員 星 原 透

委 員 野 辺 修 光

委 員 黒 木 正 一

委 員 太 田 清 海

委 員 井 上 紀代子

委 員 徳 重 忠 夫

委 員 坂 口 博 美

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

県土整備部

県 土 整 備 部 長 山 田 康 夫

県土整備部次長
岡 村 巌

（ 総 括 ）

県土整備部次長
児 玉 宏 紀

(道路･河川･港湾担当)

県土整備部次長
藤 原 憲 一

(都市計画･建築担当)

高速道対策局長 渡 辺 学

管 理 課 長 成 合 修

用 地 対 策 課 長 服 部 芳 邦

部参事兼技術企画課長 岡 田 健 了

部参事兼工事検査課長 冨 髙 康 夫

道 路 建 設 課 長 濱 田 良 和

道 路 保 全 課 長 大 寺 重 樹

河 川 課 長 大田原 宣 治

ダ ム 対 策 監 小 嶋 雄一郎

砂 防 課 長 平 田 一 善

港 湾 課 長 野 田 和 彦

空 港 ・ ポ ー ト
前 田 安 徳

セールス対策監

都 市 計 画 課 長 黒 田 博 司

公園下水道課長 東 康 雄

建 築 住 宅 課 長 佐 藤 徳 一

営 繕 課 長 川 﨑 俊一郎

高速道対策局次長 河 野 俊 春

事務局職員出席者

議 事 課 主 査 前 田 陽 一

議事課主任主事 吉 田 拓 郎

分科会を再開いたします。○宮原主査

平成20年度決算について執行部の説明を求め

ます。

なお、全体の説明時間が長時間に及ぶことか

ら、前半、後半の２つに分けて説明をお願いし

ます。

委員の質疑は、前半、後半、それぞれの説明

がすべて終了した後にお願いをいたします。

。○山田県土整備部長 県土整備部でございます

当分科会で御審議いただきます平成20年度決

算の認定について、その概要を御説明いたしま

す。

提出しております決算特別委員会資料の１

ページをお開きください。まず、主要施策の成

果についてでございます。宮崎県総合計画の分

野別施策体系表により説明いたします。左から

基本目標、中ほどが施策の基本方向、そして右

端が施策の基本方向（最下層）となっておりま

す。まず、県土整備部の柱の１つであります基

本目標「くらしの舞台づくり」についてであり

ます。施策の基本方向「自然と共生した環境に

やさしい社会づくり」としまして、建設リサイ
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クルの推進 公共下水道の整備 ふるさとの道・、 、

川・海愛護ボランティア支援など、本県の豊か

な自然環境と良好な生活環境を生かし、人と自

然が共生した循環型社会を目指す舞台づくりに

取り組みますとともに、施策の基本方向「快適

で人にやさしい生活空間づくり」としまして、

沿道修景美化推進、美しい景観づくり、公営住

宅の建設、国県道の整備など、だれもが快適に

暮らせる、人にやさしいまちづくりに努めたと

ころであります。さらに、施策の基本方向「安

全で安心な暮らしの確保」としまして、交通安

、 、全施設の整備 洪水ハザードマップの作成支援

並びに災害に強い県土づくりのため、河川の改

修、砂防設備の整備、急傾斜地崩壊対策などに

取り組んだところであります。

次に、基本目標の２つ目「経済・交流の舞台

づくり」についてであります。施策の基本方向

「工業・商業・サービス業などの活性化」とし

まして、経営相談、新分野進出セミナー、建設

事業協同組合等貸付など、技術と経営にすぐれ

た建設業者が伸びていける環境づくりの推進に

努めたところであります。また、施策の基本方

向「経済・交流を支える基盤づくり」としまし

て、県政の最重要課題であります東九州自動車

道を初めとする高速道路網の整備促進や港湾整

備など、広域交通ネットワークづくりに取り組

んだところであります。

次に、平成20年度決算の状況について御説明

いたします。お手元の別紙資料をごらんくださ

い。平成20年度県土整備部決算概要についてで

ございます。一般会計の予算措置状況は、予算

、 、額984億788万3,820円 これに対する執行状況は

支出済額が769億8,719万9,316円、翌年度への繰

越額が210億8,507万9,000円 不用額が３億3,560、

万5,504円となっております。執行率は78.2％、

翌年度への繰越額を含めますと99.7％となりま

す。なお、翌年度への繰り越しの主な理由とい

たしましては、用地交渉や工法の検討等に日時

を要したことや、国の予算内示時期の関係等に

より工期が不足したことなどによるものであり

ます。

次に、特別会計について御説明いたします。

まず、宮崎県公共用地取得事業特別会計であり

ますが、予算額28億2,058万1,923円、これに対

、 、する執行状況は 支出済額が27億765万6,553円

翌年度への繰越額が１億954万9,511円、不用額

が337万5,859円となっておりまして 執行率96.0、

％、翌年度への繰越額を含めますと99.9％とな

ります。なお、翌年度への繰り越しの理由とし

ましては、用地取得に伴う移転先の選定等に日

時を要したことによるものでございます。

次に、宮崎県港湾整備事業特別会計について

でありますが、予算額16億4,372万6,000円、こ

れに対する執行状況は、支出済額が16億2,635

万2,943円、不用額1,737万3,057円、執行率98.9

％となります。

次に、監査における指摘事項についてであり

ます。平成20年度県土整備部に係る監査では、

指摘事項が10件、注意事項が19件、要望事項が

１件、合計30件の指摘を受けております。この

主な概要を御説明いたしますので、委員会資料

にお戻りいただきたいと思います。５ページを

お開きください。まず、収入事務についてであ

ります。県営住宅使用料について、県営住宅管

理システムへのデータ入力誤りにより住宅使用

料の算定誤りが発生していたことや、収入未済

が前年度と比較して増加しているとの指摘であ

ります。県営住宅使用料の算定誤りにつきまし

ては、国富町の向陽団地における算定誤りの判

明後、直ちに入居者に対する説明会、戸別訪問
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を行いまして、過大徴収となっております入居

者に対しましては、速やかに正しい家賃に改定

するとともに、家賃を過大に徴収していた入居

者へは過大徴収分等を還付することとしたとこ

ろであります。なお、その他の団地につきまし

ても、一部に算定誤りがあることが判明しまし

たので、同様の措置を講じることとしておりま

す。今後、このような事態を招くことがないよ

う、家賃決定におけるすべての過程において複

数職員によるチェックを行うことや、入居時に

間取り等の書面を提示し、入居者による確認を

していただくなどの事務処理上のマニュアルを

、 。早急に整備し 再発防止の徹底に取り組みます

また、県営住宅使用料の収入未済額増加につ

きましては、指摘を受けました土木事務所はも

とより、各事務所におきまして、一層の収入促

進に努めてまいります。

このほか、利用者に料金を求めております砂

防設備の占用料や入港料などで調定事務のおく

れや納入期限を誤っているとの指摘を受けてお

ります。これらにつきましても、複数職員によ

るダブルチェックなど、再発防止の徹底に取り

組むこととしております。

次に、６ページをごらんください （２）の支。

出事務であります。市町村に対する補助事業、

宮崎県人にやさしい公営住宅支援費補助金につ

いて、事業主体が県に提出すべき年度終了実績

報告書が提出されていなかったとの指摘であり

ます。報告書が未提出であった市町村に対して

は、直ちに年度終了実績報告書を提出させたと

ころであります。

このほか、ごらんのとおり、委託契約書に定

めのない前払い金が支払われていたこと、通勤

手当の認定誤りによる過払いがあったことの指

摘であります。

次に、７ページをごらんください （４）の工。

事の施工であります。地すべり激甚災害対策特

別緊急工事現場業務委託について、別途契約す

べき業務を変更契約により処理していたとの指

摘であります。指摘を受けました土木事務所は

もとより、各事務所に対して安易な契約変更処

理は行わないよう徹底してまいります。

、（ ） 。 、次に ５ の物品の管理であります これは

公用車運転中にガードレールに接触した自損事

故にかかわるもので、財務規則に定められた損

。傷報告書が未提出であったとの指摘であります

直ちに、総務事務センターへ処理てんまつ書を

添えて報告書を提出しております。

、監査指摘の概要については以上でありますが

これらを含め、監査指摘をされました事項につ

きましては、今後、このようなミスが起きない

よう職員への注意喚起を行いますとともに、規

則に基づく適正な事務処理を指導徹底してまい

ります。

なお、平成20年度宮崎県歳入歳出決算審査及

び基金運用状況審査意見書においても、留意・

改善等の要望がありました。これらについては

後ほど関係課長から説明いたします。

以上、平成20年度決算状況、監査指摘事項に

ついて説明いたしましたが、決算の詳細につき

ましては、それぞれ担当課長等から説明させま

すので、御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。

なお、本日、営繕課の上門施設保全対策監は

忌引のために欠席をいたしております。以上で

あります。

管理課でございます。県土整○成合管理課長

備部に係る共通事項と管理課の所管事項につい

て御説明いたします。

初めに、資料の説明と各課の説明の要領につ
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いてでございます。各課が本日の分科会で説明

に使用いたします議会提出資料は、１つ目とし

て平成20年度宮崎県歳入歳出決算書、２つ目に

平成20年度決算に関する調書、３つ目として主

要施策の成果に関する報告書、最後に、宮崎県

歳入歳出決算審査及び基金運用状況審査意見書

でございます。このうち宮崎県歳入歳出決算書

と決算に関する調書につきましては、県土整備

部関係分を抜粋しまして、お手元の決算特別委

員会資料にまとめております。各課のほうは、

この委員会資料と主要施策の成果に関する報告

書によって説明を行いますので、よろしくお願

いいたします。

それではまず、県土整備部に係る共通事項に

ついて御説明いたします。委員会資料の２ペー

ジをお開きください。平成20年度歳出決算事項

別明細総括表（課別内訳）でございます。この

表は、ただいま部長が御説明いたしました予算

額、支出済額、翌年度繰越額等を各課別に整理

したものでございます。

次に、３ページから４ページをごらんくださ

い。先ほどの２ページの表を科目別に集計した

ものでございます。説明は省略させていただき

ます。

それでは次に、管理課の決算について御説明

します。同じ委員会資料の９ページをお開きく

ださい。９ページ、10ページが管理課分でござ

いますが、10ページ、管理課計の欄をごらんく

ださい 平成20年度の決算額は 予算額22億3,551。 、

万7,000円、支出済額20億9,427万7,862円、不用

額１億4,123万9,138円となっております。執行

率は93.7％となります。

次に、目の執行率が90％未満のものはござい

ませんが、執行残が100万円以上のものについて

。 。御説明いたします ９ページにお戻りください

まず、土木総務費の不用額は１億3,880万5,556

。 、 、円でございます これは主に 県費職員の給料

職員手当等の人件費でございますが、県費で支

出を予定していた人件費を、補助公共事業等で

認められる人件費増額に伴いまして、補助公共

事務費に振りかえたことによるものでございま

す。

次に、10ページをごらんください。建設業指

導監督費の不用額でございますが、243万3,582

円でございます。不用額の主なものは補助金で

ございまして、これは、建設産業に対する経営

基盤強化支援事業として新分野進出の補助金を

交付しておりますけれども、そのうち１業者が

年度末の３月末に事業計画の変更により交付申

請を取り下げたことなどによるものでございま

す。

続きまして、主要施策の成果について御説明

いたします 主要施策の成果の管理課のインデッ。

クスがついております257ページをお開きくださ

い。まず、施策体系区分の４）情報通信環境の

整備でございます。施策推進のための主な事業

及び実績の欄をごらんください。公共事業支援

統合情報システム構築でございます。主な実績

内容の欄にございますように 公共事業情報サー、

ビスは、県が発注いたします入札や契約の情報

を県庁ホームページで閲覧できるものでござい

ます。電子入札システムにつきましては、そこ

に記載しておりますように、年間6,613件の入札

を実施したところでございます。また、建設業

、者に対して電子入札と電子納品の研修を実施し

あわせて県職員には電子納品の研修等を実施し

たところでございます。施策の成果等でござい

ますが、建設工事及び建設関連業務の入札を電

子入札で運用するとともに、地域企業育成型の

総合評価落札方式の導入など、制度見直しに対
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応した機能整備、改修等を行ったところでござ

います。これによりまして、入札の透明性、利

便性の向上などが図られていると考えておりま

す。今後とも、システムの円滑な運用に努めて

まいりたいと考えております。

次に、258ページでございますが、施策体系区

） 。分の１ 挑戦する中小企業への支援であります

施策推進のための主な事業及び実績の欄をごら

んください。建設業指導事業でございます。こ

れは、建設業許可や経営事項審査を実施いたし

ましたほか、県内各地で建設業者の研修会を開

催し 許可制度や建設業法等について指導を行っ、

ております。また、経営相談窓口の設置あるい

は新分野進出セミナーの開催、あわせて新分野

での定着促進のための助成、さらに建設事業協

同組合等への融資原資の貸し付け等によりまし

て、経営基盤の強化に取り組む業者を支援いた

しております。最後に、施策の成果等でござい

ますが、建設産業を取り巻く経営環境は依然と

して大変厳しい状況でございますが、経営相談

を初め、新分野進出セミナーや新分野進出に対

する補助金などの支援を行い、経営基盤強化の

機運の醸成や環境整備が図られたものと考えて

おります。引き続き、技術力や経営基盤の強化

に積極的に取り組む地域の建設業者を重点的に

。育成支援していく必要があると考えております

なお、監査委員の決算審査意見書に関して、

特に報告すべき事項はございません。以上でご

ざいます。

。○服部用地対策課長 用地対策課でございます

当課の決算について御説明をいたします。

委員会資料の11ページから13ページでありま

すが、当課の予算は一般会計と特別会計がござ

いますので、まず一般会計のほうから御説明を

いたします。11ページの一般会計の計の欄をご

らんください 平成20年度の決算額は 予算額13。 、

億493万1,000円、支出済額13億465万6,994円、

不用額27万4,006円となっておりまして、執行率

は99.9％となります。

なお、執行残が100万円以上及び執行率が90％

未満のものはありません。

次に、12ページをごらんください。公共用地

取得事業特別会計についてでありますが、決算

額につきましては、先ほど部長が説明をいたし

ましたので、省略させていただきます。

なお （目）土木総務費でございますが、不用、

額337万5,859円となっております。これは、予

定しておりました用地補償案件について、補償

の相手方との合意が得られず契約に至らなかっ

たために、用地補償費の執行残が生じたことが

主な理由でございます。

執行率が90％未満のものはありません。

用地対策課の一般会計、特別会計を合わせま

した決算につきましては、予算額41億2,551

万2,923円、支出済額40億1,231万3,547円、翌年

度繰越額１億954万9,511円、不用額364万9,865

円となっておりまして、執行率は97.3％で、翌

。年度への繰越額を含めますと99.9％となります

次に、13ページをお開きください。特別会計

の歳入についてでありますが、歳入合計の欄を

。 、ごらんください 予算現額28億2,058万1,923円

収入済額30億3,492万7,758円となっておりまし

て、収入未済額はありません。なお、収入済額

が予算現額を２億1,434万5,835円上回っており

ますが、これは、平成20年度２月補正後の事業

課からの繰入金の増が主な理由でございます。

、 。次に 主要施策の成果についてでございます

報告書の259ページをお開きください。公共事

業用地取得の推進であります。これは、公共事

業を円滑に推進するために特別会計による公共
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事業用地の先行取得を行うものであります。平

成20年度は、中村木崎線ほか７事業につきまし

て、用地取得を行ったところであります。

次に、監査委員の決算審査意見書についてで

ございますが、特に報告すべき事項はありませ

ん。

用地対策課は以上でございます。

。○岡田技術企画課長 技術企画課でございます

当課の決算について御説明いたします。

委員会資料の14ページでございます。技術企

画課計の欄をごらんください。当課の平成20年

度決算額は、予算額３億4,871万3,000円、支出

、 、済額３億4,806万8,620円 不用額64万4,380円で

執行率99.8％となります。

なお、目の執行残が100万円以上及び執行率

が90％未満のものはございません。

次に、主要施策の成果について御説明いたし

ます。

報告書の技術企画課のインデックス、206ペー

ジをお開きください。１）の環境への負荷が少

ない循環型社会づくりでございます。この施策

は、廃棄物の発生抑制、適正処理を推進すると

ともに、循環型社会の形成に貢献する環境にや

さしい製品の積極的な利用を促進するものであ

ります。技術企画課では、建設副産物のリサイ

クル推進に取り組んでおります。施策推進のた

めの主な事業及び実績の表をごらんください。

建設工事リサイクル推進におきましては、建設

発生土情報交換システムを活用し、建設発生土

の有効利用を行うなど、宮崎県建設リサイクル

推進計画に基づき、官民一体となった建設副産

。物のリサイクル推進を図ったところであります

、 、また 宮崎県新技術活用促進システムを活用し

リサイクルに関する技術の登録と利用の促進を

図ったところであります。施策の成果等につき

ましては、コンクリート塊やアスファルト塊な

どの建設副産物について、分別解体、再資源化

が着実に進められたところであります。今後と

も、環境への負荷の少ない循環型社会を構築す

るための取り組みを推進してまいりたいと考え

ております。

次に、261ページをごらんください。２）の建

設業対策の推進でございます。この施策は、公

共工事の品質低下を防止するため、施工体制監

視チームによる施工体制の重点点検を実施し、

品質確保を図るものであります。施策推進のた

めの主な事業及び実績でございます。公共工事

品質確保強化におきましては 施工体制監視チー、

ムによる施工体制の重点点検を577件実施したと

ころであります。なお、この件数には、環境森

林部及び農政水産部発注の工事点検も含まれて

おります。施策の成果等につきましては、元請

業者だけでなく、下請業者を含めた全体の施工

体制の重点点検を実施するとともに、必要に応

じ元請業者に対して適切な指導を行ったところ

であります。今後とも、引き続き施工体制の重

点点検を実施し、公共工事の品質確保を図って

まいりたいと考えております。

なお、監査委員の決算審査意見書に関して、

特に報告すべき事項はございません。

技術企画課につきましては、以上でございま

す。

道路建設課の決算につい○濱田道路建設課長

て御説明いたします。

資料の15ページから17ページでございます

が、17ページの計の欄をごらんください。当課

の平成20年度の決算額は、予算額が295億8,315

万2,000円、支出済額が222億386万3,000円、翌

年度への繰越額が73億7,854万2,000円、不用額

が74万7,000円、執行率は75.1％、翌年度への繰
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越額を含めますと99.9％となっております。

目の不用額が100万円以上のものについては該

当がございません。執行率が90％未満の項目に

ついてでございますが、15ページに戻っていた

、（ ） 。だきまして 目 道路新設改良費でございます

執行率が69％となっておりますが、これは主に

繰り越しによるものでございます。

次に、主要施策の成果について御説明いたし

ます。

報告書の道路建設課のインデックスのつきま

した262ページをごらんください。３）の地域交

通ネットワークづくりについてでありますが、

主な事業及び実績について御説明いたします。

まず、公共道路新設改良でありますが、この事

業は、国の補助を受けて県内国・県道の拡幅整

備等を実施するものでございまして、一般国道

では、道路改築事業で国道218号ほか６路線で事

業を実施し、完成及び一部供用も含め3,700メー

トルを、特殊改良では国道219号ほか５路線

。 、で1,430メートルを供用いたしております また

地方道では、都城東環状線ほか４路線で事業を

実施し、408メートルを供用いたしております。

次に、263ページをごらんください。地方道路

交付金でございますが、この事業は、国から地

方道路整備臨時交付金の交付を受けまして、道

路の拡幅整備を実施するものでございまして、

一般国道では、国道218号ほか８路線で事業を実

施しております。また、地方道では、宮崎西環

状線ほか49路線で事業を実施し、完成及び部分

供用を含めまして、9,270メートルを供用いたし

ております。

次に、施策の成果等でございますが、①から

④に掲げてございますように、本県の基礎的な

社会基盤としての道路の整備を進めてきており

まして、先ほど御説明しましたように、平成20

年度におきましては、新たに約14.8キロメート

ルの区間について完成供用をいたしたところで

ございますけれども、今後とも、必要な道路に

つきまして、効率的、効果的に整備を進めるこ

ととしております。

、 、最後に 監査委員の決算審査意見書に関して

特に報告すべき事項はございません。

道路建設課は以上でございます。

。○大寺道路保全課長 道路保全課でございます

当課の決算について御説明いたします。

決算特別委員会資料の18ページから21ページ

でありますが、まずは21ページの道路保全課計

。 、をごらんください 当課の平成20年度決算額は

予算額184億8,505万3,820円、支出済額137

億5,968万6,068円、翌年度繰越額47億2,512

万7,000円、不用額24万752円、執行率74.4％で

ございまして、翌年度繰越額を含めますと99.9

％となります。

次に、目の執行残が100万円以上のものはござ

いませんので、執行率が90％未満のものについ

て御説明いたします。18ページへお戻りくださ

い。まず （目）道路橋梁総務費ですが、執行率、

が74.7％となっております 続きまして 19ペー。 、

ジをお開きください （目）道路維持費ですが、。

執行率が74.8％となっております。最後に、20

ページになりますが （目）橋梁維持費ですが、、

執行率が68.0％となっております。これらは、

いずれも事業の翌年度への繰り越しに伴い、執

行率が90％未満となったものであります。

続きまして、主要施策の成果について御説明

いたします。

報告書の道路保全課のインデックス、264ペー

ジからですが、主な事業を説明させていただき

ます。まず、266ページをごらんください。３）

の地域交通ネットワークづくりの地方道路交付
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金であります。宮崎須木線ほかで交通安全事業

での自転車歩行者道の整備や、日之影宇目線ほ

かで災害防除事業での落石対策等を行っており

ます。施策の成果等といたしましては、交通環

境の安全性や利便性が向上しており、今後も、

計画的に道路の整備や維持管理を行う必要があ

ると考えております。

続きまして、３の安全で安心な暮らしの確保

の１）の交通安全対策の推進についてでありま

す。267ページをごらんください。まず、１番目

の公共交通安全施設ですが、宮崎北地区などに

おいて自転車歩行者道や電線共同溝の整備等を

実施しております。

続きまして、県単道路維持でありますが、県

が管理する国道16路線、県道197路線において、

路面、のり面、安全施設等の日常的な維持補修

を実施しております。

268ページをお開きください。施策の成果等と

いたしましては、交通環境の安全性、快適性が

向上してきており、今後も、引き続き計画的な

交通安全施設等の交通環境を整備する必要があ

ると考えております。

続いて、３）の災害に強い県土づくりについ

てであります。公共道路維持でありますが、国

道218号ほか２路線で落石防止対策やトンネル補

修を、また同じく国道218号ほか２路線で橋梁の

補修工事を実施しております。

269ページをごらんください。施策の成果等と

いたしましては、緊急輸送道路について着実に

整備を進めておりますが、まだ未対策箇所が多

く残っており、引き続き、計画的に対策を講じ

る必要があると考えております。

次に、指摘・要望の処理状況でありますが、

監査委員の決算審査意見書に関しまして、特に

報告すべき事項はありません。

道路保全課は以上でございます。

高速道対策局でござい○渡辺高速道対策局長

ます。当局の決算について説明します。

委員会資料の49ページと50ページです 50ペー。

ジの高速道対策局計をごらんください。平成20

年度の決算額は、予算額で37億94万6,000円、支

出済額で35億5,412万9,808円、翌年度繰越額が

、 、１億3,386万4,000円 不用額が1,295万2,192円

執行率が96.0％ 翌年度繰越額を含めますと99.7、

％となっております。

目の執行率が90％未満のものはありません。

次に、執行残が100万円以上のものについて御

説明をいたします。道路橋梁総務費の不用額

は1,295万2,192円となっておりまして、これは

主に委託料でして、西日本高速道路株式会社か

。らの受託費の確定などによるものでございます

続きまして、主要施策の成果についてでござ

います。

報告書の高速道対策局のインデックス、296

ページをお開きください。まず、施策推進のた

。めの主な事業及び実績について説明いたします

高速道路網整備促進につきましては、高速道路

網の早期実現に向けて各種大会やシンポジウム

などの開催、国及び関係機関などへの要望活動

を実施したものでございます。

高速道周辺特別対策については、高速道路の

整備に伴って先行的に行う必要がある工事用道

路の整備を実施したものでございます。

続きまして、施策の成果等について説明しま

す。297ページから298ページにかけて書いてご

ざいます。東九州自動車道については、西日本

高速道路株式会社より、開通目標年度が日向―

都農間は１年前倒しの平成25年度、高鍋―西都

間は半年前倒しの平成22年度半ばになることが

示されました。さらに、国土交通省より、蒲江
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―北浦間及び国道10号延岡道路の北川―延岡間

の開通目標が平成24年度ということで示されて

おりまして、順調に事業が進められてきており

ます。それから、九州横断自動車道延岡線につ

きましても、平成20年４月に北方―舞野間が開

通しまして、引き続き、蔵田―北方間でも用地

買収が開始されております。さらに、平成21年

３月には国道218号高千穂日之影道路の新規事業

化が決定されるなど、おおむね順調に来ている

のではないかと考えております。なお、用地取

得における課題の一つであります補償金目的植

栽行為については、全体で56件あったものが行

政代執行の効果などによって自主撤去が進んで

おりまして、平成21年３月末時点では日向―都

。農間の７件のみということになってございます

この用地取得につきましては、今後も、引き続

き関係機関との連携を図りながら、補償金目的

植栽や字図混乱などの課題の解決に努めていく

、 、とともに 土地収用法の手続を進めていくなど

早期に用地取得が行えるよう、引き続き取り組

んでいくこととしてございます。

最後ですけれども、監査委員の決算審査意見

書については、特に報告すべき事項はございま

せん。以上でございます。

前半の説明が終了しました。これ○宮原主査

より質疑を行います。

道路保全課あるいはそれぞれの事○徳重委員

業課にお尋ねしたいんですが、入札残はどうい

う処理をされるんですか。不用額がそんなに出

ていないんですね。そこを教えてください。

入札残と申しますのは、○大寺道路保全課長

１件の発注単位における予定価格と落札価格の

差が入札残ということになります。私ども、特

に道路維持のほうは、年間にこの場所を全部や

りますというふうではなくて、ある程度対症療

法型でやる事業と、維持事業は特にそうですけ

れども、そういうのがございますから、執行残

を集めまして、また有効な手だて、あるいは緊

急で工事をやる必要があるところ、こういった

ものについては、再度設計書をつくり直して入

札に付すということで、執行残が小さくなって

いくということになっております。

。○徳重委員 河川その他はどうなっていますか

河川は後半のほうですので。○宮原主査

、○徳重委員 今出たところではどこがあるかな

事業をされているところ。

道路建設課でございます○濱田道路建設課長

が、入札残につきましては、やはり事業全体の

進捗を図るという観点で、執行残でまた次の工

事を発注したり、例えば補助事業とか交付金事

業をやっておりますけれども、箇所が県内に幾

つかございますので、どこかの箇所で執行残が

生じた場合は箇所間流用ということで、お金が

足りない別な箇所にその予算を流用したりして

進捗を図っているということでございます。

今年度の計画は約500メートルだ○徳重委員

と、これを延長するということは考えられない

んですか。

全体計画でやっておりま○濱田道路建設課長

すので、委員が言われましたように、例えば今

年度500メートルやる予定が、執行残が生じたこ

とによって少しでも、50メートルでも100メート

ルでも延びるということはございます。

20年度の重点施策として建設業対○黒木委員

策があったと思うんですけれども、19年度と比

較して、重点施策として取り組んだ事業につい

てお尋ねします。

、○成合管理課長 建設産業対策でございますが

主要施策の成果の258ページに主なものを載せて

おりますけれども、非常に厳しい環境にござい
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ます建設産業に対しまして、20年度は特に建設

産業対策を重点施策と位置づけております。委

員の御指摘のとおりでございまして、先ほどの

御説明と重複しますけれども、具体的には、県

内９カ所における経営相談窓口、これは商工観

光労働部のほうとも連携いたしまして、経営相

談窓口におきましては、実績として134件の相談

を受け付けております。それから、建設業に軸

足を置きながら新分野のほうに進出する、そう

いった業者さんに対しましては、いろんな講師

をお招きして新分野進出のセミナーを県内３カ

所で実施したりしております。そのほか、20年

度につきましては、この新分野進出補助金を、

枠としましては3,000万円、１企業当たり限度

額100万円ということで拡充しまして、32の建設

業者の方に新分野に係る初期投資の補助を行っ

たところでございます。そのほか、建設事業協

同組合等を通した金融支援、そういったものも

行ったところでございます。

建設業がこういう状況になりまし○黒木委員

て 異業種への進出の支援や失業対策 そういっ、 、

たものに取り組んだということでありますけれ

ども、19年度の場合が建設業に従事する人が対

前年比2.3％減少し、20年度では19年度と比較し

て8.1％減少している、入職率が1.36で離職率

が2.14ということで、建設業がほかの業種と比

べて一番厳しいということが資料でわかるんで

すけれども、20年度の重点施策は、建設産業の

対策、それから中山間地対策でもあったと思う

んですけれども、特にほかに雇用の場がない中

山間地対策については、今、管理課長が言われ

ました建設業指導の事業において、どれぐらい

がこの支援事業の対象になったのか、つかんで

おられましたらお願いします。

対象というのは建設業者数で○成合管理課長

ございましょうか。

建設業が廃業したり倒産したりし○黒木委員

て、失業した人たちがこの事業でどれだけ救わ

れたかということです。この対象にならなかっ

た人たち、そういったものを把握しているのか

どうか。

建設業の倒産状況でございま○成合管理課長

すが、20年度、民間調査機関によりますと、建

設業、1,000万円以上の負債ということでござい

ますけれども、57件ございます。その従業員数

は、データによりますと、880名程度ということ

でございます。要因といたしましては、受注不

振が一番比率が高くて22件、あと赤字累積等々

でございまして、委員の御指摘のとおり、近年

の不況、建設投資額の減少、一般競争入札によ

る競争の激化というようなこと、もろもろ要因

はあろうかと思いますが、県土整備部で先ほど

御説明いたしました建設産業総合対策というこ

とで重点的に取り組んだわけでございますけれ

ども、その対象企業と、倒産の実態における効

果というのがなかなか把握しづらい面がござい

ますけれども、県といたしましては、とにかく

建設業に軸足を置きながら、例えば副業として

新分野に進出される、そういった方には、32社

、 、でございますけれども 100万円以内で助成して

それぞれ初期投資に使っていただいて、建設業

プラスアルファの収入ということで 企業によっ、

ては非常にばらつきがございますけれども、中

には成功されているという事例もあるようでご

ざいます。

この統計、いろいろ聞いています○黒木委員

けれども、非常に難しいということで、なかな

か詳しい資料がないんですけれども、毎月勤労

統計調査によりますと、19年から20年にかけ

て2,000人以上の人が建設業からほかの業種に移
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動する、または退職しているような状況で、た

だいまの説明では57件で880名というような倒産

、 、件数でありましたけれども かなり多くの人が

高齢によって退職した人もいると思いますけれ

ども、実際は厳しい状況の中で、廃業ではなく

ても自主的にやめられて、ほかの業種へ移ろう

という人も結構いるのではないかというふうに

思います。中山間地対策、それから建設産業対

策が重点施策であったわけですから、こういう

大きな制度改革のときには、部局横断的に本当

にどういう業種へ移ったのか、そしてその地域

がどういう雇用の状況で守られているのか、も

しくは難しくなっているのか、十分に把握され

て、まさに目の前に、いつ廃業しようかという

業者がたくさんおられますので、そういうこと

を踏まえて、今後の対策をとっていただきたい

というふうに思います。

高速道対策局に教えていただきた○井上委員

いんですが、各種大会や要望活動数の実績とい

うのが載っていますが、平成20年度、19年度、

この２年間でもいいですし、ことしだけでもよ

ろしいんですが、これにかかわる費用というの

は大体どのくらいかかっているんですか。

委員が言われているの○渡辺高速道対策局長

は大会のほうですか。

両方です。298ページの成果のとこ○井上委員

ろに各種大会や要望活動数の実績というのが

載っていますが、これにかかわる費用というの

はどのくらいですか。

主要施策の成果の296○渡辺高速道対策局長

ページのほうに高速道路網整備促進があるかと

思いますが、これが各種大会やシンポジウムの

開催費用、あと要望活動で東京に行ったりする

かと思うんですけれども そういうのを全部ひっ、

くるめて、571万7,000円という数字が合計額で

ございます。

ありがとうございました。○井上委員

続けて、道路保全課のふるさとの道・川・海

愛護ボランティア支援となっていますが この45、

、 。団体というは どういう団体のことなんですか

資料を整理してから後ほ○大寺道路保全課長

ど……。

例えばのお話なんですが、最近よ○井上委員

くお電話がかかってくるところで、川の清掃を

ずっとし続けているけれども、自治体はそれに

対して感謝の気持ちも足りないしとか、わざわ

ざ言ってこられるところがよく見受けられるの

ですが、それとか、道路清掃を続けているけれ

どもみたいなお話とかいただくんですが、そう

いうのというのはこれにカウントされていない

というふうに考えていいのかなと。

失礼しました。先ほどの○大寺道路保全課長

件も含めまして、一緒に話をさせていただきま

す。45団体ありまして、この団体と申しますの

は、まず支援団体として登録いただいた部分が

ありますから 登録の手続が必要となります 45、 。

団体のうち、大きく、自治会あるいは小中学校

の団体、老人クラブ、そういったクラブがもと

をなした45団体となっております。この登録い

ただきました団体につきましては、活動を行っ

ていただいて、基本的には、年に５～６回ぐら

いをイメージしておりますけれども、その団体

が使用しました 例えばちり拾いであればビニー、

ルや手袋、こういった実費について請求いただ

いて、お支払いするような形としております。

私どもすそ野も広げたいと思っておりますが、

終わってからじゃなくて、実施する前に登録い

ただくというのを前提とさせていただいており

ます。

ぜひ、市町村とも話していただい○井上委員
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て、個人も含めて、長くやっていらっしゃると

すれば、表彰じゃないけれども、ありがとうと

いうのを意思表示していただけるといいのかな

と、よろしくお願いしておきます。

これとは別に、道路保全○大寺道路保全課長

、 、課については顕彰制度がございまして 市町村

土木事務所等から推薦いただいて顕彰する規定

もございますから、できるだけ幅広くそういう

面を拾っていきたいというふうに思っておりま

す。

最後ですが、道路建設課の国道269○井上委員

。の加納バイパスが平成20年７月に開通しました

これはすごく使い勝手がいいというか、いい道

路だというふうに思うんですが このことによっ、

て渋滞の解消というのはどの程度できたのか、

カウントはどんなふうにするかというのは難し

いかもしれないんですけれども、これはどんな

ふうにされているんですか。

加納バイパスの開通に伴○濱田道路建設課長

いまして、源藤交差点の渋滞でございますけれ

ども、渋滞長はまた後ほどデータをお示ししま

すけれども、まだ渋滞解消というところまでは

行っておりません。我々としましては、渋滞緩

和というふうに認識しております。と申します

のは、宮崎西環状線というのを今、別途整備を

進めておりますけれども、これが最終的に加納

バイパスあるいは国道220号の南バイパスにタッ

チするようになっておりますけれども、これが

完成した時点では解消するだろうというふうに

考えております。

例えば、これまで最大渋滞長、どのくらい車

が渋滞で並んだかというところでございますけ

れども 源藤交差点におきましては 350メーター、 、

ほどございましたけれども、加納バイパス開通

後は、これが半分以下の150メーター程度に緩和

されているという状況でございます。

道路保全課にお尋ねします。267○徳重委員

ページ、公共交通安全施設です。非常にこれは

要望が多いんじゃないかなと思っているんです

、 。が どれぐらい要望が来ているものでしょうか

交通安全施設、確かに要○大寺道路保全課長

望が非常に多うございます。調べたところ、通

学路、こういったもので歩道が未整備であると

いうところが、おおむね200キロを切れるぐらい

の延長がまだございます。それについては、地

元にとっては、多かれ少なかれ、そういった要

望の気持ちはあるわけで、具体的に表に出る出

ないというのはありますけれども、今のとこ

ろ200キロ弱の整備が望まれているということに

なろうかと思います。

これは国庫補助対象になると思い○徳重委員

、 。ますが 国と県との割合はどうなっていますか

県道につきましては、費○大寺道路保全課長

用としては 国と県の補助事業になった場合 45、 、

、 、 、％ 55％とか いろいろと事業がありますから

半分近くが国で半分が県というところですけれ

ども、交通量や学童数、こういったものによっ

て国の採択が困難な場合もありますから、国庫

補助事業と県単独を組み合わせながら、事業を

進捗していくというのが現状でございます。

今、学童見回り隊とか高齢者の皆○徳重委員

さん方がいろいろやっていらっしゃるんです。

２～３、私は知っているんですが、相談も受け

るんです。一向に歩道の整備が行われない、非

常に心配だ、要望を何回もしているんだが、一

向に手をつけてくれない、子供の事故あるいは

交通事故で亡くなるとか、大けがをするとかい

うようなことになったときに責任問題じゃない

かということをよく言われるんです。要望をし

て一向に手をつけてくれない。当然、行政の責
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任だと思うんです。もしそこで事故が起きたと

、 、きの補償 こうして住民から行政に要請されて

それはどうなりますか。

非常に厳しい質問をいた○大寺道路保全課長

だきましたけれども、今、要望が確かにたくさ

んございまして 歩道を基本的にやりたいと思っ、

ておりますけれども、お金の都合もございます

から、それができないものについては側溝ぶた

をかけるとか、外にラインを引くとか、歩道は

できないけれども、２次的な交通安全対策で事

業をやっているという現状であります。そこで

事故が起きた場合にはどうなるんだということ

がありますが、これについて定めたものはござ

いませんで、道路の管理の限界もあることです

から、事故が起こったときに判断することにな

りますけれども、現在のところ、それを規定す

るものはございません。

ぜひ、お願いなんですけれども、○徳重委員

予防的にと言ったら過ぎるかもしれませんが、

いろんな方法で住民あるいは子供たちに知らし

める方法はあるんじゃないかと。ここは危険で

すよと看板を立てるとか、あるいは表示をする

とかいうようなことで、まずはそういう要望の

あったところについては積極的にそういった予

防的な方法で何か設置してほしいと要望をして

おきます。でないと、見回り隊の皆さん方、ボ

ランティアの皆さん方が非常に心配されており

ますので、危険な場所だから行政の皆さん方に

お願いされているわけですから、そういった場

所はそんなに長い距離とかいうことじゃないだ

ろうと思いますから、我々もいろいろ要望する

、 、けれども 一向に手をつけていただけないから

そういったところには、ここは狭くなっており

ますよ、歩道がありませんよとか、いろんな知

らしめる方法を考えていただきたいと要望して

おきます。

確かに、要望をお伺いす○大寺道路保全課長

ると、こちらのほうもつらいものがあります。

今、ハード事業で交通安全のお話をしておりま

すけれども、今後の課題として、ソフト面も含

めた安全対策というものができるか否か、そう

いったものを研究してまいりたいと思います。

よろしくお願いをしたいと思いま○宮原主査

す。

。○太田委員 管理課のほうに１つだけ伺います

資料の９ページ、先ほど説明がありました土木

総務費のうちの給料、職員手当等、不用額とし

て合わせたら１億程度になるんですか、それは

他の補助公共事業への振りかえということであ

りますが、補助公共事業への振りかえというの

は、例年これぐらいは出るものなのか、ある程

度その年度で想定されるものなのか、その辺は

どうなんでしょうか。

結論から申しますと、委員の○成合管理課長

御指摘のとおり、毎年度１億数千万の不用額と

いうことになっております。仕組みといたしま

して、県土整備部の職員の人件費につきまして

は、純県費で支払う職員と、国からの補助公共

事業でやる事業の事務費の中に人件費が認めら

れておりまして、２月補正の段階でそれが確定

すればこういった不用額は出ないんですが、２

月補正後、補助公共事業費が確定した段階で事

務費が確定いたしまして、どれくらい県費で見

ていた職員の人件費を持っていけるかというこ

とで、毎年こういう科目更正をさせていただい

ております。ちなみに、19年度も１億9,000万円

ほどの不用額を御報告させていただいていると

ころでございます。

制度上やむを得ないことなんだな○太田委員

ということはわかりました。理解を深めるため
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に、もう一回質問いたしますが、手当等を含め

て１億程度の不用額ということで、県にとって

はよかったというふうに考えられる金額にはな

ると思いますが、この１億程度の中で純然たる

、 、ものとして 県として助かったと言われる部分

、いわゆる補助公共事業であれば何分の何という

県の本来の負担分もあっただろうから、これは

満額、県としては浮いた分と考えていいのか、

補助率の関係で幾らか、この分ぐらいだという

ことの考え方でいいんですか。

土木総務費の中で、今年度、○成合管理課長

人件費の不用額が１億3,700万余でございます。

委員の御意見のとおりでございまして、純県費

、 、 、であれば 10分の10 県費を使いますけれども

補助公共のほうの事務費、人件費で支出した場

合には、補助率が２分の１、あるいは道路交付

金事業あたりになりますと、65％というような

国庫支出金が参りますので、おおむね半分は国

費で賄われるということで、純県費が半分以下

で済むということでございます。

有利な形をとったということで理○太田委員

解をいたします。

追加工事の変更契約で、以前○野辺委員

は3,000万を超すというような追加工事の契約も

なされておったと思うんですが、20年度の予算

内では、1,000万、2,000万、3,000万を超すよう

、な追加の変更契約というのがあったのかどうか

教えていただきたいと思います。

道路建設課発注の工事で○濱田道路建設課長

いいますと、橋梁やトンネル、10億単位の工事

がございますので、そういったものにつきまし

ては、変更の額の大きいものがあるのではない

か、ちょっと確認をとらせていただきたいと思

います。

そういうトンネルとか大きな橋と○野辺委員

いうのは同じ業者がやっていかないかんでしょ

うから、ただ私が聞きたいのは、例えば工区を

別に設けてもいいような追加変更契約がなされ

たものがあるのかどうかということなんです。

基本的には、変更設計す○濱田道路建設課長

る場合に、どうしてもやむを得ない場合は除い

て、今、委員が言われましたように、別途工事

として発注できるものについては別途にまた工

事を発注するという形でやっているとは思いま

すけれども、そこらも含めて確認したいと思い

ます。

変更工事に当たりまして○岡田技術企画課長

は、当該の工区で変更する場合と、関連するも

ので当該工事の業者が仕事をしたほうが効率も

、よくて成果も期待できるというものにおいては

別工区というか、隣接して密接に関係のある工

区ですが、その場合には随意契約で別工区で行

う場合もございます。必ずしも設計変更増とし

ての対応ではなくて、別工区として契約するこ

ともあるということでございます。

以前は、3,000万ぐらいの追加工事○野辺委員

で随契でやっている工事が、別に工区を設けて

もいいんじゃないかというようなものがあった

ものですから。今もそれがまだなされておるの

かなと思ったんです。

今、私がお話ししました○岡田技術企画課長

のは、非常に密接に関連があって、当該業者が

工事を行ったほうが有利であるという絶対の条

件があるわけですが、一般的には、別工区とし

てまた新たな公告を行い、入札するというのが

建前でございます。

監査の指摘事項で３ページに出て○野辺委員

いますけれども、変更理由に妥当性を欠くと思

われるものが依然として見受けられたと書いて

あるんですが、他の業者の受注機会を損なうん
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じゃないかということでありますが、変更理由

に妥当性を欠くと思われるものが依然として見

受けられたというのは、例えばどういうのを指

しているんでしょうか。

工事の施工で注意を受け○濱田道路建設課長

ましたもので、道路建設課所管の事業でもござ

いまして、委員会資料の７ページでございます

けれども、日向土木事務所管内の県道におきま

して、改良工事に伴う舗装工事を発注しておっ

たのですけれども、改良工事に伴いまして、片

側2.5メーターの歩道をつけているんですけれど

も、その歩道の横に旧道敷が帯状で残っており

まして、これにつきましては、当初廃道敷にす

るということで考えておったようなんですが、

道路区域と河川区域に挟まれた非常に不整形な

土地で、払い下げしようにも応じてくれる方が

いらっしゃらないということで、ここの部分の

管理をどうするかということで、そのまま放置

しますと、ごみの不法投棄とかのおそれもある

ということで、最終的には、歩道として一体的

に利用しようということで、当初含まれていな

かった旧道敷まで、歩道としての舗装を追加で

変更設計したということで、これにつきまして

は、監査委員のほうから、最初に旧道敷の取り

扱い方針をしっかり決めて、歩道として利用す

るのであれば、最初からそこまで歩道として整

備するということで発注しておけば何ら問題な

かったのに、当初工事範囲に含まれていない部

分をそういうふうに方針が決まったから安易に

変更設計で対応したというのは、ちょっと注意

を要するということで御指摘を受けたという事

例でございます。

今の説明のところは、例えばほか○野辺委員

に工区を設けてもできたということですか。

実際、舗装工事を施工し○濱田道路建設課長

ております歩道の横に帯状に残っている土地で

ございますので、別途発注してもおかしくはな

いんですけれども、実際、経費的なことを考え

ますと、一体的にやったほうが諸経費の関係で

安く上がるというのはございますけれども、本

来であれば、やはり最初の時点で、発注する時

点で旧道敷の取り扱いをしっかり定めて、廃道

ができないということで歩道として一体的に利

用するということであれば、最初からその部分

も含めて発注していれば何ら問題はなかったと

いうふうに考えております。

発注件数が少なくなっていますか○野辺委員

ら、別にできる場合はそういう方法で今後対応

していただきたいと思います。

用地対策課で用地取得するのと、各土木事務

所でやるのは、どういう区分になっているんで

すか。よくわからないものですから、教えても

らえませんか。

今のは事業の区分という○服部用地対策課長

ことでございますでしょうか。

用地対策課で直接、用地交渉をす○野辺委員

るのはないんですか。それと各土木事務所で対

応するのはどういう区分になっているのか、

ちょっと教えていただきたい。

今の御質問ですが、用地○服部用地対策課長

。対策課で事業を行うというものはございません

土木事務所のほうで用地交渉を行うと。その指

導あたりを私どものほうでやるということでご

ざいます。

公社なんかに用地対策課が委託す○野辺委員

るというのはあるわけですか。

県の土地開発公社とか市○服部用地対策課長

の土地開発公社がございますけれども、そうい

う公社に委託して、あっせん等をお願いすると

いうのはございます。今回の特別会計の予算の
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中でも、12ページに委託料が717万4,000円の実

績が上がっておりますが、これは土地開発公社

に対するあっせん事務の委託料でございます。

管理課長にお伺いしたいんです○星原委員

が、258ページ、先ほどもちょっと出たところな

んですが、新分野進出セミナー、39人となって

いるわけですね 39業者だったのか 来た人が39。 、

名で、セミナーというのは何回ぐらい開いて、

どんな中身で開かれているのか、教えていただ

きたい。

20年度に実施しました新分野○成合管理課長

進出セミナーでございますけれども、これは受

講者が39名ということでございます。開催に当

たりましては、県内３地区で実施しておりまし

て、日向、宮崎、日南ということで、それぞれ

２日間の集中セミナーになっております。内容

といたしましては、進出の可能性のある、例え

ば農業分野の最新の情報をお知らせするとか、

あるいは経営戦略の基本的な講座、最近で多い

のは、やはり農業・環境分野への進出というの

が多うございますので、そういった専門家を呼

んで講演等を行う、あるいは既に新分野に進出

された方の事例発表というようなことで実施を

しております。

、 、○星原委員 今 公共事業費が減ってくる中で

新分野に進出して新たな形で事業をという話は

。 、ずっと出ているわけです 今言われた農業分野

環境分野、そこで参加者が39名、支援事業とし

て100万ずつの32社、3,200万ということなんで

すけれども、あすが生きていけるかどうかわか

、 、らない流れの中で 今言われたような環境分野

農業分野だけで本当に救えるのかなというふう

に思いますし、皆さん方のほうからテーマを出

されてこういうセミナーを開いたものなのか、

業界から、こういう分野でやりたいという人た

ちがいるので、こういう専門家を呼んできてセ

ミナーを開いてくださいという話になっている

のか、その辺はどういう形で開いたと考えれば

いいんですか。

新分野進出セミナーにつきま○成合管理課長

しては、県直営ではございませんで、県建設業

協会のほうへの補助事業ということで、２分の

１の補助ということでやらせていただいており

ます。県と建設業協会との協賛のような形で毎

年実施しているところでございます。

我々も地元に帰っていろいろ言わ○星原委員

れるのが、今言われたような中身の支援、１社

に100万という金も、何をやったらその程度で新

たに事業に 農業に入るでも、機械を買うで―

も、いろんな準備するでも、また新たに何百万

あるいは何千万かからないとできないという話

なんです。会社の経営の内容のよかった人たち

は、どちらかといえば廃業に入っていく。企業

として続けていくか、どこか新分野のほうへ移

行しようかという人たちは、かなり経営的にも

。 、厳しい状況の中なんです そういう流れの中で

本当に業界の人たちが移行できる形として何か

知恵がないのかなと思いますし、この前、実は

地元で業界の団体の方々からいろいろ要望、陳

情を受けた中に、最終的には仕事量をふやして

もらわんといかんわなというのがまず一点、そ

して、ある程度銀行あたりから金を借りて、つ

なぎをしていく形とかいろんなことになると、

いつごろ仕事が入るか、とれるかという予測、

。 、その辺の意見が結構多く出たんです ですから

新分野進出セミナーと言われても、確かに何社

かはうまく切りかえがきくところもあると思う

んですけれども、全体としては移行もなかなか

難しいわけです。こういう形のセミナーとか支

援で今の業界の人たちを何とかこういうふうに
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持っていけるんだと皆さん方がとられて、21年

度もだと思うんですが、やられているというふ

うに思っていいんですか。

委員の御指摘のとおり、事業○成合管理課長

量の減少ということが非常にございます。そう

いった中で 今後の建設産業の将来像 そういっ、 、

たものはなかなか難しいところであるというふ

うに思っておりまして、県土整備部で取り組ん

でおります新分野進出は、あくまでも建設業を

やりながら、工事がとれなくて従業員の方が遊

んでいる時間があるというような場合に副業と

して農業をやられるとか、そういったイメージ

でございまして、全面的に建設業をやめて他の

産業に行かれる場合には、商工観光労働部のほ

、うの支援が主になってくると思いますけれども

建設産業の支援につきましては、一つのパーツ

として、新分野進出のセミナーとか、新分野進

出への助成をやっているということで、そのほ

かにも、先ほどから御説明しております、例え

ば金融制度とか、建設業事業協同組合で前払い

補助と同じような形で出来高に見合って融資を

、 、行うとか そういった制度もやっておりますし

すべてこの新分野進出で業界の産業構造を転換

するとか、そういったことで実施しているとい

うことではございませんで、さまざまな取り組

みの中で、きめ細やかな支援の中で、建設産業

を支援していく必要があるというふうには考え

ております。

今の説明で大体その辺はわかるん○星原委員

です。言われるとおりだと思うんです。皆さん

方のところでできるのはそういう形かなという

ふうには思いますが、しかし、現実、地域の中

で見ていると 今出た１社100万ぐらい 何に使っ、 、

ていいか ないよりはあったほうがいいんでしょ、

うけれども、なかなかその辺がうまくマッチン

グしていかないのかと。逆に、商工とかそうい

うところであるんであれば、皆さん方のほうが

商工よりか業界からの意見というのは聞きやす

い立場にありますよね。そういう立場から出た

意見を業界としてこういうことであるのでと、

皆さん方のほうの予算取りとか、商工との取り

合いの中あるいは協議の中で、そういったこと

はなされているんですか。

実際に 新分野進出補助金を20○成合管理課長 、

年度から増額いたしまして、19年度も初期投資

に活用していただいておるんですけれども、毎

年度、補助金を助成いたしまして、新分野に進

出された企業さんには、職員が出向きまして、

実態調査というか聞き取りを行っております。

進出された企業さんの中で 複数の皆さんがおっ、

しゃるのは、農業や林業に進出しても販路の開

拓が非常に難しいとか、農業に専念できる従業

員を確保するといったものが難しいというよう

なお話も聞いております。ただ、例えば建設業

者さんがこういった事業をやってみたいという

ときに、この補助金が限度額100万円で、２分の

１なんですが、非常に県の補助金は助けになり

ますとかいうお話も聞いております。当然こう

いった新分野に進出される場合には、先ほど言

いました経営相談窓口というのも県内９カ所に

設置しておりまして、一番大きいものは、商工

と連携しております佐土原の支援財団のほうの

専門家にお願いしまして、新分野進出を考えて

いる企業さんのコーディネート、そういったも

のもやっていただいて、今後とも、商工部門と

は十分連携して、建設産業のそういった意向の

あられる方については支援をしていく必要があ

ろうかと思っております。

商工や農政、皆さん方の県土整備○星原委員

部とか関連のところのいろんな部で 新たな―
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、分野に行くためにはどういう予算のつけ方とか

どういうふうな持っていき方をすればいいかと

か、県土整備部だけでは確かに言われるとおり

無理だと思うんです。ですから、やはり関連の

ところあたりとの協議をしていきながら、業界

のいろんな意見、こういう方法はとれないんだ

ろうか、こういうことはできないんだろうか、

そういうことを部を超えて協議してもらう機会

をとらえて いつ倒産するか いつやめなくちゃ、 、

いけないか、そういう話を聞かされますと、や

はり全部を救うことはできないということはみ

んなわかっているわけで、我々もわかっている

わけでありますから、そうじゃなくて、やはり

いろいろ検討をした、いろんなことをやってい

るんですよという形のものを出していく、協議

する場あたりをぜひつくっていただいて、業界

あたりもこういうことで取り組んでいる、ある

いは皆さん方もいろいろ意見出してくださいと

か そういう形の部分をもう一歩踏み込んでやっ、

ていただくとありがたいなというふうに思って

おります。何かそういう機関ができれば、そう

いう協議をしてもらうとありがたいというふう

に思います。これは要望で結構です。

要望ということですので、よろし○宮原主査

くお願いをします。

先ほど野辺委員か○岡田技術企画課長

ら、1,000万円以上の変更増はという御質問がご

ざいました。道路建設課長から後ほど答えます

ということでしたが、今、データが届きました

ので お答えさせていただきたいと思います 20、 。

年度発注工事で1,000万以上の変更増は、公共三

部で18件ございました そのうち県土整備部で11。

件でございます。

3,000万を超していたのがあったん○野辺委員

でしょうか トンネルとか 10億単位の工事じゃ。 、

ないんですが。

今の御質問は、多分、大○岡田技術企画課長

型工事に対応する変更ですので、昼からお答え

させていただきます。よろしいでしょうか。

よろしいですか、野辺委員。○宮原主査

それでは、前半の質疑を終了いたしますが、

後半の説明が約50分かかりそうですので、途中

でとめることになりますから、午後１時の再開

ということでよろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、先ほどの部分の調査を○宮原主査

していただいて、午後に報告をいただきたいと

思います。よろしくお願いします。

暫時休憩いたします。

午前11時32分休憩

午後１時０分再開

分科会を再開いたします。○宮原主査

まず初めに、野辺委員からありました、午後

に説明いただくということでしたので、説明を

お願いいたします。

午前中、野辺委員の御質○岡田技術企画課長

、問に私の説明が十分ではありませんでしたので

補足いたします。設計変更につきましては、20

年度発注工事のうち、９月末までに完成して引

き渡された工事についてお答えしたいと思いま

す。私、1,000万以上の変更増について公共三部

で18件、うち県土整備部は11件というお答えを

いたしました。さらに、3,000万以上でくくった

らということでございますので、件数を申し上

げます。3,000万円以上の変更は公共三部で２件

ございました。そのうち１件が県土整備部でご

ざいます。

それでは、後半の説明をお願いし○宮原主査

ます。
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河川課でございます。当課○大田原河川課長

の決算について御説明いたします。

委員会資料の22ページからでございますが、

まず27ページの河川課計をごらんください。平

成20年度決算額は、予算額212億934万1,000円、

支出済額161億718万2,496円、翌年度繰越額49

億4,771万8,000円、不用額１億5,444万504円、

執行率75.9％で 翌年度繰越額を含めますと99.3、

％となります。

次に、目の執行残が100万円以上及び執行率

が90％未満のものについて御説明いたします 23。

ページにお戻りください。まず （目）河川改良、

費でありますが、執行率が72.8％となっており

ます。また、次の24ページの（目）海岸保全費

でありますが、執行率が85.6％となっておりま

す。これらは主に翌年度への繰り越しによるも

のであります。また、河川改良費の不用額729

、 、万1,105円につきましては 主なものとしまして

災害関連事業におきまして、18年災のすべての

、 、箇所が完了し 流用する箇所がなかったことや

河川受託事業におきまして、日南市の広渡川に

かかります市道橋（花繰橋）など、一部実施箇

所が完了したことなどに伴う執行残でございま

す。

次に、26ページをお開きください （目）土木。

災害復旧費でありますが、執行率が79％となっ

ております。これも主に翌年度への繰り越しに

よるものであります。また、不用額１億4,445

万9,977円につきましては、災害復旧事業では３

カ年で完成させなければなりませんが、18年

災、19年災のほぼすべての箇所が完了し、流用

する箇所がなかったことや、事務費精算に伴い

ます執行残であります。

27ページをお開きください （目）直轄災害復。

旧費の不用額268万9,012円につきましては、直

轄災害復旧事業負担金の執行残でありまして、

国の事業費の変更決定がおくれたことによるも

のであります。

次に、主要施策の成果について主なものを御

説明いたします。

報告書の河川課のインデックスのところ、270

ページをお開きください。３）の豊かな自然環

境の保全・創出についてであります。ふるさと

の道・川・海愛護ボランティア支援では、道路

保全課 港湾課と連携しまして ふるさとの道・、 、

川・海の環境や景観の維持を図るため、県民と

行政が協働して美化活動を実施したものであり

ます。河川課におきましては、河川や海岸の清

掃などのボランティア活動につきまして、必要

な資材の貸し出し、支給等を行いましたが、平

成20年度は64団体、約１万人が参加しました。

次に、271ページをお願いします。２）の危機

管理体制の強化であります。次の272ページをお

開きください。洪水ハザードマップ作成支援で

あります。これは、災害発生時に住民や市町村

等が的確に行動できるよう、洪水ハザードマッ

プを作成する市町村に対しまして、国と県で費

用の一部を補助しますとともに、作成に関して

指導助言なども行ったところでありまして、今

後とも、作成を支援していく必要があると考え

ております。

次に、３）の災害に強い県土づくりでありま

す。273ページをお願いします。水防災対策であ

りますが、これは、五ヶ瀬川、北川及び耳川の

６地区におきまして、輪中堤の整備や宅地のか

さ上げなどを行うことによりまして、家屋の浸

水被害の防止、軽減に取り組んだところであり

ます。

総合流域防災であります。小松川ほか12河川

におきまして、河道拡幅や橋梁かけかえなどの
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河川改修によります洪水対策を図りますととも

に、小丸川や耳川などにおきまして、水位計の

設置や、浸水想定区域調査などのソフト対策に

取り組んだところであります。

河川激甚災害対策特別緊急であります。これ

は、17年の台風14号や18年７月の梅雨前線豪雨

によりまして甚大な浸水被害を受けた宮崎市の

大淀川などの県管理河川におきまして、浸水被

害の軽減に向けて堤防かさ上げや排水機場の増

設など、緊急的、重点的に取り組んだところで

あります。

274ページをお開きください。県単河川改良で

あります。これは、小丸川ほか58河川におきま

して、河川の堆積土砂の除去などに取り組んだ

ところであります。

県単自然災害防止河川改良であります。これ

は、一ツ瀬川ほか20河川におきまして、地域防

災計画の災害危険区域での堆積土砂の除去に取

り組んだところであります。

275ページをお願いします。公共土木災害復旧

であります 平成20年度は 18年災 19年災 20。 、 、 、

年災を合わせまして、宮崎市の井倉川ほか129カ

所を実施しまして、災害箇所の早期復旧に努め

ました。このうち、清武川ほか75カ所を21年度

に繰り越しましたが、ことし９月までに繰り越

し箇所のうち約95％が完成しております。

次に、補助事業のダム施設整備及び県単事業

のダム施設管理であります。県管理のダムを適

正に管理するために、必要な管理設備の改良工

事や機器の更新、補修工事に取り組んだところ

であります。

侵食対策であります。これは、近年、著しい

侵食が見受けられます宮崎市の住吉海岸におき

まして、離岸堤による侵食対策事業を実施した

ところであります。

276ページをごらんください。災害に強い県土

づくりの施策の成果等でございます。17年の台

風14号や18年７月豪雨でも甚大な浸水被害が発

生していることから、浸水被害が大きかった箇

所を中心に河川改修を実施しておりますが、平

成20年度からは、耳川上流の諸塚村で新たに水

防災事業に着手したところであります。また、

ハード整備とあわせまして、わかりやすい防災

情報の伝達・提供や、浸水想定区域図の活用な

どのソフト対策も今後推進していく必要がある

と考えております。さらに、災害につきまして

は、決定箇所の99.1％を実施しましたところで

すが、今後とも、早期復旧に努めていくことと

しております。

続きまして、監査についてでございます。

平成20年度宮崎県歳入歳出決算書及び基金運

用状況審査意見書におきまして、指摘事項があ

りました。お手元の平成20年度宮崎県歳入歳出

決算審査意見書の５ページをお開きください。

４の（２）その他の収入の確保についてであり

ます。この中で、県税以外の収入未済額につい

ては、収入未済の解消と新たな発生防止に努め

る必要があると指摘されております。具体的に

、 。は 同じく意見書の21ページをお開きください

第14款諸収入の３でありますが、河川課関係で

は、収入未済額としまして、座礁船舶の撤去費

用に係る過年度収入があります これは 平成15。 、

年４月、一ツ葉海岸沖でホンジュラス船籍の船

舶の座礁事故が発生しまして、船主が撤去しな

かったために、行政代執行法に基づきまして県

が撤去を行った費用であります。船舶所有者で

ありますジェフリーロジャース社、これはシン

ガポールでありますが、ここに対しましては、

平成16年７月23日付で撤去費用の納付命令及び

請求を行っておりますが、督促、催告後も納付
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されていない状況であります。また、滞納処分

を目的としまして、資産等の調査を実施しまし

たが、差し押さえ等も行える資産が存在しない

ことが判明しまして、調査を依頼した海事専門

の弁護士も、費用倒れになることは明らかと結

論づけられており、滞納処分につきましては、

断念せざるを得ない状況となったところであり

ます。したがいまして、滞納者の自発的な納付

を促すしかなく、これまで14回の催告状を送付

しまして、粘り強く納付を促してきたところで

あります。しかしながら、８月31日をもちまし

て、５年の時効完成となったことから、不納欠

。損の処理を行わざるを得ないと考えております

河川課につきましては、以上でございます。

砂防課でございます。当課の○平田砂防課長

決算について御説明いたします。

委員会資料の28ページから29ページでござい

、 。ますが 29ページの砂防課計をごらんください

当課の平成20年度決算額は、予算額77億8,123

万4,000円、支出済額56億905万3,627円、翌年度

繰越額21億7,218万円 不用額373円 執行率72.1、 、

％で、翌年度への繰越額を含めますと99.9％と

なります。

次に、目の執行残が100万円以上のものはござ

いませんが、執行率が90％未満のものについて

。 。御説明いたします 28ページをごらんください

（目）砂防費でございますが、執行率が71.9％

となっております。これは主に繰り越しによる

ものであります。

次に、主要施策の成果について御説明いたし

ます。

報告書の砂防課のインデックス、277ページを

お開きください。３）の災害に強い県土づくり

でありますが、主な事業について御説明いたし

ます。通常砂防でありますが、高千穂町の城屋

敷川ほか33渓流において堰堤工や護岸工を整備

し、土石流による災害の防止対策を実施いたし

ております。

続きまして、278ページをお開きください。砂

防等激甚災害対策特別緊急でございます 平成17。

年の大規模土砂災害にて被災しました美郷町の

島戸地区ほか１カ所の地すべり対策といたしま

して、横ボーリング工やのり面工などを実施い

たしました。

次に、特定緊急砂防でありますが、平成17年

に被災しました宮崎市田野町の別府田野川ほか

１渓流において再度災害を防止するため、堰堤

工を実施いたしております。

次に、急傾斜地崩壊対策でありますが、宮崎

市の元神南地区ほか40地区において擁壁工及び

のり面工を実施いたしております。

続きまして、279ページをお開きください。県

単砂防等修繕でございます。この事業は主に、

既設の砂防施設や地すべり防止施設等の維持修

繕を行うものでありますが、平成20年度は、経

済・雇用緊急対策として老朽化した砂防堰堤等

の修繕及び除石等を実施いたしました。

280ページをお開きください。施策の成果等で

あります。本県の土砂災害危険箇所の整備状況

につきましては、平成20年度末で27％の整備率

となっており おおむね想定しました成果となっ、

ております。今後とも、災害発生箇所の早期復

旧を図り、土砂災害危険箇所の整備を推進する

とともに、災害時の避難を円滑にする防災情報

の提供や警戒区域の指定等のソフト対策を進め

てまいりたいと考えております。

。主要施策の評価については以上でございます

最後に、監査委員の決算審査意見書について

であります。

平成20年度宮崎県歳入歳出決算審査及び基金
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状況審査意見書において２件の指摘事項があり

ました。お手元の審査意見書、３ページをごら

んください。まず、１件目は、２の予算の執行

についての（２）工事等の変更契約についてで

あります。ごらんのように、工事や工事に伴う

委託業務の変更契約において追加工事等の変更

契約がなされているが、変更理由に妥当性を欠

くと思われるものが見受けられたという意見で

あります。これは、日向土木事務所所管の地す

べり激甚災害対策特別緊急工事現場業務委託に

おいて、別途契約すべき業務を変更契約により

処理していたとの指摘等によるものであり、当

初契約業務に別業務を追加して増額変更を行っ

ていたものであります。今後は、このような事

例につきましては、安易な変更処理を行わず別

途契約を行うよう、徹底を図ったところでござ

います。

続きまして、４ページをお開きください。２

件目は、３の財務会計事務についてのアの収入

事務についてであります。ごらんのように、行

政財産使用料等において、調定処理のおくれに

より収納日が遅延しているものや、納入期限を

誤っているものが見受けられたという意見であ

ります。これは、都城土木事務所において砂防

設備占用料等の収入事務で指摘を受けたもので

ありますが、改善策としまして、調定事務に当

たっては、財産規則に基づき、適正に処理する

とともに、既存許可物件の許可内容に係る台帳

等の整理確認を徹底するよう、関係する全所属

に対して文書による指導を行ったところであり

ます。

砂防課は以上でございます。

港湾課でございます。当課の○野田港湾課長

決算について御説明いたします。

委員会資料の30ページから36ページでござい

ますが、港湾課には、一般会計と特別会計がご

ざいます。まず、一般会計から御説明いたしま

す。33ページの一般会計の計の欄をごらんくだ

さい。平成20年度決算額は、予算額52億1,987

万1,000円、支出済額46億3,606万6,490円、翌年

度繰越額５億7,998万6,000円 不用額381万8,510、

円、執行率88.8％、翌年度繰越額を含めます

と99.9％となります。

次に、目の執行残が100万円以上及び執行率

が90％未満のものについて御説明いたします 31。

ページにお戻りください （目）港湾管理費であ。

りますが、執行残が259万5,287円となっており

ます。これは主に直轄の港湾事業負担金の執行

残でありまして、国の事業費の変更決定がおく

れたことによるものでございます。

次に、32ページをごらんください （目）港湾。

建設費でありますが、執行率が86.2％となって

おります。これは主に翌年度への繰り越しによ

るものであります。

次に、34ページをお開きください。港湾整備

事業特別会計の決算についてでございます。決

算額等につきましては、先ほど部長のほうから

御説明いたしましたので、省略させていただき

ますが、次に、目の執行残が100万円以上及び執

行率が90％未満のものについて御説明いたしま

す （目）港湾管理費でありますが、執行残。

が1,537万2,123円となっております。これは主

に港湾の運営に係る委託や修繕費等の執行残で

あります。

次に、35ページをお開きください （目）予備。

費でありますが、執行残が200万円で執行率が０

％となっております。これは、予備的費用が発

生しなかったことによるものであります。

次に、港湾課の計の欄をごらんください。当

課の一般会計、特別会計を合わせました平成20
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年度決算額は、予算額68億6,359万7,000円、支

出済額62億6,241万9,433円、翌年度繰越額５

億7,998万6,000円、不用額2,119万1,567円、執

行率91.2％、翌年度繰越額を含めますと99.7％

となります。

次に、36ページをごらんください。港湾整備

。事業特別会計の歳入について御説明いたします

歳入合計ですが、予算現額16億4,372万6,000円

に対し、収入済額が16億5,063万8,237円となっ

ております。これは、港湾施設の使用料等の収

入増があったことによるものでございます。

次に、主要施策の成果について御説明いたし

ます。

主要施策の成果に関する報告書の281ページを

お開きください。１の自然と共生した環境にや

さしい社会づくりの３）の豊かな自然環境の保

全創出についてであります。主な事業及び実績

でありますが、ふるさとの道・川・海愛護ボラ

ンティア支援は、海岸の清掃活動に取り組んで

いる団体等に対しまして、必要なごみ袋等を支

給しまして、活動を支援するものであります。

平成20年度の成果につきましては、地元の団体

や企業など24団体で3,748人の参加をいただき、

県民の自主的な活動による海岸環境の保全が図

られたと考えております。

次に、２の快適で人にやさしい生活空間づく

りの１）の美しい景観づくりについてでありま

すが、282ページをごらんください。主な事業及

、 、び実績でありますが みやざき臨海公園運営は

宮崎港のみやざき臨海公園の管理運営費でござ

います。平成20年度の成果につきましては、公

園全体の利用者数は23万6,600人となっておりま

して、前年度比の1.26倍でありまして、各種イ

ベント等の開催によりまして、利用促進が図ら

れたと考えております。

みなと振興交付金でありますが、油津港の堀

川運河におきまして、県が運河のしゅんせつを

行いまして、市のほうがチョロ船の運航とか、

弁甲いかだ流しを実施するなど、地域と一体と

なって取り組みを行いました。

平成20年度の成果につきましては、みやざき

臨海公園の利用促進と堀川運河の良好な水辺空

間の形成が図られたものと考えております。

次に 283ページをお開きください ２の経済・、 。

交流を支える基盤づくりの１）の広域交通ネッ

トワークづくりについてであります。主な事業

及び実績でありますが、港湾改修は、細島港ほ

か３港におきまして、防波堤や物揚げ場等の整

備を行っております。

次に、統合補助金でありますが、古江港ほか

５港におきまして、物揚げ場や岸壁などの小規

模な改良や補修を行っております。

次に、港整備交付金でありますが、福島港の

防波堤の改良を行っております。

次に、284ページをお開きください。○長寿命新

化計画策定でありますが、この事業は、港湾施

設を適切に維持管理していくための計画書を作

成するものでございまして、具体的に申します

と、岸壁などの港湾施設を対象としまして、目

視点検とか腐食状況の測定などを行いまして、

保守点検計画を作成するものでございます。平

成20年度は、細島港におきまして、23施設の計

画書を作成しております。

次に、直轄港湾事業負担金でありますが、国

の直轄事業によりまして、細島港の防波堤ある

いは宮崎港の航路の整備を行っております。

次に、ポートセールス推進でありますが、港

湾セミナーの開催や、利用促進のために企業訪

問やＰＲパンフレット作成などを行っておりま

す。
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、 、次に 宮崎港関連用地分譲促進でありますが

宮崎港の東部埠頭にある港湾関連用地につきま

して、宅地建物取引業者と連携を図りながら、

、当用地の早期分譲を促進するものでありまして

。分譲に要する測量や登記などの経費であります

次に、空港整備直轄事業負担金であります。

宮崎空港は、国の直轄事業によりまして、用地

。造成や照明・電源施設の整備を行っております

平成20年度の成果につきましては、まず港湾

整備につきましては、海上輸送コストの低減や

、 、 、港湾の効率性 安全性 信頼性を確保するため

既存施設の有効活用を図りながら、重点的、効

果的な整備を行ったところであります。次に、

ポートセールス活動につきましては、昨年度、

大阪府と日向市で港湾セミナーを開催し、約200

名の御参加をいただきました。そのほか、港湾

利用促進のための企業訪問等を精力的に実施し

たことによりまして、油津港と神戸港を結ぶ定

期コンテナ航路が新たにことしの３月に開設さ

れたところであります。次に、宮崎港関連用地

につきましては、宅地建物取引業者と連携を図

ることなどによりまして取り組んだ結果、１社

に分譲ができております。次に、空港施設整備

については、用地造成や照明施設等の整備が実

施され、安全な就航の確保等が図られておりま

す。

。主要施策の成果については以上でございます

最後に、監査委員の決算審査意見書について

であります。

監査における指摘事項として、平成20年度宮

崎県歳入歳出決算審査及び基金運用状況審査意

見書におきまして、指摘事項がありました。お

。手元の審査意見書の４ページをお開きください

３の財務会計事務についてですが、アの収入事

務に関する意見・留意事項であります。行政財

産使用料において、調定処理のおくれにより収

納日が遅延しているものや納入期限を誤ってい

るものが見受けられたという意見であります。

この中には、港湾の使用料に係るものが含まれ

ておりまして、調定事務に多大な日数を要して

いるものとか、30日の納入期限を超えているも

、 、のなどがありまして 港湾事務所に対しまして

宮崎県財務規則及び宮崎県港湾管理条例等の関

連法令に基づく適正な事務処理の徹底を図るよ

う指導するとともに、港湾利用者に対しまして

も、実績報告書の早期提出や納入期限を厳守す

るよう指導を行ったところであります。

港湾課につきましては、以上でございます。

都市計画課であります。○黒田都市計画課長

当課の決算について御説明いたします。

資料の37ページから39ページでありますが 39、

ページの最後の欄にあります都市計画課計をご

らんください。平成20年度決算額は、予算額37

億7,311万6,000円、支出済額29億2,594万5,857

円 翌年度繰越額８億4,663万5,000円 不用額53、 、

万5,143円、執行率77.5％でございます。翌年度

繰越額を含めますと99.9％となります。

次に、各目の執行残が100万以上のものはござ

いませんので、執行率が90％未満のものについ

て御説明いたします。38ページにお戻りくださ

い 目 街路事業費でありますが 執行率が76.3。（ ） 、

％になっております。これは主に繰り越しによ

るものであります。

次に、主要施策の成果に関する報告書につい

て御説明いたします。

報告書の都市計画課のインデックスのとこ

ろ、286ページをお開きください。まず、１）の

美しい景観づくりであります。美しい景観づく

りについてであります。平成19年４月に策定い

たしました宮崎県景観形成基本方針に基づき、
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自然と人々の生活が融合した美しい宮崎の創造

を目指して、景観行政団体になった市町村に対

する支援や、住民、事業者、市町村に対する景

観研修の開催等、啓発活動に取り組んだところ

であります。

、 、また 住みよいふるさと広告景観づくりでは

各土木事務所に配置する屋外広告物監視員等に

よる違反広告物の除去等、是正を行ったところ

であります。

次に、都市計画に関する基礎調査実施につい

てであります。この調査は、都市計画区域内の

人口や土地利用等の現況及び将来見通しについ

て調査分析を行うものであり、都市計画の策定

や適切な見直しの際の基礎データとして必要と

なるため、都市計画法の規定によりおおむね５

年ごとに実施することとされているものであり

ます。県内18都市計画区域のうち、平成19年度

に16区域を実施し、平成20年度に残る２区域の

宮崎広域都市計画区域と田野都市計画区域につ

いて実施したものであります。

次に、○大規模集客施設立地評価ガイドライ新

ン等策定についてであります。平成18年度の都

市計画法の改正において、床面積１万平米以上

の大規模集客施設については、立地を誘導する

区域と抑制する区域とが明らかにされました。

、 、しかしながら 立地を抑制する区域においても

都市計画提案制度に基づいて、開発者の大規模

集客施設の新たな実施に関する都市計画提案に

つきましては、特例的な対応として市町村が決

定することができることとなっております。市

、町村がその提案を計画決定しようとする場合に

県は広域的な見地から都市構造に与える影響等

を評価した上で、同意、不同意の判断を行う必

要があり、その際の判断材料とするために大規

模集客施設立地評価ガイドラインとして取りま

とめたものであります。

、 、次に 287ページの施策の成果等でありますが

まず、①の美しい景観づくりにつきましては、

これまでの市町村への支援、啓発活動により、

新たに延岡市が景観行政団体に移行いたしまし

て、昨年度末までに合わせて７団体となりまし

た。また、景観に配慮した公共事業を進めるた

めの仕組みづくり等について取り組んだところ

であります。次の②の住みよいふるさと広告景

観づくりにつきましては、適切な指導や広報活

動により、違反広告物はおおむね減少傾向にあ

りますが、今後とも、より一層の指導啓発に取

り組んでいきたいと考えております。

次に、３）の地域交通ネットワークづくりで

あります。288ページをお開きください。公共街

路事業についてであります。延岡市の中心部の

交通混雑緩和やまちづくりを推進するために平

成19年度に引き続き、延岡西環状線の一部をな

します愛宕通線の岡富橋、須崎中川原通線の祝

子橋の整備等を進めたところであります。

次に、289ページの地方道路交付金についてで

あります。街路整備で都城市の蔵原通線ほか７

路線で事業を実施いたしました。また、連続立

体交差は、日向市のＪＲ日豊本線における事業

の最終年度に当たり、先ほどの公共街路事業と

あわせまして、電柱移転や事業損失事後補償及

び側道の仕上げ工事等を行ったところでありま

す。

次に、施策の成果等でありますが、まず①の

都市計画審議会につきましては、宮崎西環状線

に関する都市計画変更等を行ったところであり

ます。次に、②でありますが、街路整備等の推

進により、放射・環状線、交通結節点へのアク

セス道路、歩道のバリアフリー化などの人にや

さしい交通環境に資する道路、また、まちづく
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りと一体となった道路などの整備を図ったとこ

ろであります。今後とも、都市部における安全

で円滑な交通を確保する道路整備を進めるとと

もに、安心で快適な都市空間の整備に取り組ん

でまいりたいと考えております。

次に、監査委員の決算審査意見書に関してで

ございますけれども、特に報告すべき事項はご

ざいません。

都市計画課は以上でございます。

公園下水道課でございま○東公園下水道課長

す。当課の決算について御説明いたします。

委員会資料の40ページから41ページでござい

ます。41ページの公園下水道課計をごらんくだ

さい。当課の平成20年度決算額は、予算額８

億7,579万4,000円、支出済額８億6,779万7,118

、 、 、円 翌年度繰越額737万円 不用額62万6,882円

執行率99.1％、翌年度繰越額を含めますと99.9

％となります。

なお、目の執行残が100万円以上及び執行率

が90％未満のものはございません。

次に、主要施策の成果について御説明いたし

ます。

報告書の公園下水道課のインデックスのとこ

ろ、290ページをお開きください。まず、２）き

れいな空気・きれいな水の確保でございます。

施策としましては、公共下水道整備促進を図る

ため、都城市ほか６市９町１村に対し公共下水

道整備交付金を交付いたしました。施策の成果

等であります。県内の平成20年度末現在の公共

下水道人口普及率は51.1％であります。最近の

４年間で5.9ポイント増加しており、着実に整備

。 、が進められているところでございます 今後も

第２次宮崎県生活排水対策総合基本計画に基づ

、 、 、き 市町村の実情に応じた より一層の効率的

経済的な整備を進める必要があると考えており

ます。

次に １ 美しい景観づくりでございます 291、 ） 。

ページをごらんください。施策としまして、県

単都市公園整備事業で平和台公園ほか４公園と

青島亜熱帯植物園の計６施設の維持補修等を実

施しました。施策の成果等であります。県立都

市公園が県民の健康維持増進、余暇活動の場と

して十分に利用されるよう、施設の維持補修工

事など適正な管理を行いました。ゆとりある都

市空間づくりに貢献しているものと考えており

ます。

次に、３）の災害に強い県土づくりでござい

ます。施策としまして、公共都市公園整備事業

で総合運動公園の陸上競技場のスタンドの耐震

補強工事を行いました。また、地域自立活性化

交付金事業で陸上競技場の外壁補修を行うとと

もに、運動公園に防災用案内板を整備したとこ

ろであります。施策の成果等であります。大規

模災害時の備えとして、既存の都市公園を活用

した防災拠点の整備を進めており、総合運動公

園を県地域防災計画の防災拠点の一つとして位

置づけ、陸上競技場の耐震化や外壁の補修、防

災用公園案内板の設置などにより、防災機能の

強化を進めたところであります。

なお、監査委員の決算審査意見書に関して、

特に報告すべき事項はありません。以上でござ

います。

建築住宅課であります。○佐藤建築住宅課長

当課の決算について御説明いたします。

委員会資料の42ページから46ページでありま

すが、46ページの建築住宅課計の欄をごらんく

ださい。当課の平成20年度決算額は、予算額28

億1,993万1,000円、支出済額26億5,981万8,003

円、翌年度繰越額１億4,140万7,000円、不用

額1,870万5,997円、執行率94.3％、翌年度への
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繰越額を含めますと99.3％となります。

次に、目の執行率が90％未満のものまたは執

行残が100万円以上のものについて御説明いたし

ます。42ページにお戻りください （目）建築指。

導費の不用額が1,112万6,462円となっておりま

すが、これは主に、構造計算適合性判定申請件

数が当初予定していた件数を下回ったことによ

り、その委託料に不用額が生じたもの等であり

ます。

43ページをお開きください （目）都市計画総。

務費の執行率が39.0％となっておりますが、こ

れは主に、開発審査会の開催が予定していた回

数より少なくなったことにより、その委員報酬

及び事務費に不用額が生じたもの等でございま

す。

同じページの（目）住宅管理費の不用額が542

万3,883円となっておりますが、これは主に、昨

年12月以降、離職者受け入れのための目的外使

用とする県営住宅の修繕を行いましたが、入居

戸数が予定を下回ったことにより、その修繕費

に不用額が生じたもの等であります。

45ページをお開きください （目）住宅建設費。

の不用額が117万2,853円となっておりますが、

これは主に、高齢者向け優良賃貸住宅の家賃助

成の金額が予定していた金額を下回ったことに

より、その補助金に不用額が生じたもの等でご

ざいます。

次に、主要施策の成果について御説明いたし

ます。

報告書の建築住宅課のインデックス、293ペー

ジをお開きください。まず、２）のゆとりある

住空間づくりについてでありますが、これは、

住宅や居住環境の質の向上を図るとともに、住

宅流通市場の整備や住宅セーフティネットの充

実などにより、だれもが快適に暮らせるゆとり

ある住空間づくりを目標としておりまして、次

の施策推進のための主な事業及び実績の欄にあ

ります事業に取り組んだところであります。ま

ず、公共県営住宅建設事業におきましては、日

南市馬越団地２号棟の20戸を新規着工、日向市

の三ツ枝Ｂ団地２号棟の56戸が完成、宮崎市花

ヶ島団地５号棟の65戸の整備を継続して行って

いるところであります。また、環境整備事業と

いたしまして、宮崎市大塚Ａ団地ほかにおいて

外壁改修等を実施したところであります。

次に、市町村営住宅建設促進事業におきまし

ては、高齢者や障がい者世帯向けの公営住宅27

戸を整備する宮崎市など５市町に対し、人にや

さしい公営住宅支援事業といたしまして、その

整備費の一部を助成したところであります。

294ページをお開きください。次に、住まいづ

くり対策事業におきましては、県民の住まいづ

くりを支援するため、住まい・る・メッセや木

造住宅セミナーなどのイベントや講習会を開催

し、住まいに関する情報の提供等に努めたとこ

ろであります。

次に、施策の成果等についてでありますが、

ただいま御説明いたしました取り組みなどを

行ってまいりました結果、住宅に対して満足し

ている県民の割合は高く維持され、また県営住

宅のバリアフリー化率が向上するなど、一定の

成果が得られたものと考えております。

295ページをごらんください。次に、２）危機

管理体制の強化についてであります。これは、

県民の防災意識の高揚を図り、自然災害を初め

とする多様な危機事象に迅速に対応するため、

危機管理体制の強化に努めることを目標として

おりまして、次の施策推進のための主な事業及

び実績の欄にあります建築物防災対策事業に取

り組んだところであります。この事業におきま
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しては、建築物防災展の開催などの建築物地震

対策事業を初め、木造住宅耐震化促進事業など

に取り組んだところであります。この結果、次

の施策の成果等にありますとおり、建築物所有

者などの防災意識の高揚を図るとともに 県内18、

市町村で60戸の耐震診断と２市で15件のアドバ

イザー派遣を実施したところであります。今後

も、引き続きこれらの事業の促進に努めてまい

りたいと考えております。

次に、監査における指摘事項の処理状況につ

いてであります。

平成20年度宮崎県歳入歳出決算審査及び基金

運用状況審査意見書において指摘事項がありま

した。お手元の審査意見書の４ページをお開き

ください。３のアの収入事務につきまして、公

営住宅使用料において前年度に比べ収入未済額

が増加していたと。次のページの４の（２）そ

の他の収入の確保について、公営住宅使用料に

ついては、未納者の実態把握に努め、収入確保

と県民負担の公平の観点から、収入未済の解消

と新たな発生防止に努める必要があるという意

見であります。これに対する取り組みとしまし

ては、個々の滞納者の実情に応じたきめ細やか

な対応を年間を通じて行うこととし、11月の滞

納整理強化月間や１月の各土木事務所へのヒア

リング等において、それまでの取り組みの検証

を行い、その結果を踏まえ、３月または５月の

出納閉鎖に伴う重点月間等において使用料徴収

の徹底強化を図っていくこととしております。

また、滞納者の増加を未然に防止することも重

要でありますことから、滞納の初期の段階から

の納入督促を徹底するよう、改めて各土木事務

所に対し要請したところであります。さらに、

再三の納入指導に応じない滞納者に対しまして

は、住宅の明け渡しと滞納家賃の支払いを求め

て法的措置をさらに強化することとしておりま

す。今後とも、一層の収入未済額の解消と新た

な発生防止に努めてまいりたいと考えておりま

す。

建築住宅課は以上であります。

営繕課でございます。当課の○川﨑営繕課長

決算について御説明いたします。

委員会資料の47ページから48ページでござい

ます。48ページの営繕課計をごらんください。

当課の平成20年度決算額は、予算額10億7,028

万4,000円、支出済額９億1,665万3,373円、翌年

度繰越額１億5,225万円、不用額138万627円、執

行率85.6％、翌年度繰越額を含めますと99.9％

になります。

次に、目の執行残が100万円以上のものはござ

いませんが、執行率が90％未満のものについて

。 。御説明いたします 47ページにお戻りください

（目）財産管理費でありますが、執行率が80.3

％となっております。これは、翌年度への繰り

越しによるものでございます。

次に、主要施策の成果でありますが、当課は

該当ございません。

なお、監査委員の決算審査意見書に関して、

特に報告すべき事項はございません。

営繕課は以上でございます。

執行部の説明が終了しました。後○宮原主査

半部分の質疑を行います。

さっき道路建設課長から答えてい○野辺委員

ただいたんですが 変更契約 日向のほうであっ、 、

たということですが、砂防課だったんですか。

当該業務の名称と概要から御○平田砂防課長

説明します 日向土木事務所椎葉駐在所発注の19。

年度地すべり激特災害対策特別緊急工事の現場

業務委託でございます。工期が平成20年４月１

日から21年１月31日まで、これを変更におきま
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して３月31日まで２カ月の延伸、それと当初契

約1,220万ちょっとから240万増の1,460万程度に

増額しております。業務内容としましては、地

すべり業務についての現場管理の委託業務であ

ります。現場の立ち会いや業者指導などの施工

管理を委託したものであります。

変更した業務はどういったものかといいます

と、地すべり業務に関するものに加えまして、

道路維持関係工事に関する業務を追加いたしま

した。なぜ別途発注ではなく、変更でしたかと

―いいますと、当該業務を行っていた技術者

現場管理を委託する技術者は二級施工管理技士

以上の資格が要ります。この技術者が周辺の地

理に詳しく、改めて他の技術者が担当するより

有利であると。それと新規契約手続に伴う時間

的ロスを考慮して変更処理といたしました。随

意契約による新規契約も検討しましたが、金銭

的に困難であると判断し、変更増としたもので

ございます。

再発防止としましては、他業者の受注機会を

損なう不適切なものであったと考えまして、今

後は、追加業務の内容を十分に吟味し、安易な

変更処理を行わないよう徹底する旨、事務所に

対して強く指導を行ったところであります。

200何万かの追加ということです○野辺委員

ね。私の趣旨は、そういうことじゃなかったん

ですが、別に工区を分けて発注できるようなと

きはそういう方向でお願いしたいと思います。

同じ砂防課の280ページですが、土砂災害危険

箇所の整備状況、4,366カ所のうち1,181カ所が

整備された、整備率27％ということですが、こ

れは年間大体0.5％ぐらいですか。この調子でい

くと、200年ぐらいかかるんじゃないかと思うん

ですが そういう中で 予算の関係もあるでしょ、 、

うけれども、特別、危険な箇所からやるという

ことになると思いますが、どういう対応をされ

ていかれるんでしょうか。

優先箇所というのを設けてお○平田砂防課長

ります。これは、災害時要援護者施設 老人―

ホーム、幼稚園、そういった施設でございます

が、そういったところを中心に整備を図ってい

るわけでございますが、いかんせん、年間100カ

所ぐらいの工事で、概成するのが15～20カ所程

度でございます もちろん優先順位をつけてやっ。

ております。

わかりました。河川課のほうに聞○野辺委員

いてみたいんですが、実は私の地元に天神川と

いうのがあるんですが、この改修がなかなか進

まなくて、私、午前中聞いたのは、もともと串

間土木事務所と用地対策課が公社のほうに委託

して、両方で用地交渉がなされておったんです

が、今は土木事務所だけということであります

が、20年度の予算の中でもなかなか進んでいな

い。もう何年かかかっておるんですが、大きな

災害がないからいいんですが、浸水対策だと思

、 、いますし 人命にかかわる問題でありますので

地元から早くやってくれというのが起こってお

るんです。そういう中で、最終的な段階まで来

ているような気がするんですが、その辺のこと

について本課として何かキャッチされておりま

せんか。

今、委員おっしゃられまし○大田原河川課長

た天神川についてでございますが、 これはたし※

か平成16年の降雨によりまして、次の年度か事

業採択になったかと思うんですが 委員おっしゃ、

られましたように、一番下流端、国道沿いのと

ころの用地関係が今うまくいっておらず、ここ

ずっと、測量や設計、それと同時に買収できる

区間につきましては買収等もやっているんです

※92ページに訂正発言あり
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が、今申しましたように、一番下流のところを

まだ合意といいますか、了解をもらえていない

ものですから、いろいろ取得するための作業を

。 、今やっているところです これにつきましては

河川課としましても、十分時間もかかっており

ますし、その辺の重大さ、大切さは認識してお

りますので、また事務所も含めまして、それと

先ほど委員おっしゃいました用地対策課とも、

いろんな手法、そういうものを検討していきた

いというふうに考えております。

地元から早くやってくれという声○野辺委員

が非常に強いものですから、ぜひひとつ前向き

に取り組んでいただきたいと思います。

ほかにございませんか。○宮原主査

河川課にお尋ねしてみたいと思い○徳重委員

ます。成果に関する報告書の270ページの河川

パートナーシップ推進事業は、1,500万、264団

体ということですが、これは毎年ふえているも

のでしょうか、それとも減ってきているかどう

か、その辺を教えてください。

このパートナーシップ推進○大田原河川課長

、 、につきましては 地元からも重宝がられまして

ふえてきております。内容につきましては、こ

こに書いておりますように、草刈り等をやって

おりまして、271ページに河川パートナーシップ

推進事業参加団体が書かれておりますが、19年

が246、20年が264というふうに増加しておりま

す。

これは各団体に金額で支払いにな○徳重委員

るんですか。どういう形で支払いは……。

これにつきましては、報償○大田原河川課長

費という形で、草刈りした面積に合わせまして

報償費を支払っております。

各土木事務所に、例えば刈り払い○徳重委員

とかいろんな道具の貸与があるというような話

、 。を聞きましたが 今もそうされているんですか

今、委員おっしゃられまし○大田原河川課長

、 、た刈り払い機とかにつきましては 270ページに

ふるさとの道・川・海愛護ボランティア支援と

いうのが書いてありますが、主な実績の支援内

容の資材の貸し出し、支給というところで、軍

手、ごみ袋、かえ刃、そういうのを支給してお

ります。

公園下水道課にお尋ねしたいと思○徳重委員

いますが、下水道が生活水準のバロメーターと

よく言われますが、全体で51.1％、そういう数

字をおっしゃったと思いますが、各市町村別の

は出ているんですか。資料をいただけないもの

でしょうか。

各市町村ごとに出してい○東公園下水道課長

まして、都城市で38.1％、小林市が15.2％とい

う形で 下水道事業に取り組んでいる箇所のパー、

セントは出しておりますので、また資料をお渡

ししたいと思います。

私、都城ですから、都城のことを○徳重委員

申し上げますと、もちろん市町村の事業という

ことでありますけれども、大淀川の最上流にあ

るわけですから、38％というのは非常に低いと

思うんです。都城が人口の割にこんなに低いと

いうこと、あるいは集中的に住宅がある地域に

対して県としての行政指導というか、特別にも

う少しちゃんとやるべきだと、あるいは補助金

も事業が行われたら余計やるとかいうことはで

きないものですか。

私どもは、公共下水道だ○東公園下水道課長

けの数字を言っているんですけれども、県とし

ましては、浄化槽や農業集落排水、トータルで

、 、 、いきますと 今 都城市は66.8％となりまして

人家が密集しているところは公共下水道でいき

ますし、農業地域であれば農業集落排水でいき
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ますし、また飛んでいれば合併浄化槽という手

段もありまして、その辺を都城市がどう取り組

むかということになると思います。

農業集落排水は確かに幾つかでき○徳重委員

ておりまして、進んでいる面もあるかなと思っ

ているんですけれども、何といっても、市内に

集中していて、どうしてもおくれがちなところ

なんです。市町村任せじゃなくて、県としての

指導はできないものですか。

都城市につきましては、○東公園下水道課長

大淀川ルネッサンスもありまして、水質の問題

も出ていますから、県としましては、積極的に

公共下水道を取り組むようには指導しているん

ですけれども、なかなか金もかかりますし、現

在のところはこういう状況です。

ぜひ、しっかりと指導していただ○徳重委員

きたい、お願いをしておきたいと思います。あ

とはまた後ほど。

先ほど出ている別途発注か追加契○坂口委員

約かの判断ですが、どういう指摘があって、そ

こでどういう説明があってのここの文章かが

はっきりわからないんですけれども、緊急性を

要するものが多いと思うんです。特に、さっき

の管理業務なんかについても、工事進捗してい

く中で、危険性の排除、安全の確保のために新

たに管理業務の必要性が出てきたと。そこで新

たに事務を起こして入札まで持っていくと、そ

の空白期間に予期せぬことが起こる。それを排

除するという理由、これを追加発注された理由

に肯定すべき点があるんじゃないかなと思うん

です。でも、経済比較したら、圧倒的にこちら

のほうが追加で有利ですね。この事業の必要性

とかについてどこまで説明されたのかというの

と それを監査サイドから見たときに そういっ、 、

た技術面まで含めて理解した人が監査をやって

も、そうでない人がやっても、本当にこの結論

が出たのかというのが見えてこないんです。そ

こでなんですけれども、特にこれら技術まで勘

案しながら判断していかなければならない監査

に対して、余り広過ぎるから、契約に係る分、

別途か追加かの判断、ここらの共通認識という

のはできているものなんですか。

今回、大変申しわけないんで○成合管理課長

すけれども、２件ほど設計変更による御指摘い

ただいたんですけれども、私もこれに立ち会っ

ておりませんので、どういうやりとりがやられ

たかというのは承知していないところでござい

ますけれども、委員の御意見のとおり、例えば

緊急な場合に地方自治法施行令で随契ができる

とか、そういう特例的な措置がございまして、

恐らくこの案件についても、工期が定まってお

りますので、工事の途中で何らかの変更があっ

た場合に、設計変更するのか、あるいは別途随

契なりでやっていくのかという、２つの方法は

あろうかと思います。監査委員なり監査事務局

の職員に、発注機関としての判断はこういうこ

とでしたということで恐らく担当者なり事務所

のほうは説明したと考えておりますけれども、

受け取る監査委員さんなりのほうが、これは設

計変更ではなくて、随契なりもっと別の方法が

あったのではないか、安易な変更は行わないよ

うにという趣旨ではなかったかというふうには

考えております。

ここに指摘でこうやって活字で記○坂口委員

録されるということは、ゆゆしきことと思うん

です。契約というのは、この前の本会議か常任

委員会でも言ったんですけれども、比較して決

めていくものです。当然、機会の均等性、そう

いうものとかやっていって、とにかく管理して

いく必要性が出てきたという ある事象が起こっ、
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た、即対応しなきゃならないという緊急性をこ

こは持っていると思うんです。それから、経済

比較というのも、そのほうが有利な場合は随契

を優先しろとなっているわけですから、競争入

札なんかよりも随契によって、見積もりなり商

議をやっていくことで……。そこらを監査委員

も、価値判断というか、認識が一緒でないと、

これだけ見ると何だろうと、毎回毎回こんなこ

とが出てきていると思うけれども、工事をやっ

ていて次に必要性が出てくる、あるいは予期せ

ぬことがあって対応しなきゃならんといったと

きに、そこで事務をまた別個に起こして、必要

な期間をとってそれをやったときに、その中で

思わぬことが発生したり、あるいはそのことに

よって不都合が生じたりする空白期間が持つリ

スクの大きさ、ここらは監査サイドにもしっか

り説明して 僕は、これはある意味では正し―

いやり方だったような気がするんです。そこら

の説明がないからわからんけれども、機会の均

等というのも必要ですけれども、何のための新

たな発注なのかというところに置いたときに、

これはまたランクがその下だと思うんです。と

にかく認識の一本化がなされていないと、厳重

に出先機関を指導しましたと言ったって、判断

が違えば毎回毎回起こってくるんじゃないかな

と思うものですから ここで即答は難しいでしょ、

うけれども、これは今後ぜひ詰めていっていた

だきたいと思います。

要望ということですので、十分検○宮原主査

討していただきたいと思います。よろしくお願

いをします。

それともう一つは、競争が激化し○坂口委員

てきて一つの課題、さっき管理課あたりから説

明もあったんですけれども、品質の確保にいろ

んなことをやっておられるんですが、総じてと

いうか、大きくでいいんですけれども、品質の

確保を図るために、どういった取り組みを20年

度、主にやってこられたか。

20年度、品質確保の取り○岡田技術企画課長

組みについてですが、まず入り口のところから

お話しいたしますと、入札制度で申しますと、

一般競争入札によるデメリットをカバーするた

めに、私ども、主要施策のところで261ページに

、 、掲げておりますが 公共工事品質確保強化事業

監視チームを平成19年度から試行、そして20年

度から本格的に導入したということがまず一点

ございます。それから、総合評価落札方式を拡

充することによって技術向上のインセンティブ

を与え、品質の確保を図ってきたというのが一

。 、 、つございます それから 現場におきましては

ワンデーレスポンス等を行いながら、これも品

質確保につながっていったんじゃないかと思っ

ております。また、設計者と発注者と工事の受

注者をもって行います三者検討会も、これは試

行を行ってきておりますが、今年度からさらに

。 、充実していきたいと考えております それから

施工条件の明示等をもう少ししっかりできるよ

うに、そのあたりの整備もしているところでご

ざいます。品質確保につながるようなこととし

ましては、そのほか、中間検査を強化するとか

行っております。

万全を期されている、あらゆる視○坂口委員

点からやられているというのはわかるんですけ

れども、その中に入っていったときに、最終的

にはそれに携わる人の問題が一つあるかなと思

うんです。職員の方たちの技術力アップという

ものを考えたときとか、その現場での施工の履

行状況を見るというのが監視チームでしょうけ

れども、そういったこととか、もろもろ感じた

、 、とき 先ほど野辺委員のほうからだったですか
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出ていた質疑の中で、箇所箇所の執行残の質疑

が出たときに、国庫補助事業、補助金の中に事

。務費が含まれているという部分がありましたね

その事務費あたりというのは当然そこに携わる

事務的経費ですから、品質の確保のためにその

事務費というのは使えるんじゃないかと思うん

です。これを財源にして品質を高めていくとい

。 、う手法が一つとれないものか そういった中で

まず企業の技術力をアップしたり、それに意欲

を燃やさせるという工夫が一つ。特に若い職員

。 、の人たちの技術力をアップしていく それから

技術的知見を広めていく。意欲を持たせる。工

事そのもの、具体的に個別個別の特に監視の要

るような、低入現場あたりの監視も強化してい

くというものに仮にその事務費というものが流

用というか、活用できるものとすれば、推進機

構あたりが年に１本か２本はかなり高度な設計

あたりを、民業圧迫にならない程度でモデル的

な設計あたりを、理想的には各土木事務所１本

、 、 、ぐらいでしょうけれども やって それに当然

設計料として、その予算の中からそこは発注し

ていくんですけれども、それに伴って職員の研

修とか監視強化のためとかいう新たに生じる事

務費がそこから流用できる、それが制度上可能

なら、そこで一つ高めていくというのが 推―

進機構が持っている、蓄積されたものというの

は、何らかで生かしていかないともったいない

気がするんです。今後必要なら、なおさら、そ

こを強化していきながら、そこに投資する以上

―の品質を確保できたりとかいろんな想定が

先ほどの設計変更もそうですけれども、そうい

うものを排除することによって、より以上の県

民サービスにそれがフィードバックされていけ

ば、かかる金そのもので見て節約できなかった

と考えるべきじゃないと僕は思うんです。そこ

に投資することによって全体的な節約というの

がかなり図れますよという解釈をしてもいいん

じゃないかなという気がするので、とりとめの

ない話をしましたけれども、漠然とでも今僕の

言うことがもし理解ができたなら、どなたかに

コメントいただければと。雲をつかみ過ぎるよ

うなというんだったら、これは今後の要望とい

うことでお願いします。

ただいまのところ、監視○岡田技術企画課長

チームへは、事務費はまだ使っておりません。

これは県単費で行っております。ただ、個々の

職員の研修とか現地視察の旅費等については、

事務費でも見れるようになっております。それ

から、推進機構は委託という形で行っておりま

すが、そこの中で、これは事務費でありません

けれども、補助そのものですけれども、総合評

価を行う場合は審査業務にかかわる部分は測試

で見れるし、またそれにかかわる事業について

は、積算の部分もこれは事務費ではなくて事業

の中で見れるようになっております 委員のおっ。

しゃるように、事務費の中で何か技術力向上に

つながるものというのも、我々はそのあたりも

研究していく必要があるのかなと思っておりま

す。

なかなか難しいと思うんです。総○坂口委員

合評価とか事前のおぜん立てのための必要な事

務費というのは当然その箇所から、箇所づけさ

れた中から持っていくことは可能だと思うんで

す。ただ、そこの品質を確保するために、その

契約とセットで品質を確保するために必要な監

視ということで、これはわからないんですよ、

そこにでもその予算の妥当性が見出せれば、こ

の回数をふやしていったりとか、若い担当の人

たちがそういった監視のあり方なんかを見てい

ることで結果的に技術が高まっていくとか、メ
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リットは大きいがなと思っています。ただ、県

単のは、どんどん突っ込んでいくというのはき

ついかなということで、でもその予算は将来の

ために必要な貴重な予算だがなということで、

とりとめのない話をしたんですけれども、これ

はここでやめておきます。

ほかにございませんか。○宮原主査

河川課のほうに、272ページにハ○太田委員

ザードマップが出ております。順調に進んでお

、 、るということですが ここにも目標値と実績で

実績のほうが上回っていっているのかなと思い

ますけれども、市町村としては、あとどのくら

いが残っているんでしょうか。

今御質問のハザードマップ○大田原河川課長

についてですが、今年度、残り２市町ございま

して、小林市と五ヶ瀬町です。これですべて完

了になります。

全市町村、あと２つで完了という○太田委員

ことなんですね。

全市町村といいますか、全○大田原河川課長

部で25市町なんです。洪水のハザードマップで

すので、山深いところとか洪水の心配がないと

ころ、そういうところは作成しなくても結構で

すので。

わかりました。○太田委員

訂正をお願いいたします。○大田原河川課長

先ほど野辺委員の天神川の質問のところで、

私、16年度着工と言いましたが、14年度でした

ので、訂正をお願いします。

教えていただきたいんですけれど○黒木委員

も、河川に民間企業のダムがある場合、そこの

災害復旧または地すべり等の防災対策は、県の

管理、民間企業の管理、境界線はどこにあるん

でしょうか。

耳川等のダムについてでご○大田原河川課長

ざいますが、これは九電ダムでございまして、

ダム本体そのものの復旧等は当然、利水者とい

うことで九電になります。貯水がありますが、

その中のいろんな復旧等につきましても、利水

者側での復旧等になっております。貯水池の末

端といいますか、ダムに水がたまりまして、そ

、れからずっと上流のほうにたまっていきますが

それから外れたところから上、そういうところ

につきましては、今度は県のほうでの災害復旧

等に出しております。

民間企業が地すべり対策の工事と○黒木委員

か、かなり大がかりにやっているんですけれど

も、これには、国、県は全く関与していないと

いうことですか。

今、九電が耳川沿いでやっ○大田原河川課長

ておりますものにつきましては、県のほうは支

援とか、そういうのはやっておりません。九電

が単独でやっております。

公共事業であれば県内の業者に発○黒木委員

注できて、少しでも役に立つのかなと、助かる

のかなと思ったものですから、お聞きしたとこ

ろですが、全く企業の事業と考えてよろしいわ

けですね。

そのとおりでございます。○大田原河川課長

建築住宅課の公共県営住宅につ○西村副主査

いてお伺いしたいんですが、20年度着工の日南

の馬越団地が完成された後に、また継続的な次

の事業という考えはあるんですか。

県営住宅の建てかえは計○佐藤建築住宅課長

画的に進めておりまして、 馬越はここで終わる※

予定なんですけれども、ほかの団地も少しずつ

やっていきたいということで、計画的に考えて

おります。

全戸で戸数は変わらずに新しく○西村副主査

※93ページに訂正発言あり



- 93 -

かえていくという考え方でよろしいんでしょう

か。

計画的な建てかえという○佐藤建築住宅課長

、 、ことで 新規の団地はつくっておりませんので

、今までつくってきた古い住宅で狭くなったもの

老朽狭小化したものを新たに建てかえて更新し

ていくということでやっております。

新しくなることは、住民にとっ○西村副主査

ても、生活が厳しい人にとってもいいんですけ

れども、この前、質問の中でも、県内に５万戸

ぐらい空き家があってとか、２万5,000戸ぐらい

まだ借り手が見つからないとか、そういう状況

もある中で、新規で新しい公営住宅が出るとす

ごく人気があって、殺到していくと思いますの

で、当然そういうのをつくりながら、また一方

では、空き家対策というのも念頭に置いていた

だいて、当然、市町村はそれぞれに市町村営住

、宅というのを考えていらっしゃるでしょうから

そこを念頭に置いて今後の計画というのも、少

子化でボリュームダウンしていくでしょうけれ

ども、入居される方の制限等も含めて考えてい

ただければと思います。

計画的な建てかえにつき○佐藤建築住宅課長

まして、財政状況もありまして、随分スローダ

ウンしている状況にあります。できることが非

常に少なくなっておりますけれども、それと民

間の空き家対策は、我々課題と思っておりまし

て それをどう活用できるか 今後の課題と思っ、 、

ていますので、11月に基本計画の見直しなんか

もあるんですけれども、そういう中で検討させ

ていただきたいと思っております。

ほかにないですね。○宮原主査

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ほかにないようですが、公園下水○宮原主査

道課長のほうに先ほど徳重委員からありました

ように、公共下水道の県内各市町村の普及の状

況の資料があるということであれば、後でそれ

ぞれに配付いただけませんか。よろしくお願い

したいと思います。

先ほど馬越は２号棟で終○佐藤建築住宅課長

わりと言いましたけれども、次期がまだありま

すので、訂正をさせていただきます。

それでは、以上をもって県土整備○宮原主査

部を終了します。執行部の皆様、御苦労さまで

した。

暫時休憩いたします。

午後２時24分休憩

午後２時41分再開

分科会を再開いたします。○宮原主査

まず、採決についてでありますが、13日の13

時30分に採決を行いたいと思いますが、よろし

いでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いたし○宮原主査

ます。

その他、何かありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、以上で本日の分科会を○宮原主査

終了します。委員の皆様、長時間お疲れさまで

した。

午後２時42分散会
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平成21年10月13日（火曜日）

午後１時30分再開

出席委員（９人）

主 査 宮 原 義 久

副 主 査 西 村 賢

委 員 星 原 透

委 員 野 辺 修 光

委 員 黒 木 正 一

委 員 太 田 清 海

委 員 井 上 紀代子

委 員 徳 重 忠 夫

委 員 坂 口 博 美

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

事務局職員出席者

議 事 課 主 査 前 田 陽 一

議事課主任主事 吉 田 拓 郎

それでは、分科会を再開いたしま○宮原主査

す。

まず、本分科会に付託されました議案の採決

を行いますが、よろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

議案第28号についてお諮りいたし○宮原主査

ます。

原案のとおり認定することに御異議ございま

せんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議ありませんので、原案のとお○宮原主査

り認定すべきものと決定いたしました。

次に、主査報告骨子案についてであります。

。主査報告の内容として御要望はありませんか

〔 一任」と呼ぶ者あり〕「

それでは、主査報告につきまして○宮原主査

は、正副主査に御一任いただくということで御

異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

、 。○宮原主査 それでは そのようにいたします

そのほか、何かありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

何もないようですので、以上で分○宮原主査

科会を終了いたします。委員の皆様、お疲れさ

までした。

午後１時31分閉会




